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• 参考資料

Quest® NetVault® Backup について
Quest NetVault Backup （NetVault Backup） は、 高度なク ロスプラ ッ ト フ ォームのデータ保護機能を提供し ま

す。 非常に使いやす く 、 すぐに導入できる製品であり、 拡張に伴う 煩雑な作業も必要あ り ません。

NetVault Backup では、 単一の直観的なユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスから物理および仮想の両方の環境でデータ

およびアプ リ ケーシ ョ ンを保護し、 大容量のペタバイ ト 単位のデータ を含む多数のサーバーを保護できます。 ま
た、 NetVault Backup は、 異機種混在環境もサポー ト するため、 幅広いオペレーテ ィ ング ・ システム、 アプ リ

ケーシ ョ ン ・ データベース、 プロセ ッサ ・ アーキテ クチャ、 およびネ ッ ト ワーク ・ ス ト レージ ・ デバイスのデー
タ を保護できます。 このよ う なク ロスプ ラ ッ ト フ ォームの多様性によ り、 日々成長と変化を続ける IT イ ン フ ラ

ス ト ラ クチャの状況に合わせて、 NetVault Backup を容易にカス タ マイズできます。

主な利点
• シンプルで、 すぐに利用できるシステムによ り タ イム ・ ト ゥ ・ バリ ューを短縮できる

• 完全に自動化されたイ ンス ト ール ・ マネージャによ り、 Windows ク ラ イアン ト の展開を簡素化

• 物理と仮想両方の環境を保護できるため、 コス ト を削減できる

• 異機種混在のサーバー ・ サポー ト で多種多様な IT 環境に幅広 く 対応

• 広範なアプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト

• ス ト レージの効率性を大幅に向上させるデ ィ スク ・ ベースのバッ クア ッ プおよび重複排除

• ソース側の重複排除および WAN 向けに最適化されたレプ リ ケーシ ョ ンを実現するための Quest DR 
Series システムとのシームレスな統合

• 包括的なネ ッ ト ワーク接続型ス ト レージ （NAS） の保護によ り、 重要なデータ を保護

• 豊富な機能によ り仮想環境を保護

• ベア ・ メ タル ・ リ カバリ によ って、 障害が発生し たサーバーのリ カバリ時間を大幅に短縮

• 分散し ているバッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト や作業負荷に対応できる幅広いス ト レージ接続オプシ ョ ン

• バッ クア ッ プ ・ データ転送を最適化し、 障害点を削減するデバイスの動的共有

• ハイパフ ォーマンスなマルチス ト リー ミ ングによる高速フ ァ イル ・ システム ・ バッ クア ッ プ
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機能概要
• アプ リ ケーシ ョ ン保護 ： Oracle、 SQL Server、 Exchange、 SharePoint、 MySQL、 PostgreSQL、

Domino、 DB2、 Informix、 SAP、 および Sybase などのビジネスに重要なアプ リ ケーシ ョ ンの可用性をア

プ リ ケーシ ョ ンのプ ラグイ ンによ って確保する こ とができます。 これらのプ ラグイ ンは、 統合にかかる
時間を節約できるよ う にネイテ ィ ブ ・ ソ リ ューシ ョ ンを補完し ます。 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブおよびリ カ
バリ ・ ジ ョ ブを実行するために、 スク リ プ ト を作成する必要はあ り ません。

• NAS 保護 ： Dell、 EMC、 HITACHI、 IBM、 NetApp、 Sun のデバイスを含む、 NAS アプ ラ イアンス上に保

管されている情報に対し て、 高度なデータ保護を実現し ます。 ネ ッ ト ワーク ・ データ管理プロ ト コル
（NDMP） を使用し てデータ をバッ クア ッ プする こ と で、 LAN を介し た ト ラ フ ィ ッ ク を削減し、 パフ ォー

マンスを最大化できます。 NetVault Backup は、 さ まざまなス ト レージ ・ ト ポロジおよび構成をサポー ト

し てお り、 ローカル接続 SCSI デバイス、 SAN 接続デバイス、 またはネ ッ ト ワーク上に存在するス ト

レージ ・ デバイスなどに、 直接バッ クア ッ プする こ とができます。

• 企業全体の管理 ： Web ベースのイ ン ターフ ェ イスを使用し て、 バッ クア ッ プおよびリ カバリ操作の設定、

管理、 および監視を行います。 ウ ィ ザー ドの手順に従って、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成、 ポ リ シーの
割り当て、 ス ト レージ ・ デバイスの設定、 レポー ト の生成などの一般的な タ スク を実行できます。

• デ ィ スクおよびテープへのバッ クア ッ プ ： NAS デバイスやサー ドパーテ ィ 製の重複排除アプラ イアンス

を含む、 幅広いス ト レージ ・ ターゲッ ト へのデ ィ スク ・ ベースおよびテープ ・ ベースのバッ クア ッ プを
活用し ます。 また、 NetVault Backup では、 オフサイ ト ・ ス ト レージおよび障害復旧の目的でス ト レー

ジ ・ ターゲッ ト 間でデータ を移動できます。

• データ重複排除 ： 強力な重複排除テ ク ノ ロジによ りデータ ・ ス ト レージのフ ッ ト プ リ ン ト を削減し ます。
NetVault Backup は、 Quest DR Series システムの重複排除アプラ イアンスおよび Rapid Data Access
（RDA） ク ラ イアン ト 側の重複排除テ ク ノ ロジ と シームレスに統合されているため、 ユーザーはアプラ イ

アンスの強力な重複排除、 圧縮、 およびレプ リ ケーシ ョ ンの機能を フル活用できます。 また、 NetVault 
Backup は、 EMC Data Domain バッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ プ ラ ッ ト フ ォームと、 その重複排除用の

DD Boost テ ク ノ ロジもサポー ト し ています。

• 仮想化のサポー ト ： 高度なデータ保護を、 VMware 環境および Hyper-V 環境にまで拡大し ます。 NetVault 
Backup では、 専門の技術者でな く ても、 ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ クで、 仮想環境の整合性のある、 信

頼性の高いバッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行できます。

• ハイパフ ォーマンスなマルチス ト リー ミ ング ： 同時に複数のワーク ロー ド をバッ クア ッ プする こ と で、
時間を節約し、 管理を容易にし ます。

• 強力なセキュ リ テ ィ ： CAST-128、 CAST-256、 および AES-256 アルゴ リズムをサポー ト する暗号化プラ

グイ ンを使用する こ と で、 バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウや重複排除のパフ ォーマンスを犠牲にする こ と な
く 規制要件に適合し ます。 柔軟なジ ョ ブ ・ レベルの暗号化によ り、 暗号化対象のデータ を容易に選択で
きます。

• 単純明快なラ イセンス ： NetVault Backup は、 容量またはコ ンポーネン ト ご とにラ イセンスが付与されま

す。 このオプシ ョ ンによ り、 組織のニーズに最適なモデルを、 非常に柔軟に選択できます。 コ ンポーネ
ン ト ・ ベースのラ イセンスでは、 必要なモジュールを選択する こ とができます。 容量単位で NetVault の

ラ イセンスを取得する こ とができ、 ク ラ イアン ト またはアプ リ ケーシ ョ ン ・ プ ラグイ ンの配備数に制限
はあり ません。 Quest は、 NetVault Backup 向けに 2 つの容量ベースのラ イセンス ・ エデ ィ シ ョ ンを提供

し ています。 一方は成長中の企業に高い価値を付与し、 も う 一方は大企業を包括的に保護し ます。
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本ガイ ド について
このガイ ド では、 NetVault Backup コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使用方法について説明し ています。

NetVault WebUI の使用方法については、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し

て く だ さい。

対象ユーザー
本ガイ ドは、 バッ クア ッ プ管理者と、 組織のバッ クア ッ プ戦略を設計および実施する責任を担う その他の技術者
を対象と し ています。 NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト を実行するオペレーテ ィ ング ・ システムに

ついての知識がある こ と を前提と し ています。

参考資料
• Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サーバーと ク

ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について説明し ています。

• Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ドは、 データ を保護するための

NetVault Backup の設定、 使用方法を説明し ています。 NetVault Backup のすべての特徴と機能に関する

総合的な情報を提供し ています。

• Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 Plug-in for 
FileSystem のイ ンス ト ール、 設定および使用方法について説明し ています。

• Quest NetVault Backup ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ン ・ ユーザーズ ・ ガイ ド ： 本ガイ ドは、 以下のプ ラグイ ン

の設定および使用方法を説明し ています。

▪ Quest NetVault Backup Plug-in for Consolidation

▪ Quest NetVault Backup Plug-in for Data Copy

▪ Quest NetVault Backup Plug-in for Databases

▪ Quest NetVault BackupPlug-in for Raw Devices

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。

重要 ： 
• NetVault Backup では、 NetVault Backup サーバーに存在する PostgreSQL データベースにシステ

ム ・ データが保管されます。 Quest テ クニカル ・ サポー ト 担当者からの指示がない限り、

PostgreSQL ツールを使用し て、 NetVault データベースを直接変更し ないで く ださい。 データベー

スの変更が間違っている と、 回復できないデータ破損が発生する可能性があ り ます。 NetVault デー

タベースを変更する前に、 必ずデータベースのバッ クア ッ プ ・ コ ピーを作成し て く だ さい。
NetVault データベースのバッ クア ッ プについての詳細は、 『Quest NetVault Backup ビル ト イ ン ・ プ

ラグイ ン ・ ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• NetVault Backup では、 NetVault Backup イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リの config デ ィ レ ク ト リ に存

在する 「.cfg」 フ ァ イルにシステム設定が保管されます。 これらのフ ァ イルの設定を変更する場合

は、 必ず、 Quest テ クニカル ・ サポー ト 担当者の指導の下で実行し ます。 これらのフ ァ イルに誤っ

た変更が行われる と、 エラーやその他の予期し ない動作が発生する可能性があ り ます。 設定フ ァ イ
ルを変更する前に、 必ずフ ァ イルのバッ クア ッ プ ・ コ ピーを作成し て く だ さい。
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はじめに

• NetVault Backup コマン ド ラ イ ン ・ イ ン ターフ ェ イスについて

• コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の操作

• NetVault Backup サービスの開始または停止

NetVault Backup コマン ド ラ イ ン ・ イ ン

ターフ ェ イスについて
NetVault Backup では、 コマン ド ・ プロンプ ト またはター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンから NetVault Backup システムの

設定および管理に使用できる コマン ド ラ イ ン ・ イ ン ターフ ェ イスを提供し ています。 NetVault Backup CLI を使

用する と、 以下を含むさ まざまな タ スク を実行できます。

• NetVault Backup サービスの開始と停止

• パフ ォーマンス、 セキュ リ テ ィ 、 およびその他のオプシ ョ ンの設定

• ク ラ イアン ト 、 ス ト レージ ・ デバイス、 およびス ト レージ ・ メ デ ィ アの管理

• バッ クア ッ プ と リ ス ト アの実行

• レポー ト の生成と表示

NetVault Backup CLI は NetVault のサーバー ・ マシンおよびク ラ イアン ト ・ マシンからアクセスする こ とができ

ます。

コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の操作
コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ は、 util デ ィ レ ク ト リ （Windows では、 <NetVault Backup home>\util、 Linux
では、 <NetVault Backup Home>/util） にあり ます。 また、 い く つかの特殊なユーテ ィ リ テ ィ は bin デ ィ レ ク ト リ

（Windows では、 <NetVault Backup home>\bin、 Linux では、 <NetVault Backup Home>/bin） にあ り ます。 CLI
コマン ドはノ ンブロ ッキング処理です。 「ノ ンブロ ッキング処理」 とは、 アクシ ョ ンが完了する前にコマン ドへ
の応答が返される こ と です。 これによ り、 さ まざまなコマン ド を連続し て実行する こ とができます。

前提条件
CLI セ ッ シ ョ ンを開始する前に、 以下の必要条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• CLI ユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、 Windows では管理者権限で、 Linux および UNIX ではルー ト ・ ユー

ザー権限でログイ ンする必要があり ます。

メ モ ： NetVault Backup コマン ド ・ ラ イ ン ・ イ ン ターフ ェ イス （CLI） は、 マネージ ド ・ サービス ・ プロバ

イダ （MSP） 環境ではサポー ト されません。
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• NetVault Backup ユーザーに CLI ユーテ ィ リ テ ィ にアクセス し て使用するための権限が必要です。 これら

の権限は NetVault WebUI で割り当てられます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レー

ターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

コマン ド構文
コマン ドの構文は次の形式で指定し ます。

Command -option 1 <Value> -option 2 <Value> [-option 3 <Value> | -option 4 <Value>] 
[-option 5], …
こ こで、

• <Value> はオプシ ョ ンのユーザー入力変数です。 

• 角括弧 （[ ]） 内のオプシ ョ ンは省略可能です。

• 2 つのオプシ ョ ンの間のパイプ文字 （|） は、 コ マン ド では、 構文に列挙されている複数のオプシ ョ ンの

う ち 1 つのみを使用できる こ と を示し ています。

重要
• コマン ド構文の形式は、 特に指定のない限り、 1 行で入力する必要があり ます。 構文では、 オプシ ョ ンの

順序は関係あり ません。

• スイ ッ チは、 その名前の先頭文字のみを使用し て指定できます。 この場合、 この文字が一意である こ と、
つま り、 選択し たコマン ドの他のオプシ ョ ンに同じ文字で始まる コマン ド がないこ とが前提と な り ます。 

た と えば、 以下は、 nvbulkblankmedia ユーテ ィ リ テ ィ のコマン ド構文です。

nvbulkblankmedia -libraryname <library name> -medialabel <media label> 
-allmedia -password <NetVault Backup password> -wait
このコマン ドのオプシ ョ ンはすべて異なる文字で始ま り ます。 そのため、 このコマン ドは以下のよ う に
指定する こ と もできます。

nvbulkblankmedia -l MyLibrary1 -m MyBackupMedia* -p Mypassword -wait
こ こで、

▪ 「-l」 は 「-libraryname」 オプシ ョ ンを表す

▪ 「-m」 は 「-medialabel」 オプシ ョ ンを表す

▪ 「-p」 は 「-password」 オプシ ョ ンを表す

• CLI では変数名に含まれるスペースを認識できません。 スペースを含む変数は引用符 （“ ”） で囲む必要が

あり ます。 囲まなければ、 コマン ドは失敗し ます。

• CLI では、 構文内で使用されているアンダースコ アは、 スペースの代替文字と し て認識されます。

NetVault Backup サーバー、 ク ラ イアン ト 、 またはバッ クア ッ プ ・ デバイスの名前にアンダースコア文字

（_） が含まれ、 CLI コ マン ド で参照されている場合は、 競合が発生し ます。

た と えば、 CLI コマン ド で 「Test_Server」 とい う名前を指定する と、 NetVault Backup では 「Test 
Server」 とい う 名前のマシンを検索するため、 マシンを特定できず、 コマン ドは失敗し ます。

アンダースコアを含む変数は引用符 （“ ”） で囲む必要があ り ます。
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CLI ヘルプ
コマン ドのヘルプにアクセスするには、 コマン ド に続けて 「-help」 または 「--help」 と入力するか、 コマン ド を

入力し て、 Enter キーを押し ます。 たと えば、 nvblankmedia のヘルプにアクセスするには、 以下の方法を使用

できます。

nvblankmedia -help
nvblankmedia --help
nvblankmedia

コマン ド終了ステータ ス
実行する と数値が返される CLI コマン ド は多数あ り ます。 以下の表に示すよ う に、 戻り値はコマン ドの実際の終

了ステータ スを表し ます。

環境変数
スク リ プ ト で CLI ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と きは、 以下の環境変数を使用できます。

表 1. コマン ド終了ステータ ス

終了ステー
タ ス

説明

0 コマン ドが正常に完了し ま し た。

1 コマン ドが失敗し ま し た。

2 コマン ド で指定されている引数が無効です。 た と えば、 コマン ド で指定された変数に誤りがあ り
ます。

表 2. 環境変数

変数 説明

NETVAULTCLIACCOUNT NetVault Backup ユーザー名を指定し ます。 指定し たアカウン ト に CLI ユーテ ィ リ

テ ィ を使用する権限が必要です。

NETVAULTCLIACCOUNT=< ユーザー ・ アカウン ト 名 >
CLI ユーテ ィ リ テ ィ にアクセスするために、 この変数はスク リ プ ト に含める必要

があり ます。

NETVAULTCLIPASSWORD NetVault Backup ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

NETVAULTCLIPASSWORD=< パスワー ド >
ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定するには、 スク リ プ ト にこの変数を指
定する必要があり ます。

NV_HOME NetVault Backup のイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ を返し ます。

NV_JOBCLIENT ジ ョ ブのターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を指定し ます。

NV_JOBCLIENT=<NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前 >
NV_JOBID ジ ョ ブ ID 番号を指定し ます。

NV_JOBID=< ジ ョ ブ ID>
NV_JOBTITLE ジ ョ ブの名前を指定し ます。

NV_JOBTITLE=< ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル >
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NetVault Backup サービスの開始または

停止
NetVault Backup サービスは、 サーバーおよびク ラ イアン ト ・ マシンで自動的に開始されるよ う に設定されてい

ます。 CLI から このサービスを手動で停止または起動するには、 以下のコマン ド を使用し ます。

• Linux ベース ・ システム ：

$NV_HOME/etc/startup.sh start
$NV_HOME/etc/startup.sh stop

• Windows ベース ・ システム ：

C:\ net start “NetVault Process Manager”
C:\ net stop “NetVault Process Manager”

NV_JOB_WARNINGS ジ ョ ブが警告と と もに完了し た場合は TRUE を返し、 それ以外の場合は FALSE
を返し ます。 

• バッ クア ッ プが警告を表示し て終了し た場合 ：

NV_JOB_WARNINGS=TRUE
• バッ クア ッ プが正常に完了し た場合 ：

NV_JOB_WARNINGS=FALSE
この変数は、 ポス ト ・ スク リ プ ト でのみ使用できます。 この変数は、 現在メ ール ・
スク リ プ ト が使用し ていますが、 汎用的に使用できます。

バッ クア ッ プが警告を表示し て終了し た場合、 NV_STATUS 変数は SUCCEEDED を

返し、 NV_JOB_WARNINGS 変数は TRUE を返し ます。

このスク リ プ ト の戻り値がローカ ラ イズされる こ とはあ り ません。 戻り値は英語
で TRUE または FALSE です。

NV_OUTPUT_FILE レポー ト 用にユーザー定義出力フ ァ イルを返し ます。

NV_SERVERNAME NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

NV_SERVERNAME=<NetVault Backup サーバーの名前 >
NV_SESSIONID ジ ョ ブのセ ッ シ ョ ン ID を指定し ます。

NV_SESSIONID=< セ ッ シ ョ ン ID>
NV_STATUS ジ ョ ブの終了ステータ スを返し ます。 SUCCEEDED または FAILED のいずれかを

返し ます。 
• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが正常に完了し た場合、 または警告を表示し て終了

し た場合 ：

NV_STATUS=SUCCEEDED
• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗し た場合 ：

NV_STATUS=FAILED
この変数は、 ポス ト ・ スク リ プ ト でのみ使用できます。 戻り値がローカ ラ イズさ
れる こ とはあり ません。 値は英語で SUCCEEDED または FAILED です。

NV_USER_ARG プレスク リ プ ト またはポス ト スク リ プ ト で渡されるユーザー定義引数を指定し ま
す。

表 2. 環境変数

変数 説明
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3

コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使
用

• ク ラ イアン ト 固有ユーテ ィ リ テ ィ

• デバイス固有ユーテ ィ リ テ ィ

• メ デ ィ ア固有ユーテ ィ リ テ ィ

• ジ ョ ブ固有ユーテ ィ リ テ ィ

• ログ固有ユーテ ィ リ テ ィ

• その他のユーテ ィ リ テ ィ

ク ラ イアン ト 固有ユーテ ィ リ テ ィ

nvclient

説明
NetVault Backup サーバーに 1 つ以上の NetVault Backup ク ラ イアン ト を追加し て、 指定し たク ラ イアン ト ・ グ

ループに割り当てます。

構文
nvclient [-add] [-list] [-password <NetVault Backup Password>] 
[-file <Client List File>] 
[-group <Client Group Name> ...] 
[-log <Log File>] [-failure <Filename to Log Failed Clients List>] 
[-quiet] [-verbose] [-abort] [-args] [-timeout <timeout period>]

• nvclient • nvclientadd • nvclientname

• nvclientaccess • nvclientlist • nvclientremove

メ モ ： 仮想ク ラ イアン ト は WebUI からのみ作成できます。 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て仮

想ク ラ イアン ト を作成する こ とはできません。
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オプシ ョ ン

注意
• ク ラ イアン ト 名は大文字と小文字が区別されます。

• ク ラ イアン ト をサーバーに追加するには、 ク ラ イアン ト が使用可能で、 有効な NetVault Backup が稼働し

ている必要があり ます。

• 使用できないク ラ イアン ト を特定するには、 nvclientlist -find <ipaddress> コマン ド を使用し

ます。 詳細は、 「nvclientlist」 を参照し て く だ さい。

• ク ラ イアン ト ・ グループは、 NetVault WebUI からのみ作成できます。 CLI には、 ク ラ イアン ト ・ グルー

プを作成するためのユーテ ィ リ テ ィ は用意されていません。

nvclientaccess

説明
指定し た NetVault Backup ク ラ イアン ト に対するアクセスを許可し ます。

表 3. nvclient

オプシ ョ ン 説明

-add 1 つ以上のク ラ イアン ト を NetVault Backup サーバーに追加し ます。

-list サーバーに追加されたク ラ イアン ト を一覧表示し ます。

-password ク ラ イアン ト の NetVault Backup パスワー ド を指定し ます。 ク ラ イアン ト でセキュ リ

テ ィ が有効になっている場合、 このオプシ ョ ンは必須です。

-file 一括処理用の入力フ ァ イルの名前を指定し ます。 このフ ァ イルには、 ク ラ イアン ト 名、
パスワー ド、 グループ名を指定できます。 1 行に 1 つのク ラ イアン ト を指定し ます。

例 ： MyClientList
Client-A -password mypwd2 -group Group1
Client-B
Client-C -password mypwd2

-client サーバーに追加する ク ラ イアン ト の NetVault Backup 名を指定し ます。

-group ク ラ イアン ト を追加する ク ラ イアン ト ・ グループの名前を指定し ます。 ク ラ イアン ト を
追加する前に、 ク ラ イアン ト ・ グループが作成されている こ と を確認し ます。

-log ログ ・ フ ァ イルの名前を指定し ます。

-failure 失敗し たク ラ イアン ト ・ リ ス ト の名前を指定し ます。

-quiet 画面への出力メ ッ セージの表示を抑制し ます。

-verbose 画面にステータ ス ・ メ ッ セージおよびエラー ・ メ ッ セージを表示し ます。

-abort ラ イセンスによ って一部のク ラ イアン ト の追加が許可されていない場合にコマン ド を中
止し ます。

-args プログラムのパラ メ ータ を出力し ます。 何も実行せずに終了し ます。

-timeout ク ラ イアン ト が 「追加」 要求を承認するまでの NetVault Backup 側の待ち時間を指定し

ます。 タ イムアウ ト 値は秒単位で指定し ます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 30 秒

間に設定されています。 指定し た時間内にク ラ イアン ト を追加できない場合は、 エ
ラー ・ メ ッ セージが表示されます。
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構文
nvclientaccess [-client <Client Name>] | [-clients <Client Names>] | 
[-tdclients <Teradata DBS name>] [-password <password>]

オプシ ョ ン

nvclientadd

説明
1 つの NetVault Backup ク ラ イアン ト をサーバーに追加し ます。 このユーテ ィ リ テ ィ は、 NetVault Backup サー

バー上で実行する必要があり ます。

構文
nvclientadd [-client <Client Name> | -clientip <Client IP address>] 
[-clientgroup <Client Group Name>] [-password <password>] 
[-timeout <timeout period>] [-version]

オプシ ョ ン

表 4. nvclientaccess

オプシ ョ ン 説明

-client または -clients アクセスが許可される NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前を指定し ます。

-tdclients Teradata DBS の名前を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 追加されたすべてのク ラ イア

ン ト に対するアクセスを許可する場合に使用できます。

-password ク ラ イアン ト の NetVault Backup パスワー ド を指定し ます。 ク ラ イアン ト でセキュ リ

テ ィ が有効になっている場合、 このオプシ ョ ンは必須です。

表 5. nvclientadd のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-client 追加する ク ラ イアン ト の NetVault Backup 名を指定し ます。

-clientip 追加する NetVault Backup ク ラ イアン ト の IP ア ド レスを指定し ます。

-clientgroup ク ラ イアン ト を追加する ク ラ イアン ト ・ グループの名前を指定し ます。 ク ラ イアン ト を
追加する前に、 ク ラ イアン ト ・ グループが作成されている こ と を確認し ます。 

-password ク ラ イアン ト の NetVault Backup パスワー ド を指定し ます。 ク ラ イアン ト でセキュ リ

テ ィ が有効になっている場合、 このオプシ ョ ンは必須です。

-timeout ク ラ イアン ト が 「追加」 要求を承認するまでの NetVault Backup 側の待ち時間を指定し

ます。 タ イムアウ ト 値は分単位で指定し ます。 指定し た時間内にク ラ イアン ト を追加で
きない場合は、 エラー ・ メ ッ セージが表示されます。

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。
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注意
• ク ラ イアン ト 名は大文字と小文字が区別されます。

• ク ラ イアン ト をサーバーに追加するには、 ク ラ イアン ト が使用可能で、 有効な NetVault Backup が稼働し

ている必要があり ます。

• 使用できないク ラ イアン ト を特定するには、 nvclientlist -find <ipaddress> コマン ド を使用し

ます。 詳細は、 「nvclientlist」 を参照し て く だ さい。

• ク ラ イアン ト ・ グループは、 NetVault WebUI からのみ作成できます。 CLI には、 ク ラ イアン ト ・ グルー

プを作成するためのユーテ ィ リ テ ィ は用意されていません。

nvclientlist

説明
以下の機能を実行し ます。

• NetVault Backup サーバーに追加されたク ラ イアン ト を一覧表示し ます。

• ク ラ イアン ト と し て追加できる使用可能な NetVault Backup マシンを一覧表示し ます。

• 解決可能な名前または IP ア ド レスを使用し て、 NetVault Backup マシンを特定し ます。

構文
nvclientlist [-current [-name <Client Name>]] [-available [-name <Client Name>]] 
[-find <Resolvable Name or IP address>] [-version]

オプシ ョ ン

nvclientname

説明
NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前を変更できます。 このユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 NetVault Backup サー

バーの名前を変更する こ とはできません。

表 6. nvclientlist

オプシ ョ ン 説明

-current 現在 NetVault Backup サーバーに追加されている ク ラ イアン ト を一覧表示し ます。

-available ク ラ イアン ト と し て追加できる使用可能な NetVault Backup マシンを一覧表示し ます。

-name 特定する必要がある ク ラ イアン ト の NetVault Backup 名を指定し ます。

-find 特定する必要があるマシンの解決可能な名前または IP ア ド レスを指定し ます。

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

コ マン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使用
16



構文
nvclientname -clientname <New NetVault Backup name>

オプシ ョ ン

nvclientremove

説明
NetVault Backup サーバーから ク ラ イアン ト を削除し ます。 このユーテ ィ リ テ ィ は、 NetVault Backup サーバー

上で実行する必要があり ます。 

構文
nvclientremove [-client <NetVault Backup name of the client>] [-version]

オプシ ョ ン

デバイス固有ユーテ ィ リ テ ィ

表 7. nvclientname

オプシ ョ ン 説明

 -clientname ク ラ イアン ト の新しい NetVault Backup 名を指定し ます。

表 8. nvclientremove

オプシ ョ ン 説明

-client 削除する必要がある ク ラ イアン ト の NetVault Backup 名を指定し ます。 このオプシ ョ ン

には、 ク ラ イアン ト 名を 1 つだけ指定できます。 
-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。

• asf_load_media • nvcloseeeportcleaning • nvopeneeport

• asf_release_drive • nvdav • nvremovefiler

• nvacslsmedia • nvrda • nvresetdrivestats

• nvaddfiler • nvddboost • nvscandrives

• nvcheckdrive • nvdevice • nvsetcleaninglives

• nvcleandrive • nvdeviceeject • nvsetdrivecleaning

• nvclosedoor • nvlibrarymodify • nvsmartdisk

• nvcloseeeport • nvopendoor • nvsvtlgrow
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asf_load_media

説明
指定し た メ デ ィ アを ド ラ イブにロー ド し、 Windows Advanced System Format （ASF） メ デ ィ ア と し て ド ラ イブ

内にロ ッ ク し ます。

構文
asf_load_media -m <Media Label> | -b <Barcode> -d <Device Name> 
[-s <Server Name>] [-c <Client Name>] [-wait]

オプシ ョ ン

asf_release_drive

説明
asf_load_media コマン ド によ って獲得されたロ ッ ク を解放し て、 NetVault Backup がド ラ イブおよび メ デ ィ ア

を使用できるよ う にし ます。

構文
asf_release_drive -d <Device Name> [-s <Server Name>] [-c <Client Name>]

オプシ ョ ン

表 9. asf_load_media

オプシ ョ ン 説明

-m ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを指定し ます。

-b ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド を指定し ます。

-d ターゲッ ト ・ ド ラ イブの名前を指定し ます。

-s ターゲッ ト ・ デバイスがローカルに接続されている NetVault Backup マシンの名前を指

定し ます。 デバイスがク ラ イアン ト （SmartClient） にローカルに接続されている場合

は、 このオプシ ョ ンを使用し てク ラ イアン ト 名を指定し ます。

-c ターゲッ ト ・ デバイスがローカルに接続されている NetVault Backup ク ラ イアン ト の名

前を指定し ます。

-wait  タ スクが完了するまで待機し ます。

表 10. asf_release_drive

オプシ ョ ン 説明

-d ターゲッ ト ・ ド ラ イブの名前を指定し ます。
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nvacslsmedia

説明
以下の機能を実行し ます。

• メ デ ィ アを ACSLS ラ イブ ラ リ に割り当てます。

• 指定し た メ デ ィ アの割り当てを解除し ます。

• メ デ ィ アをエジ ェ ク ト し ます。

構文
nvacslsmedia [-allocate | -deallocate | -eject] [-medialabel <Media Label>] 
[-cap <acs>,<lsm>,<cap>] -libraryname <Library Name> [-servername <Server Name>] 
[-range <range-media >] [-file <Filename >] [-version]

オプシ ョ ン

-s NetVault Backup サーバーの名前を指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 デバイスがサーバーにローカルに接続されている場合に使用し ま
す。

-c NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前を指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 デバイスがク ラ イアン ト またはリ モー ト NetVault Backup サーバー

に接続されている場合に使用し ます。

表 11. nvacslsmedia

オプシ ョ ン 説明

-allocate 指定し た メ デ ィ ア ・ アイテムを割り当てます。

-deallocate 指定し た メ デ ィ ア ・ アイテムを割り当て解除し ます。

-eject 指定し た Cartridge Access Port （CAP） 経由で、 指定し た メ デ ィ ア ・ アイテムをエジ ェ

ク ト し ます。

 -cap メ デ ィ ア ・ アイテムをエジ ェ ク ト する と きに使用する Cartridge Access Port （CAP） を

指定し ます。

ラ イブ ラ リの ACS 番号、 ラ イブ ラ リ を管理するロボテ ィ ッ ク装置の LSM 番号、 および

CAP の物理番号を指定し ます。 数値を区切るには、 カ ンマを使用し ます。 
例 ： -cap 0,0,0

-medialabel 割り当て、 割り当て解除、 またはラ イブ ラ リからのエジ ェ ク ト の対象と なる メ デ ィ ア ・
アイテムのラベルまたはバーコー ド を指定し ます。 複数のラベルまたはバーコー ド を指
定する場合は、 カ ンマ区切り リ ス ト を入力し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

表 10. asf_release_drive

オプシ ョ ン 説明
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nvaddfiler

説明
NetVault Backup サーバーに NDMP フ ァ イ ラーを追加し ます。

構文
nvaddfiler [-servername <Server Name>] [-clientname <Client Name>] 
[-pluginname <Plug-in Name>] -filername <Filer Name> -address <IP address or FQDN> 
[-port <Port number>] -account <User Name> -password <Password> 
[-description <Description>] [-utf8 <Boolean>]

オプシ ョ ン

-range 割り当て解除の対象と なる メ デ ィ アに対応する ラベルまたはバーコー ドの範囲を指定し
ます。 範囲を示す値の間にはハイ フ ン （前後にスペースな し） を挿入し ます。 

 -file 割り当て解除の対象と なる メ デ ィ ア ・ アイテムのセ ッ ト に対応する メ デ ィ ア ・ ラベルま
たはバーコー ドのリ ス ト が格納されたフ ァ イルの名前を指定し ます。 フ ァ イルの各行に
メ デ ィ ア ・ ラベルまたはメ デ ィ ア ・ バーコー ド を指定し ます。

 -version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。

表 12. nvaddfiler

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-clientname フ ァ イ ラーが追加される NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前を指定し ます。 
フ ァ イ ラーをローカル ・ マシンに追加する場合、 このオプシ ョ ンは省略できます。 サー
バー ・ マシン名と ク ラ イアン ト ・ マシン名が同じ であっても、 -servername オプシ ョ ン

を指定し た場合は、 -clientname オプシ ョ ン も指定する必要があり ます。

-pluginname プ ラグイ ン名を指定し ます。 「NDMP Client」 または 「NDMP SnapMirror to Tape」 の

どち らかを指定できます。 デフ ォル ト 値は 「NDMP Client」 です。 
-filername フ ァ イ ラー名を指定し ます。 

フ ァ イ ラー名は一意である必要があ り ます。 NetVault Backup 環境内でフ ァ イ ラーを簡

単に識別できるよ う に、 フ ァ イ ラーの実際の名前を割り当てる こ とができます。 フ ァ イ
ラー名は一度設定する と、 その後変更できません。

-address フ ァ イ ラーの IP4 ア ド レスまたは FQDN を指定し ます。

-port フ ァ イ ラーの待機ポー ト を指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 10000 です。

特に必要のない限り、 フ ァ イ ラーの待機ポー ト は変更し ないで く だ さい。

-account フ ァ イ ラーへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト 名を指定し ます。 ユーザー ・
アカウン ト には、 NDMP のバッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行する権限が付与されてい

る必要があり ます。

表 11. nvacslsmedia

オプシ ョ ン 説明
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例
• フ ァ イ ラー 「f740」 をローカルの NetVault Backup マシンに追加し ます。

nvaddfiler -filername f740 -address 10.11.22.53 -account root 
-password mypassword

• フ ァ イ ラー 「f740」 をローカルの NetVault Backup サーバーによ って管理されている ク ラ イアン ト

「Client-A」 に追加し ます。

nvaddfiler -clientname Client-A-filername f740 -address 10.11.22.53 -account 
root -password mypassword

• フ ァ イ ラー 「f740」 を リ モー ト のサーバー Win-Server に追加し ます。

nvaddfiler -servername Win-Server -clientname Win-Server -filername f740 
-address 10.11.22.53 -account root -password mypassword

nvcheckdrive

説明
ド ラ イブのステータ スをチ ェ ッ ク し ます。 た と えば、 何らかの理由でオフ ラ イ ンになった ド ラ イブのステータ ス
をチ ェ ッ クする といった目的に使用できます。 このコマン ドが正常に完了する と、 指定し た ド ラ イブがオン ラ イ
ン状態に戻り、 NetVault Backup で以降のジ ョ ブに使用できるよ う にな り ます。

構文
nvcheckdrive -servername <Server Name> [-drivename <Drive Name>] 
[-libraryname <Library Name>] [-drivenumber <Drive Number>]

-password ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

-description フ ァ イ ラーのタ イプを選択する必要がある場合に、 NDMP フ ァ イ ラーの説明を指定し ま

す。 この説明は、 ndmpversions.cfg フ ァ イルの対応するエン ト リ と一致し ている必要

があり ます。

-utf8 UTF-8 変換が必要かど うかを指定し ます。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FASLSE」 です。 設定し たロケールで NetVault 
WebUI にデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イル名を正し く 表示する必要がある場合は、 このオプ

シ ョ ンを 「TRUE」 に設定し ます。 このオプシ ョ ンは、 フ ァ イルが UTF-8 エン コー ド を

サポー ト し ている場合に限り使用できます。 この機能を使用するには、 次の手順を実行
し ます。

• フ ァ イ ラーで UTF-8 変換が有効化されている こ と。

• 各対象ボリ ュームで適切な言語タ イプが設定されている こ と。

• Plug-in for NDMP の ［UTF-8 変換のコー ド ページ］ オプシ ョ ンを設定し ます。 こ

のオプシ ョ ンについての詳細は、 『Quest NetVault Backup Plug-in for NDMP ユー

ザーズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

表 12. nvaddfiler

オプシ ョ ン 説明
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オプシ ョ ン

注意
• ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定する場合は、 -drivename または -drivenumber オプシ ョ ンを- libraryname

オプシ ョ ン と組み合わせて使用する必要があり ます。

例
• サーバーにローカルに接続されているス タ ン ド アロン ・ ド ラ イブ 「D-1」 のステータ スをチ ェ ッ ク し ま

す。

nvcheckdrive -drivename D-1
• ク ラ イアン ト 「NVCLIENT1」 にローカルに接続されている ラ イブ ラ リ 「NVLibrary」 のド ラ イブ

「Drive2」 のステータ スをチ ェ ッ ク し ます。

nvcheckdrive -servername NVCLIENT1 -libraryname NVLibrary -drivename Drive2
• リ モー ト ・ サーバー 「NVSERVER2」 にローカルに接続されている ラ イブラ リ 「NVLib2」 のド ラ イブ 2

のステータ スをチ ェ ッ ク し ます。

nvcheckdrive -servername NVSERVER2 -libraryname NVLib2 -drivenumber 2

nvcleandrive

説明
ラ イブ ラ リ ・ ド ラ イブを ク リーニングし ます。 ク リーニング用テープの使用残回数が設定されている場合は、 こ
のコマン ド で使用される こ とによ り、 同回数が 1 だけ減ら されます。

構文
nvcleandrive -libraryname <Library Name> -librarydrivenumber <Drive Number>

表 13. nvcheckdrive

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-drivename チ ェ ッ クする ターゲッ ト ・ ド ラ イブの名前を指定し ます。

-drivenumber チ ェ ッ クする ターゲッ ト ・ ド ラ イブのド ラ イブ番号を指定し ます。
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オプシ ョ ン

例
• 事前定義のク リーニング用メ デ ィ アを使用し て、 ラ イブ ラ リ 「SONY LIB-162」 のド ラ イブ 1 を ク リーニ

ングし ます。

nvcleandrive -libraryname “SONY LIB-162” librarydrivenumber 1

nvclosedoor

説明
指定し たラ イブ ラ リのド アを閉じ ます。

構文
nvclosedoor [-servername <Server Name>] -libraryname <Library Name>

オプシ ョ ン

nvcloseeeport

説明
指定し たラ イブ ラ リの入口 / 出口 （EEPort） ポー ト を閉じ ます。

構文
nvcloseeeport [-servername <Server Name>] -libraryname <Library Name> 
[-mediatype <Media Type>]

表 14. nvcleandrive

オプシ ョ ン 説明

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-drivenumber ク リーニングする ターゲッ ト ・ ド ラ イブのド ラ イブ番号を指定し ます。

表 15. nvclosedoor

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。
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オプシ ョ ン

nvcloseeeportcleaning

説明
ク リーニング ・ テープを イ ンポー ト するために、 指定し たラ イブ ラ リの EE ポー ト を閉じ ます。

構文
nvcloseeeportcleaning [-servername <Server Name>] -libraryname <Library Name> 
[-mediatype <Media Type>]

オプシ ョ ン

nvdav

説明
Quest NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスの以下の WebDAV 関連機能を実行し ます。

• WebDAV 認証の詳細を設定し ます。

• WebDAV 認証の詳細を削除し ます。

• WebDAV 認証を使用するよ う設定されたユーザー名を取得し ます。

表 16. nvcloseeeport

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-mediatype 入口 / 出口スロ ッ ト にある メ デ ィ アのタ イプを指定し ます。

表 17. nvcloseeeportcleaning

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-mediatype 入口 / 出口スロ ッ ト にある メ デ ィ アのタ イプを指定し ます。
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構文
nvdav --server <IP address|hostname> [--set|--remove|--user]

オプシ ョ ン

nvrda

説明
Quest DR Series システムを追加または削除し ます。

構文
nvrda --add --host <Host name or IP Address> [--force] 
[--server <NetVault Backup Server Name>] --user <username> --password <password> 
--lsu <Container name> [--blocksize <blocksize>] 
--storage-group <storage group name>
[--stream-limit <stream limit count>]
--update --device <name> --user <name> --password <password> 
[--blocksize <blocksize>] [--server <name>] 
[--stream-limit <stream limit count>]
nvrda --remove --device <name> [--force] [--server <name>]

表 18. nvdav

オプシ ョ ン 説明

--server Quest NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスの IP ア ド レスまたは解決可能なホス ト 名を指定

し ます。

--set 指定し た Quest NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスの WebDAV 認証情報を設定し ます。

このオプシ ョ ンを指定する と、 既存の値が上書き されます。 ユーザー名とパスワー ドは
対話形式で要求されます。

--remove 指定し た Quest NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスの既存の WebDAV 認証情報を削除し

ます。

--user 指定し た Quest NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスの WebDAV 認証を使用するよ う に設

定されたユーザー名を取得し ます。 指定し たイ ンス タ ンスに WebDAV 認証情報が設定

されていない場合、 エラー ・ メ ッ セージが表示されます。
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オプシ ョ ン

表 19. nvrda

オプシ ョ ン 説明

--add Quest DR Series システムを追加し ます。 --add オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン と組

み合わせて使用し ます。

• --host ： Quest DR Series システムの DNS 名または IP ア ド レスを指定し ます。 
NetVault Backup サーバーがこのホス ト 名を解決できない場合、 デバイスは追加

されません。

• --force ： デバイスが同名の別の NetVault Backup サーバーにすでに追加されてい

る場合でも、 Quest DR Series システムを追加し ます。 
このオプシ ョ ンは、 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行し て NetVault Backup サーバー

を再構築し た場合に役立ちます。

• --server ： Quest DR Series システムを追加する NetVault Backup サーバーの名

前を指定し ます。 
このコマン ド をサーバー上で実行する場合、 このオプシ ョ ンは必要あ り ません。

• --user ： デバイスへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。

Quest DR Series システムでは、 ユーザー ・ アカウン ト は 1 つしか存在せず、 そ

のアカウン ト のユーザー ID は backup_user です。

• -password ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

• --lsu ： ス ト レージ ・ コ ンテナ名を入力し ます。 
デバイスを追加する前に、 コ ンテナが作成されている こ と を確認し て く だ さい。
指定し たコ ンテナがデバイス上に存在し ない場合、 デバイスは追加されません。

NetVault Backup に追加された各 Quest DR Series システムがス ト レージ ・ コ ン

テナにな り ます。

• --storage-group ： コ ンテナが存在するス ト レージ ・ グループ名を指定し ます。

これは追加操作の必須オプシ ョ ンです。

新しいコ ンテナを追加する際に、 それが DR の最初のコ ンテナであれば、 DR は

NetVault Backup にも接続されます。

• --blocksize ： データ転送のブロ ッ ク ・ サイズを入力し ます。 ブロ ッ ク ・ サイズ

はバイ ト 数で指定し ます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「512KiB」 です。

• --stream-limit ： このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は、 256 ス ト リームです。 この

設定は、 コ ンテナを追加し たすべての NetVault Backup サーバーに適用されま

す。 データ ・ ス ト リーム数がコ ンテナに対し て定義されている制限値を超えた場
合、 メ デ ィ ア ・ マネージャはエラー 「デバイス上のス ト リームがあま り にも多過
ぎます」 を報告し ます。

ソ フ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 512 の任意の値を設定する こ とができます。

複数の NetVault Backup サーバーにコ ンテナを追加し た場合は、 すべてのサー

バーに同じ ソ フ ト ・ ス ト リーム制限を設定し ます。
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nvddboost

説明
EMC Data Domain システムを追加または削除し ます。

構文
nvddboost --add --host <Host name or IP Address> [--force] [--user <username>] 
[--password <password] [--lsu <LSU name>] [--blocksize <Block size>] 
[--server <Server Name>]
nvddboost --remove --device <name> [--force] [--server <name>]

--update 既存の Quest DR Series システムの設定を変更し ます。 --update オプシ ョ ンは、 以下の

オプシ ョ ン と組み合わせて使用し ます。

• --device ： デバイス名を指定し ます。

• --user ： デバイスへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。

Quest DR Series システムでは、 ユーザー ・ アカウン ト は 1 つしか存在せず、 そ

のアカウン ト のユーザー ID は backup_user です。 このアカウン ト に対し て実

行できる操作はパスワー ドの変更のみです。 アカウン ト の作成や既存のアカウン
ト の削除はできません。

• -password ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

• --blocksize ： データ転送のブロ ッ ク ・ サイズを入力し ます。 ブロ ッ ク ・ サイズ

はバイ ト 数で指定し ます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「512KiB」 です。

• --server ： Quest DR Series システムを追加する NetVault Backup サーバーの名

前を指定し ます。 
このコマン ド をサーバー上で実行する場合、 このオプシ ョ ンは必要あ り ません。

• --stream-limit ： このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は、 256 ス ト リームです。 この

設定は、 コ ンテナを追加し たすべての NetVault Backup サーバーに適用されま

す。 データ ・ ス ト リーム数がコ ンテナに対し て定義されている制限値を超えた場
合、 メ デ ィ ア ・ マネージャはエラー 「デバイス上のス ト リームがあま り にも多過
ぎます」 を報告し ます。

ソ フ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 512 の任意の値を設定する こ とができます。

複数の NetVault Backup サーバーにコ ンテナを追加し た場合は、 すべてのサー

バーに同じ ソ フ ト ・ ス ト リーム制限を設定し ます。

--remove Quest DR Series システムを削除し ます。 --remove オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン と

組み合わせて使用し ます。

• --device ： NetVault WebUI、 CLI、 およびレポー ト に表示される Quest DR 
Series システムの名前を指定し ます。

• --force ： デバイスにアクセスできないか、 その他のエラーが原因で削除操作がブ

ロ ッ ク される場合でも、 Quest DR Series システムを削除し ます。

• --server ： Quest DR Series システムを削除する NetVault Backup サーバーの名

前を指定し ます。

表 19. nvrda

オプシ ョ ン 説明
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オプシ ョ ン

注意
• Data Domain システムを追加する と、 NetVault Backup によ って、 デバイス上に複数のメ タデータ ・ フ ァ

イルが作成されます。 これらのメ タデータ ・ フ ァ イルのセ ッ ト は、 Data Domain システムが追加された

各 NetVault Backup サーバーによ って作成されます。 NetVault Backup では、 stats.stnz フ ァ イルにデー

タ転送統計情報も出力し ます。 このフ ァ イルは nvstatsmngr プロセスによ って使用されるため、 定期的

に更新されるよ う にし てお く 必要があり ます。 ただ し、 あま り頻繁に更新する と、 システムのパフ ォー
マンスが大幅に低下する可能性があり ます。 デフ ォル ト では、 5 秒ご と、 または 10 ブロ ッ クのデータが

転送されるたびに更新されます。 デフ ォル ト の設定を変更する方法については、 『Quest NetVault Backup
ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

表 20. nvddboost

オプシ ョ ン 説明

--add Data Domain システムを追加し ます。 -add オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン と組み合

わせて使用し ます。

• --host ： Data Domain システムの DNS 名または IP ア ド レスを指定し ます。 
NetVault サーバーがホス ト 名を解決できない場合、 デバイスは追加されません。

• --force ： デバイスが同名の別の NetVault Backup サーバーにすでに追加されてい

る場合でも、 Data Domain システムを追加し ます。 
このオプシ ョ ンは、 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行し て NetVault Backup サーバー

を再構築し た場合に役立ちます。

• --user ： バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア目的でデバイスにログオンするために使用

する、 DD Boost ユーザー ・ アカウン ト を指定し ます。 
デバイスをサーバーに追加する前に、 Data Domain システム上にユーザー ・ アカ

ウン ト が作成されている こ と を確認し ます。

• -password ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

• --lsu ： Data Domain システムのコ ンテナの名前を指定し ます。 指定し たコ ンテ

ナが Data Domain システム上に存在し ない場合、 サーバーにデバイスを追加す

る と きに NetVault Backup によ って自動的に作成されます。 1 つの Data Domain
システム上に複数のコ ンテナを構成できます。

NetVault Backup に追加された各 Data Domain システムがコ ンテナにな り ます。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「NVBU」 です。

• --blocksize ： データ転送のブロ ッ ク ・ サイズを入力し ます。 ブロ ッ ク ・ サイズ

はバイ ト 数で指定し ます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「131,072」 です。

• --server ： Data Domain システムを追加する NetVault Backup サーバーの名前を

指定し ます。 このコマン ド をサーバー上で実行する場合、 このオプシ ョ ンは必要
あり ません。

--remove Data Domain システムを削除し ます。 -remove オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン と組み

合わせて使用し ます。

• --device ： NetVault WebUI、 CLI、 およびレポー ト に表示される Data Domain シ

ステムの名前を指定し ます。

• --force ： デバイスにアクセスできないか、 その他のエラーが原因で削除操作がブ

ロ ッ ク される場合でも、 Data Domain システムを削除し ます。
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nvdevice

説明
以下のタ スク を実行し ます。

• ド ラ イブをチ ェ ッ クする

• ド ラ イブを ク リーニングする

• メ デ ィ アをエジ ェ ク ト する

• ド ラ イブをオン ラ イ ンにする

• ド ラ イブをオフ ラ イ ンにする

構文
nvdevice [-status] [-library <Library Name>] -drive <Drive Name>]
nvdevice [-status] [-check] [-clean] [-eject] [-online] [-offline] 
[-library <Library Name>] -drive <Drive Name>
nvdevice -version

オプシ ョ ン

ド ラ イブがス タ ン ド アロン ・ ド ラ イブでない限り、 ド ラ イブで -offline、 -online、 および -check 操作の実行中

に、 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、 -library オプシ ョ ンおよび -drive オプシ ョ ンを使用し ます。

表 21. nvdevice

オプシ ョ ン 説明

-status 指定し た ド ラ イブのステータ スを表示し ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するに
は、- library オプシ ョ ン と -drive オプシ ョ ンを使用し ます。

ラ イブ ラ リ と ド ラ イブを指定し ない場合は、 マシンに接続されたすべてのデバイスのス
テータ スが表示されます。

-check 指定し た ド ラ イブのステータ スをチ ェ ッ ク し ます。 た と えば、 何らかの理由でオフ ラ イ
ンになった ド ラ イブのステータ スをチ ェ ッ クする といった目的に使用できます。 このコ
マン ドが正常に完了する と、 指定し た ド ラ イブがオン ラ イ ン状態に戻り、 NetVault 
Backup で以降のジ ョ ブに使用できるよ う にな り ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定す

るには、- library オプシ ョ ン と -drive オプシ ョ ンを使用し ます。

-clean 指定し た ド ラ イブのク リーニング要求を送信し ます。 ク リーニング用テープの使用残回
数が設定されている場合は、 このコマン ド で使用される こ とによ り、 同回数が 1 だけ減

ら されます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、- library オプシ ョ ン と -drive オプ

シ ョ ンを使用し ます。

-eject 指定し た ド ラ イブから メ デ ィ アをエジ ェ ク ト し ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定する
には、- library オプシ ョ ン と -drive オプシ ョ ンを使用し ます。

-online ド ラ イブをオン ラ イ ンに戻し ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、- library オプ

シ ョ ン と -drive オプシ ョ ンを使用し ます。

-offline ド ラ イブをオフ ラ イ ンにし ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、- library オプ

シ ョ ン と -drive オプシ ョ ンを使用し ます。

-library ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-drive ターゲッ ト ・ ド ラ イブのド ラ イブ名を指定し ます。

-version CLI ツールのバージ ョ ン番号を表示し ます。
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注意
• テープ ・ ラ イブ ラ リ /VTL の場合、 nvdevice -online、 -offline、 および -check パラ メ ータにはラ イブ ラ

リ名が必須と な り ます。

nvdeviceeject

説明
指定し た ド ラ イブから メ デ ィ アをエジ ェ ク ト し ます。

構文
nvdeviceeject -devicename <Device Name> [-servername <Server Name>] 
[-librarydrivenumber <Drive Number>] [-wait]

オプシ ョ ン

注意
• ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定する場合は、 -librarydrivenumber オプシ ョ ンを -devicename オプシ ョ ン

と組み合わせて使用する必要があり ます。

• デバイス名を確認するには、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのログを調べて く だ さい。

nvlibrarymodify

説明
このユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 以下のタ スク を実行できます。

• ド ラ イブのステータ スをオン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ンに変更する

• ラ イブ ラ リ を削除する

• ド ラ イブをマ ッ プまたはマ ッ プ解除する

• すべてのラ イブ ラ リ ・ ド ラ イブを一覧表示する

• ド ラ イブまたは共有ド ラ イブを追加する

表 22. nvdeviceeject

オプシ ョ ン 説明

-devicename ターゲッ ト ・ デバイスまたはラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-servername デバイスが追加される NetVault Backup サーバーの名前を指定し ます。

サーバー上でこのコマン ド を実行する場合、 このオプシ ョ ンは省略できます。

サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-librarydrivenumber ラ イブ ラ リ内のターゲッ ト ・ ド ラ イブのド ラ イブ番号

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。
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構文
nvlibrarymodify [-servername <server_name>] -libraryname <library_name> 
[-online “DRIVE <drive_number>”] [-offline “DRIVE <drive_number>”] 
[-remove “DRIVE <drive_number>” ] 
[-map “DRIVE <drive_number> <lsm>,<panel>,<drive>” [-name “<Drive_Name>”] ] 
[-unmap “DRIVE <drive_number>” ] [-list]
nvlibrarymodify [-servername <server_name>] -libraryname <library_name> 
[-librarymachine <library_machine>] [-drivemachine <drive_machine>] 
-drivepath <drive_path> -add “DRIVE <drive_number>” 
-addshared “DRIVE <drive_number>”

オプシ ョ ン
ド ラ イブ ・ ステータ スの変更、 ド ラ イブのマ ッ プまたはマ ッ プ解除、 ラ イブ ラ リ ・ ド ラ イブの表示、 およびラ イ
ブ ラ リの削除を実行するには、 以下のオプシ ョ ンを使用し ます。 

既存のラ イブ ラ リ構成に ド ラ イブまたは共有ド ラ イブを追加するには、 次のオプシ ョ ンを使用し ます。

表 23. nvlibrarymodify — 1

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname 変更する ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。 ラ イブ ラ リ名は必須です。

-online ド ラ イブをオン ラ イ ンに戻し ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、 「DRIVE 
<drive_number>」 オプシ ョ ンを使用し ます。

-offline ド ラ イブをオフ ラ イ ンにし ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、 「DRIVE 
<drive_number>」 オプシ ョ ンを使用し ます。

-remove ド ラ イブを削除し ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、 「DRIVE 
<drive_number>」 オプシ ョ ンを使用し ます。

-map ド ラ イブを適切な LSM、 パネル、 および ド ラ イブにマ ッ プ し ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イ

ブを指定するには、 「DRIVE <drive_number>」 オプシ ョ ンを使用し ます。-name オプ

シ ョ ンを使用し て、 ド ラ イブ名を指定する こ と もできます。 
例 ：

-name “ACSLS_Drive-1”
-unmap ド ラ イブをマ ッ プ解除し ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、 「DRIVE 

<drive_number>」 オプシ ョ ンを使用し ます。

-list 指定し たラ イブ ラ リのすべてのド ラ イブを表示し ます。

表 24. nvlibrarymodify — 2

オプシ ョ ン 説明

-servername ターゲッ ト ・ サーバーの名前を指定し ます。

-libraryname 変更する ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。 
-librarymachine ラ イブ ラ リが存在する NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト の名前を指定し ま

す。 サーバーに限らず、 任意の NetVault Backup マシンを指定できます。 ACSLS ド ラ

イブが 3 番目のマシンに接続された NetVault Backup ク ラ イアン ト を指定する こ と もで

きます。
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注意
• nvlibrarymodify ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て ド ラ イブを追加する と、 ラ イブラ リ設定が次のよ う に変更さ

れます。

▪ 1 つ以上のジ ョ ブが実行されている場合、 ド ラ イブは既存のラ イブ ラ リ設定の末尾に追加され、

実行中のジ ョ ブが影響を受ける こ とはあり ません。

▪ ジ ョ ブが実行されていない場合、 既存のラ イブ ラ リ設定は削除され、 ラ イブ ラ リが再追加されま
す。

• このユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 ラ イブ ラ リ内の既存のド ラ イブを変更する こ とはできません。 この
ユーテ ィ リ テ ィ で実行できるのは、 既存のラ イブ ラ リ設定に ド ラ イブを追加する こ と だけです。

• オプシ ョ ン "-servername"、 "librarymachine" および "drivemachine" を省略する と、 デフ ォル ト

では、 ターゲッ ト ・ サーバーのデフ ォル ト と し てローカル ・ マシンが使用されます。

例
• Linux ベースの NetVault Backup サーバー 「tstserver」 上の /home/qauser1/ デ ィ レ ク ト リ にある

「NewLibrary」 とい う名前の VTL に ド ラ イブを追加し ます。

nvlibrarymodify -servername tstserver -libraryname "/home/qauser1/NewLibrary” 
-librarymachine tstserver -drivemachine tstserver 
-drivepath "/home/qauser1/NewLibrary/drives/2” -add "DRIVE 2”

• Windows ベースの NetVault Backup サーバー 「winserver」 に接続された SCSI ラ イブ ラ リ 「winserver: 
2-0.4.0 (SONY LIB-304)」 に ド ラ イブを追加し ます。

nvlibrarymodify -servername winserver -libraryname "2-0.4.0 (SONY LIB-304)” 
-librarymachine winserver -drivemachine winserver 
-drivepath "2-0.2.0 (SONY SDX-500C)” -add "DRIVE 2”

• NDMP フ ァ イ ラー接続デバイスに ド ラ イブを追加し ます。 デバイス名は 「Device f880:mc9(OVERLAND 
LXB)」 で、 NetVault Backup サーバー名は tstserver です。

nvlibrarymodify -servername tstserver 
-libraryname "Device f880:mc9(OVERLAND LXB)” -librarymachine tstserver 
-drivemachine tstserver -drivepath "Tape f880:nrst17a(HP Ultrium 3-SCSI)” 
-add "DRIVE 2”

-drivemachine ド ラ イブが存在する NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト の名前を指定し ま

す。 ACSLS 環境では、 ド ラ イブはク ラ イアン ト 上に配置できます。 NetVault Backup
サーバーも ク ラ イアン ト も、 ACSLS ラ イブラ リ を管理する こ とはあり ません。

-drivepath 追加する ド ラ イブの名前またはパスを指定し ます。 ド ラ イブのパスには、 ド ラ イブ ・ タ
イプに応じ て、 VTL デ ィ レ ク ト リ または SCSI ターゲッ ト を指定できます。 
nvscandrives ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 ローカルまたはリ モー ト の NetVault Backup
ク ラ イアン ト 上で使用可能な ド ラ イブの一覧を取得できます。 このコマン ドの出力に
は、 NetVault WebUI に表示される とお りのド ラ イブのパスが含まれます。 詳細は、

「nvscandrives」 を参照し て く だ さい。

-add ド ラ イブを追加し ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、 「DRIVE 
<drive_number>」 オプシ ョ ンを使用し ます。

-addshared 共有ド ラ イブを追加し ます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定するには、 「DRIVE 
<drive_number>」 オプシ ョ ンを使用し ます。

表 24. nvlibrarymodify — 2

オプシ ョ ン 説明
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• Windows ベースの NetVault Backup ク ラ イアン ト 「winclient」 に SCSI ド ラ イブを追加し ます。 ACSLS
ラ イブ ラ リは、 Linux ベースの NetVault Backup サーバー 「tstserver」 に接続されています。

nvlibrarymodify -servername tstserver 
-libraryname "ACS0(StorageTek ACSLS/LibStation)” 
-librarymachine tstserver -drivemachine winclient 
-drivepath "2-0.2.0 (SONY SDX-500C)” -add "DRIVE 2”

• Windows ベースの NetVault Backup ク ラ イアン ト 「winclient」 に SCSI ド ラ イブを追加し ます。 ACSLS
ラ イブ ラ リは、 Windows ベースの NetVault Backup ク ラ イアン ト 「client2」 に接続されており、 NetVault 
Backup サーバー 「tstserver」 によ って管理されています。

nvlibrarymodify -servername tstserver 
-libraryname "ACS0(StorageTek ACSLS/LibStation)” 
-librarymachine client2 -drivemachine winclient 
-drivepath "2-0.2.0 (SONY SDX-500C)” -add "DRIVE 2”

nvopendoor

説明
指定し たラ イブ ラ リのド アを開きます。

構文
nvopendoor [-servername <server name>] -libraryname <library name>

オプシ ョ ン

nvopeneeport

説明
入口 / 出口 （EEPort） ポー ト を開きます。

構文
nvopeneeport [-servername <server name>] -libraryname <library name>

表 25. nvopendoor

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。
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オプシ ョ ン

nvremovefiler

説明
指定し たフ ァ イ ラーのフ ァ イ ラー接続ド ラ イブを削除し ます。

構文
nvremovefiler [-servername <server name >] -filername <filer name> [-wait]

オプシ ョ ン

注意
• このコマン ドは、 アイ ドル状態またはオフ ラ イ ン状態のド ラ イブのみ削除し ます。 ド ラ イブを削除する

と、 「Device removed DRIVE <#>:<Drive Name>」 とい う メ ッ セージが画面および WebUI の ［ログ参照］

ページに表示されます。

• フ ァ イ ラー接続ド ラ イブの削除は 1 回のみ試行されます。 ターゲッ ト ・ ド ラ イブがビジーの場合は、

「Failed to delete busy device DRIVE <#>:< ド ラ イブ名 >」 とい う メ ッ セージが画面に表示され、 次のド

ラ イブから処理が続行されます。

• ラ イブ ラ リ内のすべてのド ラ イブが削除される と、 ラ イブ ラ リ ・ アームを表す ノ ー ド も削除されます。

表 26. nvopeneeport

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

表 27. nvremovefiler

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-filername ターゲッ ト ・ フ ァ イ ラーの名前を指定し ます。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。
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nvresetdrivestats

説明
ド ラ イブの統計情報を リ セ ッ ト し ます。

構文
nvresetdrivestats -servername <server name> [-libraryname <library name>] 
[-drivename <drivename>] [-drivenumber <drivenumber>] -action <action>

オプシ ョ ン

注意
• ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定する場合は、 -drivename または -drivenumber オプシ ョ ンを- libraryname

オプシ ョ ン と組み合わせて使用する必要があり ます。

例
• NetVault Backup サーバーにローカルに接続されているス タ ン ド アロン ・ ド ラ イブ 「TstDrive1」 の統計情

報を リ セ ッ ト し ます。

nvresetdrivestats -drivename TstDrive1 -action drive
• NetVault Backup ク ラ イアン ト 「NVCLIENT1」 にローカルに接続されている ラ イブ ラ リ 「NVLibrary」 の

ド ラ イブ 「Drive 1」 のク リーニング統計情報を リ セ ッ ト し ます。

nvresetdrivestats -servername NVCLIENT1 -libraryname NVLibrary 
-drivename “Drive 1” -action clean

• リ モー ト の NetVault Backup サーバー 「NVSERVER2」 に接続されている ラ イブ ラ リ 「NVLib2」 のド ラ

イブ 「Drive 2」 のすべての統計情報を リ セ ッ ト し ます。

nvresetdrivestats -servername NVSERVER2 -libraryname NVLib2 -drivenumber 2 
-action all

表 28. nvresetdrivestats

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-drivename ターゲッ ト ・ ド ラ イブの名前を指定し ます。

-drivenumber ターゲッ ト ・ ド ラ イブのド ラ イブ番号を指定し ます。

-action 実行するアクシ ョ ンを指定し ます。 次のいずれかを指定できます。

• drive ： ド ラ イブの統計情報のみリ セ ッ ト し ます。

• clean ： ド ラ イブのク リーニング統計情報のみリ セ ッ ト し ます。

• all ： 指定し た ド ラ イブのすべての統計情報を リ セ ッ ト し ます。
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nvscandrives

説明
ローカルまたはリ モー ト の NetVault Backup サーバー / ク ラ イアン ト で使用可能な ド ラ イブを表示し ます。 共有

デバイス と し て追加されている ド ラ イブは出力に含まれません。

このコマン ドの出力には、 WebUI に表示される とお りのド ラ イブのパスが含まれます。 この出力は、

nvlibrarymodify ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て既存のラ イブ ラ リ構成に ド ラ イブを追加する と きに使用できます。

このユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 「nvlibrarymodify」 を参照し て く だ さい。

構文
nvscandrives [-servername <server name>] [-clientname <client name>] 
[-filername <filer name>]

オプシ ョ ン

nvsetcleaninglives

説明
指定し たラ イブ ラ リ内のク リーニング用テープの使用残回数を設定し ます。

nvsetcleaninglives コマン ド を実行する前に、 使用するスロ ッ ト がク リーニング ・ スロ ッ ト と し て設定されてい

る こ と、 およびク リーニング用テープがスロ ッ ト に設置されている こ と を確認し ます。 ク リーニング ・ スロ ッ ト
の設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

構文
nvsetcleaninglives [-servername <server name>] -libraryname <library name> 
[-slotnumber <slot number>] [-lives <lives>]

表 29. nvscandrives

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-clientname このオプシ ョ ンは、 NetVault Backup ク ラ イアン ト に接続されている ド ラ イブを表示す

る と きに使用し ます。 ク ラ イアン ト 名を指定し ないと、 サーバー上の使用可能な ド ラ イ
ブが表示されます。

-filername このオプシ ョ ンは、 NDMP フ ァ イ ラーに接続されている ド ラ イブを表示する と きに使用

し ます。
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オプシ ョ ン

例
• NVSERVER にローカル接続されている ラ イブ ラ リ 「ADIC_Library_6」 のスロ ッ ト 6 に装着されている ク

リーニング用メ デ ィ アの使用残回数を 7 に設定し ます。

nvsetcleaninglives -server NVSERVER -libraryname ADIC_Library_6 -slotnumber 6 
-lives 7

nvsetdrivecleaning

説明
指定し たラ イブ ラ リのク リーニング ・ サイ クルを設定し ます。

構文
nvsetdrivecleaning -libraryname <library name> -librarydrivenumber <drive number> 
-days <number of days> -dataxfersize <data transfer size> -hours <number of hours> 
-rwerrors <number of read/write errors> [-displayonly [-selectionstate]]

オプシ ョ ン

表 30. nvsetcleaninglives

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-slotnumber ラ イブ ラ リ内のク リーニング用スロ ッ ト 番号を指定し ます。

-lives ク リーニング用テープの使用残回数を設定し ます。

表 31. nvsetdrivecleaning

オプシ ョ ン 説明

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-librarydrivenumber ク リーニング ・ サイ クルを設定する必要がある ド ラ イブのド ラ イブ番号を指定し ます。

-days 1 回のク リーニング ・ サイ クル間のド ラ イブの最大使用可能日数を指定し ます。

-dataxfersize 1 回のク リーニング ・ サイ クル間に転送可能な最大データ量を指定し ます。

-hours 1 回のク リーニング ・ サイ クル間のド ラ イブの最大使用可能時間を指定し ます。

-rwerrors 1 回のク リーニング ・ サイ クル間に発生する こ とが許される読み取り / 書き込みエラー

の最大数を指定し ます。
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注意
• オプシ ョ ンを無効にするには 「-1」 を指定し ます。

例
• ラ イブ ラ リ “SONY LIB-162” のド ラ イブ 1 を、 データ転送量 200GB、 ド ラ イブの使用時間 100 時間、 ま

たは読み取り / 書き込みエラーの発生回数 100,000 回以上の間隔でク リーニングするよ う設定し ます。

nvsetdrivecleaning -libraryname “SONY LIB-162” -librarydrivenumber 1 -days -1 
-dataxfersize 200 -hours 100 -rwerrors 100000

nvsmartdisk

説明
以下の機能を実行し ます。

• NetVault Backup サーバーに Quest NetVault SmartDisk を追加し ます。

• Quest NetVault SmartDisk を削除し ます。

• NetVault Backup サーバーに追加されている Quest NetVault SmartDisk イ ンス タ ンスのマシン名を一覧表

示し ます。

-displayonly 指定し た ド ラ イブの現在の設定を表示し ます。

-selectionstate オプシ ョ ンを指定し ないと、 -displayonly オプシ ョ ンを指定し ても、 設

定の現在の使用状況は表示されません。

例 ：

nvsetdrivecleaning -libraryname “LIB1” -librarydrivenumber 2 
-displayonly
出力 ：

Days = 22
Data Transferred (Gb) = 22
Hours of Use = 40
Soft Read/Write Errors (x100) = 1

-selectionstate オプシ ョ ンの選択状態 （つま り、 オプシ ョ ンが WebUI で選択されているかど うかに応

じ て、 TRUE または FALSE） を表示し ます。 このオプシ ョ ンは、 -displayonly オプ

シ ョ ン と と もに使用する必要があ り ます。

例 ：

nvsetdrivecleaning -libraryname “LIB1” -librarydrivenumber 2 
-displayonly -selectionstate
出力 ：

TRUE Days = 22
FALSE Data Transferred (Gb) = 22
TRUE Hours of Use = 40
FALSE Soft Read/Write Errors (x100) = 1

表 31. nvsetdrivecleaning

オプシ ョ ン 説明
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構文
nvsmartdisk --add --host <Host name or IP Address> [--force] [--port <Port Number>] 
[--server <Server Name>]
nvsmartdisk --remove --device <name> [--force] [--server <name>]
nvsmartdisk --list

オプシ ョ ン

表 32. nvsmartdisk

オプシ ョ ン 説明

--add Quest NetVault SmartDisk を追加し ます。 -add オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン と組み

合わせて使用し ます。

• --host ： Quest NetVault SmartDisk がイ ンス ト ールされているホス ト の DNS 名

または IP ア ド レスを指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 デバイスが NetVault 
Backup サーバーに配備されている場合でも設定する必要があ り ます。 NetVault
サーバーがホス ト 名を解決できない場合、 デバイスは追加されません。

• --force ： デバイスが同名の別の Quest NetVault Backup サーバーにすでに追加さ

れている場合でも、 NetVault SmartDisk を追加し ます。 このオプシ ョ ンは、 デ ィ

ザス タ ・ リ カバリ を実行し て NetVault Backup サーバーを再構築し た場合に役立

ちます。

• --port ： Quest NetVault SmartDisk イ ンス タ ンス との通信用ポー ト を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 デバイスがデフ ォル ト 以外のポー ト を使用するよ う設定され
ている場合のみ指定し ます。

• --server ： デバイスを追加する NetVault Backup サーバーの名前を指定し ます。

このコマン ド をサーバー上で実行する場合、 このオプシ ョ ンは必要あ り ません。

--remove Quest NetVault SmartDisk を削除し ます。 -remove オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン と

組み合わせて使用し ます。

• --device ： NetVault WebUI、 CLI、 およびレポー ト に表示される Quest NetVault 
SmartDisk の名前を指定し ます。

• --force ： デバイスにアクセスできないか、 その他のエラーが原因で削除操作がブ

ロ ッ ク される場合でも、 Quest NetVault SmartDisk を削除し ます。

--list NetVault Backup サーバーに追加されているすべての Quest NetVault SmartDisk イ ンス

タ ンスのマシン名を一覧表示し ます。
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nvsvtlgrow

説明
以下の機能を実行し ます。

• 現在のシステム上の特定の SVTL またはすべての SVTL のステータ ス と使用状況の詳細を表示し ます。

• 指定し たサイズのメ デ ィ ア ・ アイテムを指定し た数だけ使用し て、 SVTL の拡張をテス ト し ます （ダ ミ ー

拡張）。

• 指定し たサイズのメ デ ィ ア ・ アイテムを指定し た数だけ使用し て、 SVTL を実際に拡張し ます。

このユーテ ィ リ テ ィ は <NetVault Backup home>\bin デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

構文
nvsvtlgrow display [-device <SVTL Device>]
nvsvtlgrow test -device <SVTL Device> -size <Media Size> -count <Media Count>
nvsvtlgrow grow -device <SVTL Device> -size <Media Size> -count <Media Count>

オプシ ョ ン

表 33. nvsvtlgrow

オプシ ョ ン 説明

display マシン上のすべての SVTL を表示し ます。 
マシン上の単一の SVTL のステータ スを表示するには、 以下のコ マン ド を使用し ます。

nvsvtlgrow display -device <svtl-device>
test テス ト 拡張を実行し ます。 test オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン と組み合わせて使用し

ます。

• -device ： ターゲッ ト SVTL の名前を指定し ます。

• -size ： メ デ ィ アのサイズを指定し ます （例 ： 800MB の場合は 800m、 40GB の

場合は 40g、 2TB の場合は 2t）。

• -count ： 追加する メ デ ィ ア ・ アイテム数を指定し ます。

これらの値が空き領域と比較され、 これらのメ デ ィ ア ・ アイテムが作成可能かど うかを
示すレポー ト が作成されます。 SVTL が実際に変更される こ とはあ り ません。

grow SVTL 容量を拡張し ます。 grow オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン と組み合わせて使用

し ます。

• -device ： ターゲッ ト SVTL の名前を指定し ます。

• -size ： メ デ ィ アのサイズを指定し ます （例 ： 800MB の場合は 800m、 40GB の

場合は 40g、 2TB の場合は 2t）。

• -count ： 追加する メ デ ィ ア ・ アイテム数を指定し ます。

nvsvtlgrow ユーテ ィ リ テ ィ は、 オプシ ョ ンをチ ェ ッ ク し、 ユーザーからの確認応答が

あり次第、 新しい メ デ ィ ア ・ アイテムを追加し て、 SVTL サイズを拡張し ます。 追加さ

れた メ デ ィ アを使用するには、 SVTL を再追加するか、 NetVault Backup サービスを再

起動し ます。
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メ デ ィ ア固有ユーテ ィ リ テ ィ

重要

• CLI コマン ド で メ デ ィ アを識別するには、 バーコー ド、 メ デ ィ ア ・ ラベル、 ラ イブラ リ内でのスロ ッ ト 位

置を使用できます。

• メ デ ィ ア ・ ラベルにスペースが含まれている場合は、 二重引用符 （""） で囲みます。 

• オペレーテ ィ ング ・ システムによ っては、 メ デ ィ アのラベルに含まれる特殊文字がサポー ト されていな
いこ とがあり ます。

: ! @ # $ % ^ & * ( ) > < \ [ ] { } “ ”
このため、 これらの文字を ラベルに含む メ デ ィ アを呼び出すために CLI コマン ド を発行する と、 エラー ・

メ ッ セージが表示され、 コマン ドが失敗する こ とがあ り ます。 上記の特殊文字を含む メ デ ィ ア ・ ラベル
は、 WebUI で しか管理できません。

nvblankmedia

説明
メ デ ィ アをブ ラ ン クにし ます。

構文
nvblankmedia [-servername <Server Name>] [-libraryname <Library Name>] 
-barcode <Barcode> | -medialabel <Media Label> | 
-slotspec <Library Name::Slot Number> [-drivename <Standalone Drive Name>] [-wait]

オプシ ョ ン

• nvblankmedia • nvlistblankmedia • nvremovemedia

• nvsetmedia • nvlistmedia • nvreusemedia

• nvbulkblankmedia • nvloadmedia • nvscanmedia

• nvexportmedia • nvmakemedia • nvsyncronizesilomedia

• nvlabelmedia • nvmediadetails • nvupdateserialnumber

表 34. nvblankmedia

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムを含むラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-barcode ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド を指定し ます。
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注意
• ブ ラ ン ク処理によ り、 テープから NetVault Backup ヘ ッ ダが削除され、 メ デ ィ ア ・ ラベルとグループ関連

付けも削除されます。 ブ ラ ン ク処理されたテープは、 NetVault Backup が以降のバッ クア ッ プを格納する

ために使用できるよ う にな り ます。

• ブ ラ ン ク処理を実行する と、 そのテープ上に存在するバッ クア ッ プ ・ データは削除または消去されます。
テープに格納されているデータ を意図的に破棄する必要がある場合は、 NetVault Backup でそのテープを

ブ ラ ン ク処理し てから、 専用のツールを使用し てデータ を確実に削除し ます。

• ブ ラ ン ク処理を実行する と、 選択し たテープ上に保管されているバッ クア ッ プのイ ンデ ッ クスが
NetVault データベースから削除されます。

• 指定し たラ イブ ラ リ と メ デ ィ アのペアが間違っている と、 次のエラー ・ メ ッ セージが表示されます。

Blank request failed! - 'Unable to identify media'

例
• ク ラ イアン ト 「NVCLIENT1」 にローカルに接続されている ラ イブ ラ リ 「NV_Library_Large」 のスロ ッ ト

21 にある メ デ ィ アをブ ラ ン クにし ます。 

nvblankmedia -servername NVCLIENT1 -slotspec 21::“NV_Library_Large”
• ク ラ イアン ト 「NVCLIENT2」 に接続されている ラ イブ ラ リ 「Lib-2」 の 「DB-Backup」 とい う ラベルの付

いた メ デ ィ アをブ ラ ン クにし ます。

nvblankmedia -libraryname "NVCLIENT2: Lib-2" -medialabel "DB-Backup"

nvsetmedia

説明
メ デ ィ アを選択または選択解除し て、 読み取り専用、 再使用可能、 読み取り / 書き込みの操作を指定し ます。

-medialabel ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 メ デ ィ ア ・ ラベルで検索する場合のみ使用し ます。 メ デ ィ ア ・ ラベ
ルにスペースが含まれている場合は、 二重引用符 （""） で囲みます。

例 ： “Full DB Backups”
メ デ ィ ア ・ ラベルが、 すべての使用可能なデバイス内のメ デ ィ ア中で一意でない場合
は、 このオプシ ョ ンを、- libraryname または -drivename オプシ ョ ン と組み合わせて使

用し ます。

-slotspec  ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムが存在する ラ イブラ リの名前と スロ ッ ト 番号を指定し

ます。 この 2 つの値は、 二重コ ロン区切り文字 （::） を使用し て区切る必要があり ます。

このオプシ ョ ンは、 ラ イブ ラ リ ・ スロ ッ ト で検索する場合のみ使用し ます。

-drivename ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムを含む ド ラ イブの名前を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 ド ラ イブにすでにターゲッ ト ・ メ デ ィ アがロー ド されている場合は
無視されます。 間違った ド ラ イブを指定し ても、 当該メ デ ィ ア ・ アイテムはブ ラ ン クに
な り ます。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。

メ モ ： Nvsetmedia コ マン ドが受け取るのは、 1 度に 1 つの操作のみです。

表 34. nvblankmedia

オプシ ョ ン 説明
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構文
nvsetmedia [-readonly | -readwrite | -usable | -unusable] 
[-servername servername][-libraryname libraryname]
[-drivename drivename]
-barcode | -medialabel | -slotspec

オプシ ョ ン

注意
Nvsetmedia では、 読み取り専用、 使用不能、 使用可能、 読み取り / 書き込みなど各種の操作を実行できます。

• -readonly の操作は、 メ デ ィ ア ・ アイテムに読み取り専用モー ドのマーク を付けるため、 書き込み操作で

は許可されません。 ただ し、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの復元は可能です。

• -unusable の操作は、 メ デ ィ アが破損し ているか使用に適し ていない場合、 メ デ ィ アに使用不可のマーク

を付けます。 表示する こ とはできますが、 操作は行えません （読み取り または書き込み）。 

• -usable の操作は、 メ デ ィ ア ・ アイテムに使用可能のマーク を付けます。 メ デ ィ アの以前の状態は変わり ま

せん （readonly または readwrite）。

• -readwrite の操作は、 メ デ ィ ア ・ アイテムに読み取り / 書き込みのマーク を付けます。 いずれの操作も実

行できます。

表 35.  nvsetmedia 

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要
にな り ます。 ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 この
オプシ ョ ンを省略できます。 サーバー名は、 大文字と小文字を区別し ま
す。

-libraryname ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムを含むラ イブラ リの名前を指定し ます。

-drivename ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムを含む ド ラ イブの名前を指定し ます。

-barcode ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド を指定し ます。

-medialabel ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 メ デ ィ ア ・ ラベルで検索する場合のみ使用し ます。
メ デ ィ ア ・ ラベルにスペースが含まれている場合は、 二重引用符 （""） で

囲みます。

例 ： “Full DB Backups”
メ デ ィ ア ・ ラベルが、 すべての使用可能なデバイス内のメ デ ィ アで一意
でない場合は、 このオプシ ョ ンに- libraryname または -drivename を付

けて使用し ます。

-slotspec ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムが存在する ラ イブラ リの名前と スロ ッ
ト 番号を指定し ます。

この 2 つの値は、 二重コ ロン区切り文字 （::） を使用し て区切る必要があ

り ます。 このオプシ ョ ンは、 ラ イブ ラ リ ・ スロ ッ ト で検索する場合のみ
使用し ます。
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

コ マン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使用
43



例
「VM-WIN2012-R2」 サーバーにローカルに接続されている 「Windows_Library」 ラ イブ ラ リのメ デ ィ アに

readonly のマーク と CHK2Y005 のバーコー ド を付けます。

./nvsetmedia –servername “VM-WIN2012-R2” -readonly -barcode "CHK2Y005"
NetVault Backup サーバーにローカルに接続されている 「TapeLibrary」 ラ イブラ リのメ デ ィ アに readwrite の

マーク と 「Media5」 のラベルを付けます。

./nvsetmedia -readwrite -medialabel "Media5" 
NetVault Backup サーバーにローカルに接続されている 「VTL」 ラ イブ ラ リのスロ ッ ト 5 のメ デ ィ アに usable
のマーク を付けます。

nvsetmedia.exe  –usable  -slotspec “VTL::5”

nvbulkblankmedia

説明
指定し たラ イブ ラ リの 1 つ以上のメ デ ィ ア ・ アイテムをブラ ン クにし ます。

構文
nvbulkblankmedia -libraryname <Library Name> -medialabel <Media Label> 
[-allmedia] -password <Password> [-wait]

オプシ ョ ン

表 36. nvbulkblankmedia

オプシ ョ ン 説明

-libraryname ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムを含むラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-barcode ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド を指定し ます。

-medialabel ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを指定し ます。 
このオプシ ョ ンでは、 任意の長さの文字列を表すワイルド ・ カー ド文字 "*" を使用でき

ます。 メ デ ィ ア ・ ラベルに "*" 文字が含まれている場合は、 バッ クスラ ッ シュ文字 （\）
を使用し て "*" をエスケープ し ます。 た と えば、 「media*star」 とい う ラベルの付いた メ

デ ィ ア ・ アイテムを空にするには、-medialabel オプシ ョ ンを次のよ う に指定し ます。

-medialabel “media\*star
-allmedia 指定し たラ イブ ラ リのすべてのメ デ ィ ア ・ アイテムをブ ラ ン クにし ます。

-password NetVault Backup サーバーのパスワー ド を指定し ます。

NetVault Backup サーバーにパスワー ド が設定されていない場合は、 システムの root ま

たは管理者パスワー ド を指定し ます。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。
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注意
• ブ ラ ン ク処理によ り、 テープから NetVault Backup ヘ ッ ダが削除され、 メ デ ィ ア ・ ラベルとグループ関連

付けも削除されます。 ブ ラ ン ク処理されたテープは、 NetVault Backup が以降のバッ クア ッ プを格納する

ために使用できるよ う にな り ます。

• ブ ラ ン ク処理を実行する と、 そのテープ上に存在するバッ クア ッ プ ・ データは削除または消去されます。
テープに格納されているデータ を意図的に破棄する必要がある場合は、 NetVault Backup でそのテープを

ブ ラ ン ク処理し てから、 専用のツールを使用し てデータ を確実に削除し ます。

• ブ ラ ン ク処理を実行する と、 選択し たテープ上に保管されているバッ クア ッ プのイ ンデ ッ クスが
NetVault データベースから削除されます。

• このコマン ドは、 セキュ リ テ ィ が無効になっているサーバー上でも使用できます。

• ラ イブ ラ リ名と メ デ ィ ア ・ ラベルは、 大文字と小文字が区別されます。

例
• ラ イブ ラ リ 「ADICLib_1」 にあるすべてのメ デ ィ アをブ ラ ン クにし て、 「Full Backup Group 7」 とい う ラ

ベルを使用し ます。

nvbulkblankmedia -libraryname ADICLib_1 -medialabel “Full Backup Group 7” 
-password ServerPwd

• ラ イブ ラ リ 「ADICLib_1」 にあるすべてのメ デ ィ アをブ ラ ン クにし て、 「C2-Backups」 で始まる ラベルを

使用し ます。

nvbulkblankmedia -libraryname ADICLib_1 -medialabel “C2-Backups*” 
-password ServerPwd

nvexportmedia

説明
テープ ・ ラ イブ ラ リから 1 つのメ デ ィ アをその入口 / 出口ポー ト （EEPort） にエクスポー ト し ます。

構文
nvexportmedia -servername <Server Name> -barcode <Barcode> | 
-medialabel <Media Label> | -slotspec <Library Name::Slot Number> [-wait]

オプシ ョ ン

表 37. nvexportmedia

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-barcode ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド を指定し ます。
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nvlabelmedia

説明
このユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 新しい メ デ ィ ア ・ アイテムにラベルを付けた り、 既存のメ デ ィ ア ・ アイテムの
ラベルを付け直し し ます。

構文
nvlabelmedia [-servername <Server Name>] -barcode <Barcode> | 
-medialabel <Media Label> | -slotspec <Library Name::Slot Number> 
-newlabelname <New Media Label> [-newgroupname <New Media Group Name>] 
[-newoffsitelocation <New Offsite Location Name>] [-wait]

オプシ ョ ン

-medialabel ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 メ デ ィ ア ・ ラベルで検索する場合のみ使用し ます。 メ デ ィ ア ・ ラベ
ルにスペースが含まれている場合は、 二重引用符 （""） で囲みます。 
例 ： “Full DB Backups”

-slotspec  ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムが存在する ラ イブラ リの名前と スロ ッ ト 番号を指定し

ます。 この 2 つの値は、 二重コ ロン区切り文字 （::） を使用し て区切る必要があり ます。

このオプシ ョ ンは、 ラ イブ ラ リ ・ スロ ッ ト で検索する場合のみ使用し ます。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。

表 38. nvlabelmedia

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-barcode ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド を指定し ます。

-medialabel ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 メ デ ィ ア ・ ラベルで検索する場合のみ使用し ます。 メ デ ィ ア ・ ラベ
ルにスペースが含まれている場合は、 二重引用符 （""） で囲みます。

例 ： “Full DB Backups” 
-slotspec  ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムが存在する ラ イブラ リの名前と スロ ッ ト 番号を指定し

ます。 この 2 つの値は、 二重コ ロン区切り文字 （::） を使用し て区切る必要があり ます。

このオプシ ョ ンは、 ラ イブ ラ リ ・ スロ ッ ト で検索する場合のみ使用し ます。

-newlabelname 選択し た メ デ ィ アの新しいラベルを指定し ます。 新しい メ デ ィ ア ・ ラベルにスペースが
含まれている場合は、 スペースの代わり にアンダースコア （_） を使用し ます。

例 ： “new_label_1”

表 37. nvexportmedia

オプシ ョ ン 説明
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注意
• 既存のバッ クア ッ プを含むメ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを付け替えるには、 まず、 nvblankmedia コマン

ド を使用し てそのラベルをブ ラ ン クにするか、 nvreusemedia コマン ド を使用し てそのラベルを再利用

可能と し てマーク し ます。

• メ デ ィ アのオフサイ ト の場所は、 ラベルをブ ラ ン クにし た り、 再利用可能と し てマーク し た りする こ と
な く 変更できます。 このプロパテ ィ は、 -newoffsitelocation オプシ ョ ンを使用し て設定または変更し ま

す。

nvlistblankmedia

説明
指定し たラ イブ ラ リ でブ ラ ン クのメ デ ィ ア ・ アイテムを含むスロ ッ ト を表示し ます。 

構文
nvlistblankmedia -servername <Server Name> -libraryname <Library Name>

オプシ ョ ン

nvlistmedia

説明
以下のタグを使用し てマーク されている メ デ ィ ア ・ アイテムを一覧表示し ます。

• Reuse

-newgroupname 選択し た メ デ ィ アの新しい メ デ ィ ア ・ グループを指定し ます。 新しい メ デ ィ ア ・ グルー
プのラベルにスペースが含まれている場合は、 スペースの代わり にアンダースコア （_）

を使用し ます。

例 ： “new_group_1”
-newoffsitelocation 選択し た メ デ ィ アの新しいオフサイ ト の場所を指定し ます。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。

表 39. nvlistblankmedia

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

表 38. nvlabelmedia

オプシ ョ ン 説明
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• 読み取り専用

• 使用不可

• 不良

• 要イ ンポー ト

• 要リ カバリ

• 任意のメ デ ィ ア ・ グループ ・ タグ

構文
nvlistmedia [-servername <Server Name>] -libraryname <Library Name> 
-readonly | -reusable | -unusable | -needsimport | -needsrecovery | -bad -group

オプシ ョ ン

nvloadmedia

説明
このコマン ド を使用し て、 メ デ ィ ア ・ ヘ ッ ダを読み取る ド ラ イブへ特定のメ デ ィ ア ・ アイテムをロー ド し た り、
CLI やスク リ プ ト 内から メ デ ィ ア ・ アイテムの使用を継続し ます。 nvdeviceeject コマン ド を使用する と、 メ

デ ィ ア ・ アイテムをホーム ・ スロ ッ ト に返すこ とができます。

構文
nvloadmedia [-servername <Server Name>] -barcode <Barcode> | 
-medialabel <Media Label> | -slotspec <Library Name::Slot Number> [-wait]

表 40. nvlistmedia

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-readonly 読み取り専用のメ デ ィ ア ・ アイテムを一覧表示し ます。

-reusable 再利用可能と し てマーク されている メ デ ィ ア ・ アイテムを一覧表示し ます。

-unusable 「unusable」 タグが指定されている メ デ ィ ア ・ アイテムを一覧表示し ます。

-bad 「bad」 タグが指定されている メ デ ィ ア ・ アイテムを一覧表示し ます。

-needsimport イ ンポー ト する必要のある メ デ ィ ア ・ アイテムを一覧表示し ます。

-needsrecovery リ カバリする必要のある メ デ ィ ア ・ アイテムを一覧表示し ます。

 -group メ デ ィ ア ・ グループに属す メ デ ィ ア ・ アイテムを一覧表示し ます。
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オプシ ョ ン

nvmakemedia

説明
追加のメ デ ィ ア ・ フ ァ イルを作成し て、 仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （VTL） の容量を増やし ます。

VTL には、 以下のデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イルが含まれます。

表 41. nvloadmedia

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-barcode ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド を指定し ます。

-medialabel ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 メ デ ィ ア ・ ラベルで検索する場合のみ使用し ます。 メ デ ィ ア ・ ラベ
ルにスペースが含まれている場合は、 二重引用符 （""） で囲みます。 
例 ： “Full DB Backups”

-slotspec  ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムが存在する ラ イブラ リの名前と スロ ッ ト 番号を指定し

ます。 この 2 つの値は、 二重コ ロン区切り文字 （::） を使用し て区切る必要があり ます。

このオプシ ョ ンは、 ラ イブ ラ リ ・ スロ ッ ト で検索する場合のみ使用し ます。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。

表 42. VTL デ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イル

Windows Linux および UNIX 説明

...\<vt> .../<vtl> VTL ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ。

...\<vtl>\drives .../<vtl>/drives 仮想ド ラ イブが格納されている VTL ルー ト ・ デ ィ

レ ク ト リの下にあるデ ィ レ ク ト リ。 NetVault 
Backup では、 このデ ィ レ ク ト リ内に各仮想ド ラ

イブ用のサブ ・ デ ィ レ ク ト リが作成されます。

...\<vtl>\media .../<vtl>/media 仮想メ デ ィ ア ・ アイテムが格納されている VTL
ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リの下にあるデ ィ レ ク ト リ。

...\<vtl>\slots .../<vtl>/slots 仮想スロ ッ ト が格納されている VTL ルー ト ・ デ ィ

レ ク ト リの下にあるデ ィ レ ク ト リ。 NetVault 
Backup では、 このデ ィ レ ク ト リ内に各仮想ス

ロ ッ ト 用のサブ ・ デ ィ レ ク ト リが作成されます。

...\<vtl>\.serial .../<vtl>/.serial VTL ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ内にある フ ァ イル。 こ

のフ ァ イルには、 メ デ ィ ア ・ バーコー ド と ド ラ イ
ブ番号のリ ス ト が含まれます。 
た と えば、 「4O4HR-2」 （こ こで、 「4O4HR」 は

バーコー ド で、 「2」 は仮想ド ラ イブ番号）、

「404HR-2」 （こ こで、 「404HR」 はバーコー ド で、

「2」 は仮想ド ラ イブ 2） です。
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メ デ ィ ア ・ アイテムを追加するには、 以下の手順に従います。

1 VTL が配置されているマシンで NetVault Backup サービスを停止し ます。

2 slots デ ィ レ ク ト リ で、 既存の最大番号の仮想スロ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ よ り番号が 1 大きいサブ ・ デ ィ レ

ク ト リ を作成し ます。

3 仮想スロ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リの 1 つから、 上記の手順で作成された仮想スロ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ に、

.media フ ァ イルを コ ピーし ます。

4 新規に作成し た仮想スロ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ にある .media フ ァ イルを、 “1Y2NY00*” から “1Y2NY00X”
（X は新しい仮想メ デ ィ ア番号を表す） に変更し ます。

5 メ デ ィ ア ・ フ ァ イルを作成するには、 nvmakemedia コマン ド を使用し ます。

6 NetVault Backup サービスを再起動し ます。

構文
nvmakemedia <file-size> poplib <library>
nvmakemedia <file-size> mediafiles <filename>

...\<vtl>\drives\<x>\.serial .../<vtl>/drives/<x>/.serial 各ド ラ イブのサブ ・ デ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イ
ル。 このフ ァ イルには、 個々のメ デ ィ ア ・ バー
コー ド および ド ラ イブ番号が含まれます。

...\<vtl>\slots\<x>\.serial .../<vtl>/slots/<x>/.serial 各スロ ッ ト のサブ ・ デ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イ
ル。 このフ ァ イルには、 個々のメ デ ィ ア ・ アイテ
ムのバーコー ド が含まれます 
（「..\..\4O4HR001」 など。 こ こで、 「404HR」 は

バーコー ド で、 「001」 は仮想メ デ ィ ア ・ アイテム

です）。

...\<vtl>\media\<mediafile> .../<vtl>/media/<mediafile> 実際の仮想メ デ ィ ア （...\vtl1\media\4O4HR001 な

ど）。

表 42. VTL デ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イル

Windows Linux および UNIX 説明
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オプシ ョ ン

注意
• Windows ベースのシステムでこのユーテ ィ リ テ ィ を使用するには、 管理者権限でログイ ンする必要があ

り ます。 

このユーテ ィ リ テ ィ は、 どのド メ イ ンにも追加されていないシステム、 またはプ ラ イマ リ ・ ド メ イ ンま
たはプ ラ イマ リ ・ ド メ イ ン との信頼関係のある ド メ イ ンに追加されているシステムでのみ使用できます。

nvmediadetails

説明
メ デ ィ ア ・ アイテムおよび メ デ ィ ア ・ グループに関する詳細を表示し ます。

構文
nvmediadetails [-label <Media Label>] [-group <Group Label>] [-all] 
[-listlabels] [-listgroups] [-version]

表 43. nvmakemedia

オプシ ョ ン 説明

<file-size> poplib 
<library>

このコマン ド形式では、 指定し た <library> 内のすべてのメ デ ィ ア参照フ ァ イルを確認

し、 該当する メ デ ィ ア ・ データ ・ フ ァ イルが存在し ない場合は、 そのフ ァ イルを作成す
るかど うかを確認し ます。 メ デ ィ ア ・ フ ァ イルの作成を確定する場合は、 「Y」 または

「y」 を入力し ます。

• <file-size> ： フ ァ イル ・ サイズの整数値に続けて、 キロバイ ト の場合は 「k」、 メ

ガバイ ト の場合は 「m」、 ギガバイ ト の場合は 「g」、 テ ラバイ ト の場合は 「t」 を

指定できます。 （102400k、 50m、 4g、 2t など）。 使用可能な最小フ ァ イル ・ サイ

ズは 50m です。

• <library> ： ターゲッ ト VTL 名へのフル ・ パス。

例 ：

nvmakemedia 50M poplib c:\tst-vtl
<file-size> mediafiles 
<filename>

このコマン ド形式では、 指定し たサイズのメ デ ィ ア ・ フ ァ イルが作成されます。

• <file-size> ： フ ァ イル ・ サイズの整数値に続けて、 KB の場合は 「k」、 MB の場

合は 「m」、 GB の場合は 「g」、 TB の場合は 「t」 を指定できます （102400k、

50m、 4g、 2t など）。 使用可能な最小フ ァ イル ・ サイズは 50m です。

• <filename> ： 新しい メ デ ィ ア ・ フ ァ イルへのフル ・ パス。 フ ァ イル名は、 メ

デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド と し て使用されます。

例 ：

nvmakemedia 50M mediafiles c:\tst-vtl\1Y2NY006
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オプシ ョ ン

例
• 「MyTape」 とい う ラベルのメ デ ィ アの詳細を表示し ます。

nvmediadetails -label MyTape
• メ デ ィ ア ・ グループ 「MyGroup」 に属し ているすべてのメ デ ィ ア ・ アイテムの詳細を表示し ます。

nvmediadetails -group MyGroup -all

nvremovemedia

説明
メ デ ィ アに関するすべての情報を NetValut から削除し ます。

構文
nvremovemedia [-medialabel <Media Label>] [-displaymedialist] [-version]

オプシ ョ ン

表 44. nvmediadetails

オプシ ョ ン 説明

-label ターゲッ ト のメ デ ィ ア ・ アイテムのメ デ ィ ア ・ ラベルを指定し ます。

最初の数文字を指定する こ と で、 それに一致する ラベルを持つ メ デ ィ ア ・ アイテムを検
索できます。

-group ターゲッ ト のメ デ ィ ア ・ アイテムのメ デ ィ ア ・ グループのラベルを指定し ます。

-all すべてのメ デ ィ ア ・ アイテムの詳細を表示し ます。

-listlabels メ デ ィ ア ・ ラベルに割り当てられているすべてのメ デ ィ ア ・ アイテムの詳細を表示し ま
す。 このオプシ ョ ン と 「-group」 オプシ ョ ンを併用する と、 特定のメ デ ィ ア ・ グループ

のメ デ ィ アの詳細を表示できます。

-listgroups 使用可能な メ デ ィ ア ・ グループを一覧表示し ます。

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。

メ モ ： このコマン ド を発行する前に、 ターゲッ ト のメ デ ィ ア ・ アイテムをオフ ラ イ ンにする必要があ り ま
す。

表 45. nvremovemedia

オプシ ョ ン 説明

-label ターゲッ ト のメ デ ィ ア ・ アイテムのメ デ ィ ア ・ ラベルを指定し ます。

-displaymedialist メ デ ィ ア ・ ラベルのある メ デ ィ ア ・ アイテムのリ ス ト を表示し ます。

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。
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nvreusemedia

説明
メ デ ィ アを再利用可能にし ます。

構文
nvreusemedia [-servername <Server Name>] -barcode <Barcode> | 
-medialabel <Media Label> | -slotspec <Library Name::Slot Number>

オプシ ョ ン

注意
• このコマン ドは、 選択された メ デ ィ アでのバッ クア ッ プのすべてのバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスを

NetVault から削除し ます。

• このユーテ ィ リ テ ィ では、 ACSLS/ADIC DAS ラ イブ ラ リ ・ システムはサポー ト されていません。

• このユーテ ィ リ テ ィ では、 Quest NetVault SmartDisk、 Quest DR Series システム、 Data Domain システ

ムなどのデ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ システムはサポー ト されていません。

nvscanmedia

説明
メ デ ィ ア ・ アイテムをスキャ ン し ます。

このユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 テープに保存されているすべてのバッ クア ッ プを照会し て、 特定の NetVault 
Backup サーバーのデータベースでイ ンデッ クス付けされていないバッ クア ッ プを イ ンポー ト できます。 ［スキャ

ン］ を使用し て、 「Foreign」 テープを NetVault データベースにイ ンポー ト する こ と もできます。

表 46. nvreusemedia

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-barcode ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド を指定し ます。

-medialabel ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 メ デ ィ ア ・ ラベルで検索する場合のみ使用し ます。 メ デ ィ ア ・ ラベ
ルにスペースが含まれている場合は、 二重引用符 （""） で囲みます。 
例 ： “Full DB Backups”

-slotspec  ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムが存在する ラ イブラ リの名前と スロ ッ ト 番号を指定し

ます。 この 2 つの値は、 二重コ ロン区切り文字 （::） を使用し て区切る必要があり ます。

このオプシ ョ ンは、 ラ イブ ラ リ ・ スロ ッ ト で検索する場合のみ使用し ます。
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バッ クア ッ プをデータベースにイ ンポー ト するには、 NetVault Backup サーバーの NetVault Backup マシン名を、

バッ クア ッ プを実行し た元のサーバーと同じにする必要があ り ます。 テープのスキャ ンに要する時間は、 イ ン
ポー ト するバッ クア ッ プ数およびバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスのサイズによ って異な り ます。 スキャ ン ・ プロセ
スでは、 テープのデータは読み取られず、 バッ クア ッ プの先頭と末尾の間がスキッ プ されて、 バッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト ご とにイ ンデッ クスが読み取られます。

NetVault Backup がそのアイテムに関する情報を NetVault データベースで検索できないと、 テープには

「Foreign」 とい う マークが付きます。 これは、 テープがラ イブ ラ リ間で交換された と き、 NetVault Backup サー

バーから削除された と き、 または異なる NetVault Backup サーバーが管理し ているデバイスにロー ド された と き

に発生し ます。 NetVault Backup は、 テープがスキャ ン され、 NetVault データベースに メ デ ィ ア情報がイ ンポー

ト されるまでは、 Foreign テープに保管されているデータ を処理する こ とはできません。 スキャ ン ・ プロセスに

よ り、 テープからヘ ッ ダー情報が取得され、 その情報が NetVault データベースに追加されます。

構文
nvscanmedia [-servername <Server Name>] 
-barcode <Barcode> | -medialabel <Media Label> | 
-slotspec <Library Name::Slot Number> | -rasdevice <Device name>
-scanall | -force -minlifedays <Minimum Life> [-wait]

オプシ ョ ン

表 47. nvscanmedia

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-scanall メ デ ィ ア ・ アイテムのすべてのラベルと ド ラ イブをスキャ ン し ます。 このオプシ ョ ンで
は、 テープ ・ ラ イブ ラ リ /VTL のマシン名は必須です。 たと えば、 次のよ う にな り ます。 
nvscanmedia.exe -servername HIPUNP57176 -scanall "HIPUNP57176: 
C:\vtl".

-barcode ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのバーコー ド を指定し ます。

-medialabel ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムのラベルを指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 メ デ ィ ア ・ ラベルで検索する場合のみ使用し ます。 メ デ ィ ア ・ ラベ
ルにスペースが含まれている場合は、 二重引用符 （""） で囲みます。

例 ： “Full DB Backups”
-slotspec  ターゲッ ト ・ メ デ ィ ア ・ アイテムが存在する ラ イブラ リの名前と スロ ッ ト 番号を指定し

ます。 この 2 つの値は、 二重コ ロン区切り文字 （::） を使用し て区切る必要があり ます。

このオプシ ョ ンは、 ラ イブ ラ リ ・ スロ ッ ト で検索する場合のみ使用し ます。

-rasdevice スキャ ンするデ ィ スク ・ ベースのデバイスの名前を指定し ます。 
-force NetVault Backup に強制的に不明な メ デ ィ ア ・ アイテムのスキャ ン操作を実行させます。

このオプシ ョ ンはデ ィ スク ・ ベース ・ ス ト レージ ・ デバイスでは使用できません。
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nvsyncronizesilomedia

説明
指定し た ACSLS ラ イブ ラ リ に既知のすべてのメ デ ィ アを割り当てます。

構文
nvsyncronizesilomedia [-servername <Server Name>] -libraryname <Library Name>

オプシ ョ ン

nvupdateserialnumber

説明
指定し たラ イブ ラ リ内のド ラ イブのシ リ アル番号を元の番号に更新し ます。

-minlifedays NetVault データベースにイ ンポー ト されたバッ クア ッ プ ・ データの保存期間を指定し ま

す。 このオプシ ョ ンは、 NetVault データベース内で使用可能でないバッ クア ッ プのみに

適用されます。

保存期間は日数で指定し ます。

このオプシ ョ ンに設定された値に応じ て、 イ ンポー ト されたバッ クア ッ プのリ タ イア時
間が次のよ う に変更されます。

• バッ クア ッ プがすでにリ タ イア されている場合、 そのリ タ イア時間は指定された
保存期間に設定されます。 ゼロに指定する と、 リ タ イア されたセーブセ ッ ト のリ
タ イア時間は 1 時間に設定されます。

• 指定された期間の前にリ タ イアするよ う にバッ クア ッ プがスケジュールされてい
る場合、 そのリ タ イア時間は指定された保存期間に設定されます。

• 指定された期間の後にリ タ イアするよ う にバッ クア ッ プがスケジュールされてい
る場合、 そのリ タ イア時間は変更されません。 このよ う なバッ クア ッ プの場合、
バッ クア ッ プの保存期間の設定によ って リ タ イア時間が決ま り ます。 

メ モ ： デ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスに保管されているバッ クア ッ プがリ タ
イア し た場合、 そのバッ クア ッ プはデバイスから削除されます。 デバイスをスキャ ン し
て、 削除されたバッ クア ッ プを イ ンポー ト する こ とはできません。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。

表 48. nvsyncronizesilomedia

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

表 47. nvscanmedia

オプシ ョ ン 説明
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構文
nvupdateserialnumber [-servername <Server Name>] -libraryname <Library Name> 
[-bayname <Bay Name>] [-checkonly]

オプシ ョ ン

ジ ョ ブ固有ユーテ ィ リ テ ィ

nvexpiresaveset

説明
以下の機能を実行し ます。

• 指定し たセーブセ ッ ト を削除し ます。 オプシ ョ ンで、 指定し たセーブセ ッ ト の複製を削除し ます。 セー
ブセ ッ ト は即座に削除されます。

表 49. nvupdateserialnumber

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-libraryname ターゲッ ト ・ ラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

-bayname ターゲッ ト ・ ド ラ イブが配置されている ド ラ イブ ・ ベイの名前を指定し ます。

-checkonly メ デ ィ アのシ リ アル番号を確認し ます。

• nvexpiresaveset • nvjobmodify • nvsetdelete

• nvjobabort • nvjobresume • nvsetexport

• nvjobcreate • nvjobstart • nvsetimport

• nvjobdelete • nvpolicy • nvsetmodify

• nvjobhold • nvrestore • nvtrigger

• nvjoblist • nvsetcreate

メ モ ： コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て仮想ク ラ イアン ト のジ ョ ブまたはセ ッ ト を作成する こ
とはできません。

重要 ： このセクシ ョ ンで説明する複数のユーテ ィ リ テ ィ は、 nvsetmodify.cfg とい う名前のフ ァ イルを参

照し ます。 この設定フ ァ イルには、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの定義に使用するオプシ ョ ン と CLI でオプシ ョ

ンの特定に使用できる、 関連付けられている コー ド番号のリ ス ト が含まれます。 nvsetmodify.cfg は、

Windows では <NetVault Backup home>\config、 Linux では、 <NetVault Backup Home>/config にあり ま

す。 このフ ァ イルを使用する場合は、 コ ンテンツを一切変更し ないで く だ さい。 このフ ァ イルをプ リ ン ト
アウ ト し、 参照目的で使用する こ とはできます。 これは、 経験豊富なユーザー向けの機能です。 この設定
フ ァ イルで指定されている値の使用を試みる場合は、 テ クニカル ・ サポー ト の指導の下で行う必要があ り
ます。
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• 複数のセーブセ ッ ト を削除対象と し てマーク し ます。 オプシ ョ ンで、 指定し たセーブセ ッ ト の複製を含
むこ とができます。 マーク し たセーブセ ッ ト は、 Media Manager で次回 「リ タ イア ・ チ ェ ッ ク」 が実行

される と、 削除されます。

構文
nvexpiresaveset [-duplicates] [-duplicateonly] -savesetid <Saveset ID>
nvexpiresaveset [-duplicates] [-duplicateonly] [-success] -markforexpiry -infile 
<input file> 
-outfile <output file> 
nvexpiresaveset [-version]

オプシ ョ ン
特定のセーブセ ッ ト と その複製を削除するには、 以下のオプシ ョ ンを使用し ます。

以下のオプシ ョ ンを使用し て、 削除対象と し て複数のセーブセ ッ ト と その複製をマーク し ます。

表 50. nvexpiresaveset — 特定のセーブセ ッ ト と その複製を削除するためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-savesetid 削除するセーブセ ッ ト の ID を指定し ます。 このコマン ド形式では、 単一のセーブセ ッ

ト ID のみをサポー ト し ます。

指定し たセーブセ ッ ト は即座に削除されます。 また、 セーブセ ッ ト に存在する依存関係
にある増分および差分バッ クア ッ プ も、 リ タ イア日に達し ていない場合であっても即座
に削除されます。

-duplicates 指定し たセーブセ ッ ト の複製を削除し ます。 このオプシ ョ ンは、 フ ェーズ 1 または

フ ェーズ 2 のデータ ・ コ ピー ・ バッ クア ッ プのセーブセ ッ ト のみを削除するためにも使

用されます。 これは、 セーブセ ッ ト ID が異なるためです。 し たがって、 必要なセーブ

セ ッ ト ID を nvexpiresaveset への入力と し て指定できます。

-duplicateonly フ ェーズ 2 のセーブセ ッ ト のみを削除するかど うかを指定し ます。 このオプシ ョ ンは、

フ ェーズ 2 の複製コ ピーを削除する場合のみに限定し て使用し て く ださい。

表 51. nvexpiresaveset — 複数のセーブセ ッ ト と その複製をマークするためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-markforexpiry 削除対象と し て入力フ ァ イル （infile） で指定されたセーブセ ッ ト をマーク し ます。 
依存関係にある増分または差分バッ クア ッ プがセーブセ ッ ト に存在し ない場合、 この
セーブセ ッ ト は、 メ デ ィ ア ・ マネージャで次回 「リ タ イア ・ チ ェ ッ ク」 が実行される と
削除されます。 デフ ォル ト では、 これらのチ ェ ッ クは、 60 分間隔で実行されます。

チ ェ ッ クの間隔を変更するには、 mediamgr.cfg フ ァ イルの Retirement Check 
Granularity in Mins 設定で設定し ます。 この設定についての詳細は、 『Quest NetVault 
Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

依存関係にある増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プがバッ クア ッ プに存在する場
合、 セーブセ ッ ト は、 依存関係にあるすべてのバッ クア ッ プがリ タ イア日に達し た後で
削除されます。

-duplicates 指定し たセーブセ ッ ト の複製を削除対象と し てマーク し ます。 このオプシ ョ ンは、
フ ェーズ 1 またはフ ェーズ 2 のデータ ・ コ ピー ・ バッ クア ッ プのセーブセ ッ ト のみを削

除するためにも使用されます。 これは、 セーブセ ッ ト ID が異なるためです。 し たがっ

て、 必要なセーブセ ッ ト ID を nvexpiresaveset への入力と し て指定できます。

-success 出力フ ァ イルに正常なセーブセ ッ ト の ID 番号を含めます。 このオプシ ョ ンを指定し な

い場合、 このユーテ ィ リ テ ィ では、 失敗し たセーブセ ッ ト の ID 番号を出力フ ァ イルに

含めます。
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以下のオプシ ョ ンを使用し て、 NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのバージ ョ ンを表示し ます。

• -version ： マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日付を表

示し ます。

例
• セーブセ ッ ト ID 120 を削除し ます。

nvexpiresaveset -savesetid 120
• セーブセ ッ ト ID 150 およびその複製を削除し ます。

nvexpiresaveset -duplicates -savesetid 150
• 削除対象の入力フ ァ イル 「C:\deletelist.txt」 に含まれるセーブセ ッ ト をマーク し ます。 デフ ォル ト 出力を

「C:\failedlist.txt」 に送信し ます。

nvexpiresaveset -markforexpiry -infile “c:\deletelist.txt” 
-outfile “c:\failedlist.txt”

• 削除対象の入力フ ァ イル 「deletelist.txt」 と その重複に含まれるセーブセ ッ ト をマーク し ます。 出力フ ァ

イル 「marked.txt」 に成功し たセーブセ ッ ト のリ ス ト を送信し ます。

nvexpiresaveset -duplicates -success -markforexpiry -infile deletelist.txt 
-outfile marked.txt

nvjobabort

説明
アク テ ィ ブなジ ョ ブを中止し ます。 

構文
nvjobabort [-servername <NetVault Backup Server Name>] -jobid <Job ID> 
[-instanceid <Instance ID>]

-infile 入力フ ァ イルの名前を指定し ます。 
入力フ ァ イルには、 削除対象と し てマークするセーブセ ッ ト の ID 番号が含まれます。

このフ ァ イルは、 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使用し て作成できます。 1 行に 1 つの

セーブセ ッ ト ID を指定し ます。 入力フ ァ イルがユーテ ィ リ テ ィ の実行元のデ ィ レ ク ト

リ にない場合は、 このフ ァ イルの完全パスを指定し ます。

-outfile 出力フ ァ イルの名前を指定し ます。 
デフ ォル ト では、 このフ ァ イルは、 ユーテ ィ リ テ ィ の実行元のデ ィ レ ク ト リ に作成され
ます。 このフ ァ イルを他の場所に保存する場合は、 完全なパスを指定し ます。

表 51. nvexpiresaveset — 複数のセーブセ ッ ト と その複製をマークするためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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オプシ ョ ン

nvjobcreate

説明
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成し てスケジュールを設定し ます。 また、 このユーテ ィ リ
テ ィ を使用する と、 スケジュールする こ と な く 、 ジ ョ ブの定義を保存できます。 

nvjobcreate ユーテ ィ リ テ ィ では、 リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを設定するためのオプシ ョ ンがあ り ません。 これらの

オプシ ョ ンは、 リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト で指定する必要があ り ます。 nvsetcreate ユーテ ィ リ テ ィ に

は、 リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト に組み込むために使用できるオプシ ョ ンが用意さ
れています。 詳細は、 「nvsetcreate」 を参照し て く ださい。

構文
nvjobcreate [-servername <NetVault Backup Server Name>] -jobtitle <Job Title> [-type 
<Job Type>] -selectionsetname <Backup or Restore Selection Set Name> 
[-selectionoptionssetname <Backup Options Set Name>] 
[-schedulesetname <Schedule Set Name>] [-backupoption <Backup Option>=<value>] 
[-targetsetname <Target Set Name>] [-advoptssetname <Advanced Options Set Name>] 
[-jobidfile <Output Filename>] -submit -parameters <Parameter Filename> [-version]

オプシ ョ ン

表 52. nvjobabort

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-jobid 中止するジ ョ ブの ID を指定し ます。

-instanceid 中止する イ ンス タ ンスの ID を指定し ます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 1 です。

表 53. nvjobcreate

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-jobtitle ジ ョ ブの名前を指定し ます。

-type ジ ョ ブ ・ タ イプ （backup または restore） を指定し ます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト

値は backup です。

-selectionsetname バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 名を指定し ます。 NetVault WebUI
または nvsetcreate ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 このセ ッ ト を作成できます。
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-selectionoptionsset
name

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト 名を指定し ます。 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成する
と きは、 このオプシ ョ ンを指定する必要があ り ます。 
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成時にこのオプシ ョ ンを指定し な く ても、 ジ ョ ブは正常に作
成されます。 ただ し、 CLI または WebUI からジ ョ ブを実行し よ う とする と、 エラーが

表示されジ ョ ブは失敗し ます。 WebUI からジ ョ ブ定義を表示し よ う と し ても、 ［ジ ョ ブ

定義管理 - ジ ョ ブの表示］ ページに詳細情報が表示されません。

-schedulesetname スケジュール ・ セ ッ ト 名を指定し ます。 このオプシ ョ ンを省略する と、 ジ ョ ブがすぐに
実行されるよ う にスケジュールされます。 NetVault WebUI または nvsetcreate ユー

テ ィ リ テ ィ を使用する と、 このセ ッ ト を作成できます。

-backupoption ジ ョ ブのバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンを指定し ます。 
このオプシ ョ ンを使用するには、 設定するオプシ ョ ンの 「タグ ID」 が必要です。 タグ

ID には、 CLI が認識するバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン名か、 NetVault Backup によ ってオ

プシ ョ ンに割り当てられている数値のいずれかを指定できます。 これらの値はどち ら
も、 nvsetmodify.cfg フ ァ イルの ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンでグループ分

けされています。

このオプシ ョ ンの指定時の形式は、 以下のとお り です。

-backupoption <Tag ID>=<value>
例 ：

-backupoption <Tag ID>=True/False
-targetsetname ターゲッ ト ・ セ ッ ト 名を指定し ます。 NetVault WebUI または nvsetcreate ユーテ ィ リ

テ ィ を使用する と、 このセ ッ ト を作成できます。 ターゲッ ト ・ セ ッ ト を指定し ない場
合、 NetVault WebUI で表示されているデフ ォル ト のターゲッ ト ・ オプシ ョ ンが使用さ

れます。

-advoptssetname バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア詳細設定オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の名前を指定し ます。
NetVault WebUI または nvsetcreate ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 このセ ッ ト を作成

できます。 詳細設定オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を指定し ない場合、 NetVault WebUI に表示さ

れているデフ ォル ト のターゲッ ト ・ オプシ ョ ンが使用されます。

-jobidfile ジ ョ ブ ID を保存し ている出力フ ァ イルの名前を指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 nvjobcreate ユーテ ィ リ テ ィ がジ ョ ブ ID ではな く 終了ステータ ス

を返すよ う に設定されている場合に役立ちます。 設定オプシ ョ ンについての詳細は、
『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

フ ァ イルの絶対パスまたは相対パスを指定できます。 このフ ァ イルでは、 ジ ョ ブ ID を

文字列と し て保存し ています。 スク リ プ ト を使用する と、 この文字列を読み取る こ とが
できます。 このフ ァ イルは、 使用後、 手動で削除する必要があ り ます。

-submit ジ ョ ブをスケジュールし、 アク テ ィ ブなジ ョ ブ と し て一覧表示し ます。 
このオプシ ョ ンを省略する と、 ジ ョ ブ定義の保存のみが行われ、 実行はスケジュールさ
れません。 このジ ョ ブは、 後で nvjobmodify ユーテ ィ リ テ ィ を使用し てスケジュール

できます。

表 53. nvjobcreate

オプシ ョ ン 説明
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注意 ：
ジ ョ ブの作成に nvjobcreate コ マン ド を使用し た後、 次の nvreport コマン ド を実行する と、 スケジューラがク

ラ ッ シュする可能性があり ます。

nvreport -class “Defined Jobs” -format “%SelectionOptions”
対処法 ： NetVault WebUI から、 編集するジ ョ ブを開いて、 変更する こ と な く ジ ョ ブを保存し ます。

例
• バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「CLIENT 1 Full Data Backup」 およびスケジュール ・ セ ッ ト

「Repeating 1」 を使用し て増分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成し ます。 ジ ョ ブ名は、 「Incremental Backup 
of CLIENT1」 で、 このジ ョ ブは、 ローカルの NetVault Backup サーバーによ って管理されます。

nvjobcreate -jobtitle “Incremental Backup of CLIENT1” -type backup 
-selectionsetname “CLIENT 1 Full Data Backup” 
-backupoption ntfsopt_typeincr=true -schedulesetname “Repeating 1” -submit

• リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「RestoreFull」 を使用し て リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成し たら、 そのジ ョ

ブを直ちに送信し て実行し ます。 ジ ョ ブ名は 「Restore of Full Backup」 で、 このバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ

は、 リ モー ト の NetVault Backup サーバー 「SERVER2」 によ って管理されます。

nvjobcreate -jobtitle “Restore of Full Backup” -servername SERVER2 
-type restore-selectionsetname RestoreFull -submit

nvjobdelete

説明
指定し た条件に一致するジ ョ ブを削除し ます。

構文
nvjobdelete [-servername <NetVault Backup Server Name>] 
[-jobid <Job ID>] [-type <Job Type>] 

-parameters パラ メ ータ ・ フ ァ イルからオプシ ョ ンを読み取り ます。

パラ メ ータ ・ フ ァ イルは、 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使用し て作成できます。 1 行に

1 つのオプシ ョ ン と その値を指定し、 オプシ ョ ンの前の 「-」 は省略し ます。 オプシ ョ ン

と値を区切るには、 スペースまたはタ ブを使用し ます。 コ メ ン ト を含めるには、 その行
の先頭に 「#」 文字を付けます。 
例 ：

# nvjobcreate example file
jobtitle cli job 1
selectionsetname cliselset
このフ ァ イルは、 次のよ う に、 -parameters オプシ ョ ン と併用できます。

./nvjobcreate -parameters example.txt
-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。

表 53. nvjobcreate

オプシ ョ ン 説明
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[-jobrange <Job ID-Job ID>] [-jobtitle <Job Title>] [-client <Client Name>] 
[-plugin <Plug-in Name>] [-selectionsetname <Selection Set Name>] 
[-schedulesetname <Schedule Set Name>] [-targetsetname <Target Set Name>] 
[-advoptssetname <Advanced Options Set Name>] [-force] [-scheduleonly] [-version]

オプシ ョ ン

表 54. nvjobdelete

オプシ ョ ン 説明

-servername ターゲッ ト の NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

-jobid 削除するジ ョ ブの ID を指定し ます。 このオプシ ョ ンで指定できるジ ョ ブ ID は 1 つのみ

です。

-type 削除するジ ョ ブのタ イプ （backup または restore） を指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 特定のジ ョ ブ ・ タ イプを削除する場合に使用し ます。 すべてのジ ョ
ブ ・ タ イプを削除する場合は、 このオプシ ョ ンを使用し ないで く だ さい。

-jobrange 削除する必要のある一連のジ ョ ブに該当するジ ョ ブ ID 番号の範囲を指定し ます。 開始

ジ ョ ブ ID 番号と終了ジ ョ ブ ID 番号の間はハイ フ ンで区切り ます。 
例 ：

-jobrange 30-45
-jobtitle 削除するジ ョ ブの名前を指定し ます。 フルネームを指定し、 引用符で囲む必要があ り ま

す。 
例 ：

-jobtitle “Full_Backup_1”
-jobtitle オプシ ョ ンは 1 つのジ ョ ブを削除し ます。 
-jobrange オプシ ョ ン と -jobtitle オプシ ョ ンを併用する と、 同じ ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルを使

用する複数のジ ョ ブを削除できます。

-client ジ ョ ブのターゲッ ト と し ての役割を果たす NetVault Backup ク ラ イアン ト 名を指定し ま

す。 指定し たク ラ イアン ト のすべてのジ ョ ブを削除するには、 このオプシ ョ ンを使用し
ます。 
例

-client “NV_Client_MKTG”
-plugin ジ ョ ブの実行に使用するプ ラグイ ン名を指定し ます。 特定のプ ラグイ ンを使って実行さ

れたすべてのジ ョ ブを削除する場合は、 このオプシ ョ ンを使用し ます。 プ ラグイ ン名
は、 引用符で囲む必要があり ます。 
例 ：

-plugin “File System”
-selectionsetname ジ ョ ブの作成で使用し たバッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 名を指定

し ます。

-schedulesetname ジ ョ ブの作成で使用し たスケジュール ・ セ ッ ト 名を指定し ます。

-targetsetname ジ ョ ブの作成で使用し た ターゲッ ト ・ セ ッ ト 名を指定し ます。

-advoptssetname ジ ョ ブの作成で使用し た詳細設定オプシ ョ ン ・ セ ッ ト 名を指定し ます。

-force 実行がスケジュールされている、 一致するジ ョ ブを削除し ます。

他のオプシ ョ ンが設定し た条件に一致するジ ョ ブがキュー内にある （後で実行するよ う
にスケジュールされている） 場合、 削除を試みる とすべて失敗し ます。 このよ う なジ ョ
ブを削除するには、 「-force」 オプシ ョ ンを使用し ます。

-scheduleonly NetVault データベースからジ ョ ブを削除する こ と な く 、 ジ ョ ブ ・ キューからジ ョ ブを削

除し ます。 このオプシ ョ ンは、 -force の代わり に使用し ます。

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。
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注意
• この注意事項は、 nvjobdelete コマン ド で以下のオプシ ョ ンを使用する場合に該当し ます。

▪ -client

▪ -plugin

▪ -selectionsetname

▪ -schedulesetname

▪ -targetsetname

▪ -advoptssetname

これらのオプシ ョ ンのいずれかが構文で単独で使用されている と、 設定パラ メ ータ を満たすジ ョ ブのす
べてのイ ンス タ ンスが削除されます。 た と えば、 以下のコマン ド では、 Plug-in for FileSystem のすべて

のジ ョ ブが削除されます。

nvjobdelete -plugin “File System”
特定のジ ョ ブを削除するには、 オプシ ョ ンを組み合わせて使用し ます。 た と えば、 -jobrange オプシ ョ ン

を -plugin オプシ ョ ン と共に指定する と、 指定し たジ ョ ブ ID の範囲に該当するジ ョ ブのみが削除されま

す。

例
• 以下のコマン ド では、 ジ ョ ブ ID 番号が 1、 5、 および 7 ～ 12、 15 ～ 19 の範囲にあるジ ョ ブが削除され

ます。

nvjobdelete -jobid 1 -jobid 5 -jobrange 7-12 -jobrange 15-19
• 以下のコマン ド では、 ジ ョ ブ名が 「Backup of Client-A」 でジ ョ ブ ID 番号が 70 ～ 100 のバッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブがすべて削除されます。 

nvjobdelete -type backup -jobtitle “Backup of Client-A” -jobrange 70-100
• 以下のコマン ド では、 スケジュール ・ セ ッ ト 「FirstTuesday」 を使用する ク ラ イアン ト 「Client-A」 で、

すべてのジ ョ ブが削除されます。

nvjobdelete -client Client-A -schedulesetname FirstTuesday -force

nvjobhold

説明
ジ ョ ブを保留し ます。 nvjobresume ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 ジ ョ ブを後で再開できます。

構文
nvjobhold [-servername <NetVault Backup Server Name>] -jobid <Job ID> 
[-phaseid <Phase ID>] [-version]
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オプシ ョ ン

nvjoblist

説明
すべてのアク テ ィ ブなジ ョ ブを表示し ます。 出力は、 固定列の形式で表示されます。

構文
nvjoblist [-servername <NetVault Backup Server Name>] [-delimiter <Delimiter>] 
[-title <Job Title>] [-noheader] [-runinfo] [-version]

オプシ ョ ン

表 55. nvjobhold

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-jobid 保留するジ ョ ブの ID を指定し ます。 このオプシ ョ ンで指定できるジ ョ ブ ID は 1 つのみ

です。

-phaseid フ ェーズ ID を指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 特定のフ ェーズを保留にする場合に使用し ます。 このオプシ ョ ンを
省略する と、 指定し たジ ョ ブのすべてのスケジュール ・ フ ェーズが保留されます。 

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。

表 56. nvjoblist

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-delimiter 区切り文字と し て使用する文字を指定し ます。 デフ ォル ト では、 区切り文字と し て空白
文字が使用されます。

-title ジ ョ ブの名前を指定し ます。 指定し た名前のすべてのジ ョ ブを表示するには、 このオプ
シ ョ ンを使用し ます。 フルネームを指定し、 引用符で囲む必要があ り ます。

例 ：

-title “Full_Backup_1
-noheader ヘ ッ ダ行を表示し ないよ う にし ます。

-runinfo 出力に実行ステータ スおよび次回の実行時刻を含めます。

-version CLI ツールのバージ ョ ン番号と、 マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup
デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日付を表示し ます。
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nvjobmodify

説明
ジ ョ ブ定義を変更し ます。

構文
nvjobmodify -jobid <Job ID> -jobname <Job Title> -type <Job Type> 
[-change <Change Description>] [-submit] [-parameters <Parameter File>] 
[-assign <Assignment Character>] [-delimit <Delimiter Character>] [-version]

オプシ ョ ン

表 57. nvjobmodify

オプシ ョ ン 説明

-jobid 変更するジ ョ ブの ID を指定し ます。 
例

-jobid 56
-jobname オプシ ョ ンを指定する場合、 このオプシ ョ ンは不要です。

-jobname 変更するジ ョ ブの名前を指定し ます。 ジ ョ ブ名は、 引用符で囲む必要があ り ます。 
NetVault Backup サーバー上の複数のジ ョ ブの名前が同じ場合、 このコマン ドは失敗し

ます。 このよ う な場合は、 -jobid オプシ ョ ンを使用する必要があ り ます。

-type 変更するジ ョ ブのタ イプ （backup または restore） を指定し ます。

-change ジ ョ ブ定義をどのよ う に変更するかを指定し ます。 このオプシ ョ ンでは、 値を何個でも
指定できます。 変更する こ と な く 、 ジ ョ ブを開始する場合は、 このオプシ ョ ンを省略で
きます。

-change オプシ ョ ンの <Change description> 変数の形式は次のとお り です。

<item>[:<field>]=<value>
<item> では、 Title、 Set、 Options のいずれかの値を取る こ とができます。

<field> では、 変更対象のアイテム内の特定のフ ィ ールド を呼び出し ます。

<value> は選択し たフ ィ ールドの新しい設定です。

以下のアイテムを変更し ます。

• タ イ ト ル ： ジ ョ ブ名を変更し ます。

• Set ： ジ ョ ブの定義に使用するセ ッ ト を変更し ます。 <value> では、 新しいセ ッ

ト 名を指定し ます。 <field> では、 以下のいずれかの値を取る こ とができます。

BS ： バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

BO ： バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト

S ： スケジュール ・ セ ッ ト

BT ： バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト

AB ： バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

RS ： リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

AR ： リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト
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例
• 以下のコマン ド では、 Plug-in for FileSystem を使用し て、 フル ・ バッ クア ッ プではな く 増分バッ クア ッ

プを実行するよ う にジ ョ ブ 「Backup File System 10-15」 が変更されます。

nvjobmodify -jobname “Backup File System 10-15” 
-change Options:ntfsopt_typeincr=true

• オプシ ョ ン ： ジ ョ ブのバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンを変更し ます。 
このオプシ ョ ンを使用するには、 設定するオプシ ョ ンの 「タグ ID」 が必要です。

タグ ID には、 CLI が認識するバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン名か、 NetVault Backup
によ ってオプシ ョ ンに割り当てられている数値のいずれかを指定できます。 これ
らの値はどち ら も、 nvsetmodify.cfg フ ァ イルの ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ セ

クシ ョ ンでグループ分けされています。

このオプシ ョ ンの指定時の形式は、 以下のとお り です。

Options:<Tag ID>=<value>
例 ：

Options:<Tag ID>=True/False
メ モ ： 他のジ ョ ブで使用されている ト リ ガ名を指定し た場合、 ジ ョ ブを保存または開始
し よ う とする と、 エラー ・ メ ッ セージ （「The Trigger Name is Already in Use.Redefine 
this Job if this was not Intended. この ト リ ガ名はすでに使用中です。 これを意図し ていな

かった場合はこのジ ョ ブを再定義し て く だ さい。」） が表示されます。 これは情報提供目
的のみのメ ッ セージであるため、 ジ ョ ブの保存または実行は停止されません。

-submit ジ ョ ブをスケジュールし ます。 このオプシ ョ ンは作成されたものの、 スケジュールされ
ていないジ ョ ブを単独でスケジュールする場合にも使用できます。

-parameter パラ メ ータ ・ フ ァ イルからオプシ ョ ンを読み取り ます。

パラ メ ータ ・ フ ァ イルは、 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使用し て作成できます。 1 行に

1 つのオプシ ョ ン と その値を指定し、 オプシ ョ ンの前の 「-」 は省略し ます。 オプシ ョ ン

と値を区切るには、 スペースまたはタ ブを使用し ます。 コ メ ン ト を含めるには、 その行
の先頭に 「#」 文字を付けます。

例

# nvjobmodify example file
jobname Backup File System 10-15
type backup
change Set:BS=selectionsetcli
このフ ァ イルは、 次のよ う に、 -parameter オプシ ョ ン と併用できます。

./nvjobmodify -parameter example.txt
-assign 変更の説明で使用する代入演算子を指定し ます。 デフ ォル ト の代入演算子は 「=」 文字

です。 古い値または新しい値に 「=」 文字が含まれている場合、 このオプシ ョ ンを指定

する必要があり ます。

-delimit 変更の説明で区切り文字と し て使用する文字を指定し ます。 デフ ォル ト の区切り文字は
「:」 文字です。 古い値または新しい値に 「:」 文字が含まれている場合、 このオプシ ョ ン

を指定する必要があり ます。

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。

表 57. nvjobmodify

オプシ ョ ン 説明
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nvjobresume

説明
以前に保留されたジ ョ ブを再開し ます。 このコマン ドの 1 回の実行で再開できるジ ョ ブは 1 つのみです。

構文
nvjobresume [-servername <NetVault Backup Server Name>] -jobid <Job ID> 
[-phaseid <Phaseid>] [-version]

オプシ ョ ン

nvjobstart

説明
ジ ョ ブ ID、 フ ェーズ番号、 およびイ ンス タ ンス番号を使用し てジ ョ ブを実行し ます。

構文
nvjobstart [-servername <NetVault Backup Server Name>] -jobid <Job ID> 
-phase <Phase ID> -instance <Instance ID> [-wait] [-version]

表 58. nvjobresume

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-jobid 再開するジ ョ ブの ID を指定し ます。 このオプシ ョ ンで指定できるジ ョ ブ ID は 1 つのみ

です。

-phaseid フ ェーズ ID を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 特定のジ ョ ブ ・ フ ェーズを再開する場合に使用し ます。 このオプ
シ ョ ンを省略する と、 指定し たジ ョ ブの既知のすべてのフ ェーズが再開されます。 

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。
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オプシ ョ ン

注意
• nvjobstart ユーテ ィ リ テ ィ では、 デフ ォル ト で、 ジ ョ ブ終了コー ド に応じ て以下のメ ッ セージを返し ま

す。

nvjobstart Enhanced Job Completion Status オプシ ョ ンを有効にする と、 このユーテ ィ リ テ ィ で、 以

下のコー ド および メ ッ セージが返されます。

表 59. nvjobstart

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-jobid 実行するジ ョ ブの ID を指定し ます。

-phaseid フ ェーズ ID を指定し ます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 1 です。

-instance イ ンス タ ンス ID を指定し ます。 
このオプシ ョ ンが指定されていないか、 指定し たイ ンス タ ンスが存在し ない場合は、
ジ ョ ブの最後のイ ンス タ ンスが実行されます。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。

表 60. デフ ォル ト のジ ョ ブ終了コー ド と ステータ ス ・ メ ッ セージ

終了コー ド ステータ ス ・ メ ッ セージ

0 Job completed successfully （ジ ョ ブが正常に終了し ま し た）

1 Job Failed with error （ジ ョ ブがエラーで終了し ま し た） Job Failed
（ジ ョ ブが失敗し ま し た）

このメ ッ セージは、 以下のジ ョ ブ終了状態の場合に返されます。

• Job failed （ジ ョ ブが失敗し ま し た）

• Job completed with warnings （警告付きでジ ョ ブが完了し ま

し た）

• Job aborted （ジ ョ ブが中断されま し た）

• Job stopped （ジ ョ ブが停止し ま し た）

• Job died （ジ ョ ブが異常終了し ま し た）

表 61. 拡張ジ ョ ブ終了コー ド と ステータ ス ・ メ ッ セージ

終了コー ド ステータ ス ・ メ ッ セージ

0 Job completed successfully （ジ ョ ブが正常に終了し ま し た）

1 Job Failed （ジ ョ ブが失敗し ま し た）

2 Job Completed with Warnings （警告付きでジ ョ ブが完了し ま し た）

3 Job Aborted （ジ ョ ブが中断されま し た）

4 Job Stopped （ジ ョ ブが停止し ま し た）
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このオプシ ョ ンについての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照

し て く だ さい。

nvpolicy

説明
以下のタ スク を実行し ます。

• ポリ シー定義の作成

• ポリ シー ・ ジ ョ ブの表示

• ポリ シーの削除

• ポリ シー ・ ジ ョ ブの存在の有無の確認

• ポリ シー ・ ジ ョ ブのク ラ イアン ト の定義

• ポリ シーを休止状態にする

構文
nvpolicy -list [<Policy Name>] -delete <Policy Name> -ack <Policy Name> 
-addclient <Policy Name> <client name> [ <Client Name> ...] -addgroup <Policy Name> 
<Group Name> [ <Group Name> ...] create <Policy Definition File> 
-state <Policy Name> -quiesce <Policy Name>

オプシ ョ ン

5 Job Died （ジ ョ ブが異常終了し ま し た）

-1 Job Failed with Undefined Error （ジ ョ ブが未定義のエラーで終了し

ま し た）

表 62. nvpolicy

オプシ ョ ン 説明

-list 既存のポリ シーを表示し ます。 ポ リ シーに定義されているジ ョ ブのリ ス ト を表示するに
は、 ポリ シー名を指定し てこのオプシ ョ ンを使用し ます。 た と えば、 以下のコマン ド で
は、 ポリ シー 「p1」 に定義されているすべてのジ ョ ブが一覧表示されます。

nvpolicy -list p1
-delete 指定し たポリ シーを削除し ます。

-ack エラーを確認し ます。

-addclient ク ラ イアン ト をポリ シー定義に追加し ます。 た と えば、 以下のコマン ド では、 ク ラ イア
ン ト 「Client-A」 と 「Client-B」 がポ リ シー 「p1」 に追加されます。

nvpolicy -addclient p1 Client-A Client-B
-addgroup ク ラ イアン ト ・ グループをポリ シー定義に追加し ます。 た と えば、 以下のコマン ド で

は、 ク ラ イアン ト ・ グループ 「Group-A」 と 「Group-B」 がポ リ シー 「p1」 に追加され

ます。

nvpolicy -addgroup p1 Group-A Group-B

表 61. 拡張ジ ョ ブ終了コー ド と ステータ ス ・ メ ッ セージ

終了コー ド ステータ ス ・ メ ッ セージ
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-create ポリ シー定義フ ァ イルで指定し た詳細を使用し てポ リ シーを作成し ます。 このフ ァ イル
は、 以下の形式で作成する必要があ り ます。

例 ：

[Policy]
Title=policy3
EvtWarn=Event-Warn-1
EvtFail=Event-Fail-1
Clients=client-1,client-2,client-3,client-4
[Job]
Title=MyJob
Selection=MySelection
Options=MyOption
Target=MyTarget
Source=MySource
Schedule=MySchedule
Advanced=MyAdvanced
Active=TRUE

メ モ ： Source オプシ ョ ンは、 Plug-in for Consolidation または Plug-in for Data Copy、 あ

るいはその両方のジ ョ ブを定義する場合に限り必要です。

ポリ シーには 1 つ以上のジ ョ ブ定義を含むこ とができます。 ジ ョ ブが複数ある場合は、

以下の例に示すよ う に、 各ジ ョ ブに [Job] セクシ ョ ンを含めます。

例 ：

[Policy]
Title=policy3
EvtWarn=Event-Warn-1
EvtFail=Event-Fail-1
Clients=client1,client2,client3,client4
[Job]
Title=MyJob
Selection=MySelection
Options=MyOption
Target=MyTarget
Source=MySource
Schedule=MySchedule
Advanced=MyAdvanced
Active=TRUE
[Job]
Title=MyJob-2
Selection=MySelection-2
Options=MyOption-2
Target=MyTarget-2
Schedule=MySchedule-2
Advanced=MyAdvanced-2
Active=TRUE

-state ポリ シーの現在の状態 （非アク テ ィ ブ、 アク テ ィ ブ、 休止中） を表示し ます。

quiesce アク テ ィ ブなポリ シーを休止状態にし ます。

表 62. nvpolicy

オプシ ョ ン 説明
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nvrestore

説明
以下のタ スク を実行し ます。

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを表示し ます。 ジ ョ ブで使用されている日付、 ク ラ イアン ト 、 プ ラグイ ン、 または
バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト で リ ス ト を フ ィ ルタ リ ングできます。

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成し ます。 このユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 リ ス ト ア時にデータの場所や名前
を変更する こ と もできます。

構文
nvrestore -list [-client <NetVault Backup Client Name>] [-plugin <Plug-in Name> | 
- select <Selection Set Name>] [-startdate <DD/MM/YY>] [-enddate <DD/MM/YY>]
nvrestore -create <Saveset> -title <Job Title> -path <Path> [-relocate <Path>] 
[-rename <Path>] [-run [-wait]]
nvrestore -create <Saveset> -definition <Restore Definition File> [-run [-wait]]

オプシ ョ ン
NetVault Backup サーバーによ って管理されている リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを一覧表示するには、 以下のオプシ ョ ンを

使用し ます。

表 63. nvrestore - リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを リ ス ト するためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-list NetVault Backup サーバーによ って管理されているすべてのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを表示し

ます。 
-client ターゲッ ト の NetVault Backup ク ラ イアン ト 名を指定し ます。 指定し たク ラ イアン ト で

リ ス ト を フ ィ ルタ リ ングするには、 このオプシ ョ ンを使用し ます。

-plugin プ ラグイ ン名を指定し ます。 指定し たプ ラグイ ンで リ ス ト を フ ィ ルタ リ ングするには、
このオプシ ョ ンを使用し ます。

-select リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 名を指定し ます。 指定し たセ ッ ト で リ ス ト を フ ィ ルタ
リ ングするには、 このオプシ ョ ンを使用し ます。

メ モ ： -plugin オプシ ョ ンおよび -select オプシ ョ ンは、 相互に排他的であるため、

nvrestore -list コマン ドの同じ イ ンス タ ンスで併用する こ とはできません。

 -startdate 開始日を指定し ます。 開始日から終了日までの間に実行されたジ ョ ブを表示するには、
このオプシ ョ ンを使用し ます。 終了日が指定されていない場合、 開始日から最後のジ ョ
ブまでに開始し たすべてのジ ョ ブが一覧表示されます。 開始日の有効なフ ォーマ ッ ト は
DD/MM/YY です。

-enddate 終了日を指定し ます。 開始日から終了日までの間に実行されたジ ョ ブを表示するには、
このオプシ ョ ンを使用し ます。 開始日が指定されていない場合、 最初のジ ョ ブから指定
し た終了日までに開始し たすべてのジ ョ ブが一覧表示されます。 開始日の有効なフ ォー
マ ッ ト は DD/MM/YY です。
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リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成するには、 以下のオプシ ョ ンを使用し ます。

ジ ョ ブ定義フ ァ イルから リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成するには、 以下のオプシ ョ ンを使用し ます。

表 64. nvrestore - リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成するためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-create リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成し、 必要に応じ て、 スケジュールし ます。

リ ス ト アするバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト の ID を指定し ます。 セーブセ ッ ト 番号の他、

ターゲッ ト のク ラ イアン ト 名と使用するプ ラグイ ン （これらの間はコ ロンで区切る） を
セーブセ ッ ト 番号の前に指定し ます。 
例 ：

59:NVSERVER:filesystem
これによ り、 セーブセ ッ ト の特定にかかる時間を短縮できます。

 -title ジ ョ ブの名前を指定し ます。

-path リ ス ト アするデ ィ レ ク ト リ またはフ ァ イルを指定し ます。 アイテムへのフル ・ パスを指
定し ます。

-relocate 選択し たアイテムの場所を指定し たパスまたはデ ィ レ ク ト リ に変更し ます。 リ ス ト ア ・
ジ ョ ブの実行前に、 指定し たパスが作成されている こ と を確認し ます。

-rename 選択し たアイテムの名前を変更し ます。 このオプシ ョ ンは、 既存のフ ァ イルまたはデ ィ
レ ク ト リが上書き されないよ う にする場合に使用できます。

-run ジ ョ ブを実行し ます。 このオプシ ョ ンを選択し ない場合は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブは作成お
よび保存されますが、 実行はスケジュールされません。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。

このオプシ ョ ンを指定する と、 ユーテ ィ リ テ ィ が、 追加のコマン ドのプロンプ ト が表示
される前に、 「job succeeded」 または 「job failed」 とい う結果を返し ます。

表 65. nvrestore - ジ ョ ブ定義フ ァ イルからジ ョ ブを作成するためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-create リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成し、 必要に応じ て、 スケジュールし ます。

リ ス ト アするバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト の ID を指定し ます。 セーブセ ッ ト 番号の前

に、 ターゲッ ト のク ラ イアン ト 名と使用するプ ラグイ ン も指定できます （これらの間は
コ ロンで区切り ます）。 
例 ： 59:NVSERVER:filesystem
これによ り、 セーブセ ッ ト の特定にかかる時間を短縮できます。

-definition ジ ョ ブ定義フ ァ イルの名前を指定し ます。 フ ァ イルのフル ・ パスを指定し ます。

定義フ ァ イルには、 含めるまたは除外する フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リのリ ス ト が含ま
れます。 このオプシ ョ ンは、 次の形式で使用する必要があ り ます。

[Restore]
Title=<Job Title>
Schedule=<Schedule Set name>
Advanced=<Advanced Options Set name>
[Include]
Path=<Full path to restore items>
Relocate=<Relocation path> （ジ ョ ブの実行前にパスが作成されている こ

と を確認し ます）。

Rename=<New name for the item> （既存のフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リが

上書き されないよ う にする場合に、 このオプシ ョ ンを使用できます）。
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注意
リ ス ト ア定義フ ァ イルには、 以下のルールが適用されます。

• 特定のスケジュールまたはリ ス ト ア詳細設定オプシ ョ ン ・ セ ッ ト が不要な場合でも、 「Schedule」 および

「Advanced」 エン ト リ を [Restore] ス タ ンザに含める必要があり ます。 NetVault WebUI または

nvsetcreate ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 これらのセ ッ ト を作成できます。

• [Include] ス タ ンザでは、 1 行に 1 アイテムのみを指定できます。

[Include]
C:\data
C:\new
C:\Program Files

• Rename オプシ ョ ンおよび Relocate オプシ ョ ンでは、 各アイテムに個別の [Include] ス タ ンザを作成す

る必要があり ます。 正しい例

[Include]
path=C:\data\files
relocate=C:\data\new
[Include]
path=C:\Program Files
relocate=C:\Old Program Files
誤っている例

[Include]
path=C:\data\files
path=C:\Program Files
relocate=C:\data\new
relocate=C:\Old Program Files

• Rename オプシ ョ ンおよび Relocate オプシ ョ ンを ［Include］ ス タ ンザの同一のイ ンス タ ンス内に指定

する と、 1 つのフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ で両方の操作を実行できます。

[Include]
path=C:\data\new （リ ス ト ア対象のデータ と その元のパス）

relocate=C:\saved\data （移動先のパス）

rename=C:\saved\data\old （新しいデ ィ レ ク ト リ名を使用し た移動先のパス）

• 移動先のデ ィ レ ク ト リは、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが実行される前に、 ターゲッ ト ・ システムに存在し ている
必要があり ます。 このコマン ド では、 -run パラ メ ータ を使用し ないで、 ジ ョ ブを作成し て保存し、 移動

先の新しいデ ィ レ ク ト リ を作成できます。 ただ し、 ジ ョ ブを実行する場合は、 ターゲッ ト の移動先の
デ ィ レ ク ト リが存在し ている必要があり ます。

-run ジ ョ ブを実行し ます。 このオプシ ョ ンを選択し ない場合は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブは作成お
よび保存されますが、 実行はスケジュールされません。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。

このオプシ ョ ンを指定する と、 ユーテ ィ リ テ ィ が、 追加のコマン ドのプロンプ ト が表示
される前に、 「job succeeded」 または 「job failed」 とい う結果を返し ます。

表 65. nvrestore - ジ ョ ブ定義フ ァ イルからジ ョ ブを作成するためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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nvsetcreate

説明
セ ッ ト を作成し ます。

構文
nvsetcreate [-setname <Set Name>] -type <set type> <Set Type Specific Options> 
-assign <Assignment Character> -delimit <Delimiter Character> 
-parameters <Parameter Filename>] [-version]

オプシ ョ ン

表 66. nvsetcreate

オプシ ョ ン 説明

-setname 作成する必要のあるセ ッ ト の名前を指定し ます。

-type セ ッ ト ・ タ イプ と セ ッ ト 固有のオプシ ョ ンを指定し ます。 
セ ッ ト ・ タ イプは、 以下のいずれかを使用できます。

• BS ： バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

• BO ： バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト

• S ： スケジュール ・ セ ッ ト

• BT ： バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト

• AB ： バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

• RS ： リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

• AR ： リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト

任意のセ ッ ト ・ タ イプで使用可能なオプシ ョ ンの一覧を取得するには、 次のコマン ド を
使用し ます。

nvsetcreate -type <set type> -- help
例 ：

nvsetcreate -type BS -- help
セ ッ ト 固有のオプシ ョ ンについての詳細は、 次の各セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

• バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

• リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト

• スケジュール ・ セ ッ ト

• バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト

• バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

• リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト

-assign 変更の説明で使用する代入演算子を指定し ます。 デフ ォル ト の代入演算子は 「=」 文字

です。 古い値または新しい値に 「=」 文字が含まれている場合、 このオプシ ョ ンを指定

する必要があり ます。 
-delimit 変更の説明で区切り文字と し て使用する文字を指定し ます。 デフ ォル ト の区切り文字は

「:」 文字です。 古い値または新しい値に 「:」 文字が含まれている場合、 このオプシ ョ ン

を指定する必要があり ます。
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

コ マン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使用
74



注意
• Plug-in for NDMP では、 nvsetcreate ユーテ ィ リ テ ィ を使用し てバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト の

みを作成できます。

• Plug-in for NDMP のセ ッ ト の作成時に、 既存のセ ッ ト 名を指定する と、 nvsetcreate ユーテ ィ リ テ ィ では

セ ッ ト を上書き し ます。 nvsetmodify の代わり に nvsetcreate ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 このプラ

グイ ンのセ ッ ト を変更できます。

バッ クア ッ プ ・ セレ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン

-parameters パラ メ ータ ・ フ ァ イルからオプシ ョ ンを読み取り ます。

パラ メ ータ ・ フ ァ イルは、 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使用し て作成できます。 1 行に

1 つのオプシ ョ ン と その値を指定し、 オプシ ョ ンの前の 「-」 は省略し ます。 オプシ ョ ン

と値を区切るには、 スペースまたはタ ブを使用し ます。 コ メ ン ト を含めるには、 その行
の先頭に 「#」 文字を付けます。 
例 ：

# nvsetcreate example file
setname workbackup
type BS
client WinClient
このフ ァ イルは、 次のよ う に、 -parameters オプシ ョ ン と併用できます。

./nvsetcreate -parameters example.txt

表 67. バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明

-client < ク ラ イアン

ト >
バッ クア ッ プする NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前を指定し ます。

-plugin < プ ラグイ ン

名 >
バッ クア ッ プに使用するプ ラグイ ンの名前を指定し ます。 NetVault WebUI に表示され

るプ ラグイ ン名を指定する必要があ り ます。 
例 ： -plugin “File System”

-include < パス > バッ クア ッ プ ・ パスを指定し ます。 
ツ リー内の選択し たアイテムの下位の各ノ ー ド の名前を、 NetVault WebUI に表示され

る とおり に指定し ます。 各ノ ー ドは、 ク ラ イアン ト ・ オペレーテ ィ ング ・ システムに応
じ て、 "/" または "\" で区切り ます。

-exclude < パス > バッ クア ッ プ時に除外するパスを指定し ます。 このパスは、 バッ クア ッ プ時に含めるパ
ス （include パス） と同じ よ う に指定する必要があ り ます。 このオプシ ョ ンは、 すでに

包含対象と し て指定されているアイテムの下位に表示されているアイテムを除外する と
きのみ使用し ます。

-info < パス = 値 [: 値
[:…]]> 

セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内のノード に結合されるプラグイン情報オブジ ェ ク ト を指定します。

プ ラグイ ンはバッ クア ッ プ時にこの情報を使用できません。 このオプシ ョ ンは、 プ ラグ
イ ンによ って常にデフ ォル ト 値が追加される ノ ー ド に対し てのみ指定できます。 値のタ
イプ と順序は、 プ ラグイ ンによ って異な り ます。 詳細については、 テ クニカル ・ サポー
ト にお問い合わせ く だ さい。

表 66. nvsetcreate

オプシ ョ ン 説明
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

コ マン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使用
75



注意

• NetVault Backup Plug-in for FileSystem を使用し てルー ト ・ デ ィ レ ク ト リのバッ クア ッ プ用セレ クシ ョ

ン ・ セ ッ ト を作成する際には、 末尾の 「\」 文字を含めないで く だ さい。 ド ラ イブ文字のみ指定し ます。

し たがって、 パスは C:\ ではな く C: と な り ます。

例 ：

nvsetcreate -setname testset -type BS -client WINCLIENT1 -plugin “File System” 
-include “Fixed Drives\C:”

• Plug-in for Consolidation、 Plug-in for Data Copy、 Plug-in for Raw Devices で使用するバッ クア ッ プ ・ セ

レ クシ ョ ン ・ セ ッ ト で -include オプシ ョ ンを使用する と きは、 NetVault WebUI に表示される フル ・ フ ァ

イル ・ パスを指定し ます。

▪ ツ リー ・ アイテムを区切るには、 "/" を使用し ます。 使用するオペレーテ ィ ング ・ システムに関係

な く 、 区切り文字と し て順スラ ッ シュ （"/"） を使用できます。

▪ パスを二重引用符で区切り ます。

▪ 完全なセーブセ ッ ト ・ タ イ ト ルを含めます。

/JobTitle(Savesetnum) hh:mm DD MM YYYY
例 ：

nvsetcreate -setname DataCopy1 -type BS -client ukwk1115 -plugin “Data Copy” 
-include “Backups/ukwk1115/File System/spanningTapes (Saveset 106) 11:00 31 jul 
2011”

例

• Plug-in for FileSystem を使用し て “C:\work” デ ィ レ ク ト リ にあるすべてのフ ァ イル （ただ し、 “a.zip” フ ァ

イルを除 く ） をバッ クア ッ プする、 Windows ベースのク ラ イアン ト “WinClient” のバッ クア ッ プ ・ セレ ク

シ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し ます。

nvsetcreate -setname workbackup -type BS -client WinClient 
-plugin “File System” -include “Fixed Drives\C:\work” -exclude “C:\work\a.zip”

• デ ィ レ ク ト リ 「Isilon/ifs/data/testdata/small」 内のデータのレベル 1 バッ クア ッ プを実行する、 Isilon フ ァ

イ ラー （参照機能な し） のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し ます。

nvsetcreate -setname Isilon_Dump1 -type BS -client Interop_r14 
-plugin "NDMP Client" -browsesetting NDMPC_TAG_LEVEL=1 
-include “Isilon/ifs/data/testdata/small”

-browsesetting < エ

ン ト リ >
タグ名と選択し たオプシ ョ ンの設定を指定し ます。 このオプシ ョ ンを使用し て、 参照機
能制限付きまたは制限な しのフ ァ イ ラーのセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成できます。 
タグを一覧表示するには、 次のよ う に入力し ます。

nvsetcreate -type BS -helpndmptags 
使用可能な タグは次のとおり です。

LEVEL – NDMPC_TAG_LEVEL
HIST – NDMPC_TAG_GET_FILE_INFO
UPDATE – NDMPC_TAG_UPDATE 
DIRECT –NDMPC_TAG_DIRECT_IF_POSSIBLE

表 67. バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明
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リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン

表 68. リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明

-client < ク ラ イアン

ト >
データのバッ クア ッ プ元の NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前を指定し ます。

-plugin < プ ラグイ ン

名 >
バッ クア ッ プに使用し たプ ラグイ ンの名前を指定し ます。 NetVault WebUI に表示され

るプ ラグイ ン名を指定する必要があ り ます。 
例 ： -plugin “File System”

-saveset <ID> リ ス ト アするセーブセ ッ ト の ID を指定し ます。 
このオプシ ョ ンは、 特定のセーブセ ッ ト を リ ス ト アする場合に使用し ます。 代わり
に- title オプシ ョ ンを使用する と、 バッ クア ッ プの最新のセーブセ ッ ト からデータ を リ

ス ト アできます。

-title < タ イ ト ル > リ ス ト アするバッ クア ッ プの名前を指定し ます。 
セーブセ ッ ト 名にタグ （バッ クア ッ プ ・ タ イプ識別子） が含まれる場合、 そのタグが
ジ ョ ブ名 （「-」 で区切られています） に含まれる こ と を確認し ます。

例 ： ジ ョ ブ名が 「Test Backup」 であり、 タグまたはバッ クア ッ プ ・ タ イプ識別子が

「VSS Full」 である場合、 次のよ う に指定し ます。

-title “Test Backup - VSS FULL” 
ジ ョ ブに複数のセーブセ ッ ト が存在する場合は、 最新のセーブセ ッ ト が使用されます。
特定のセーブセ ッ ト からデータ を リ ス ト アするには、 -saveset オプシ ョ ンを使用し ま

す。

-timestamp <HH:MM 
DD MMM YYYY>

リ ス ト アするセーブセ ッ ト のタ イムス タ ンプを指定し ます。 このオプシ ョ ンを -title オ

プシ ョ ン と組み合わせて使用する と、 セーブセ ッ ト ID を指定せずにリ ス ト ア ・ セレ ク

シ ョ ン ・ セ ッ ト を作成できます。

月名は MMM 形式で指定し ます （たと えば、 「January （1 月）」 は 「Jan」 にな り ます）。

これらの名前は英語で指定し ます。

例 ： -timestamp “19:25 21 Apr 2016”
-include < パス > リ ス ト アするパスを指定し ます。 ツ リー内の選択し たアイテムの下位の各ノ ー ドの名前

を、 NetVault WebUI に表示される とお り に指定する必要があり ます。 各ノ ー ドは、 ク

ラ イアン ト ・ オペレーテ ィ ング ・ システムに応じ て、 "/" または "\" で区切る必要があり

ます。

メ モ ： リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト に -include と -rename の両オプシ ョ ンを使用

する場合は、 前者を最初に指定する必要があ り ます。

-exclude < パス > リ ス ト ア時に除外するパスを指定し ます。 このパスは、 バッ クア ッ プ時に含めるパス
（include パス） と同じ よ う に指定する必要があ り ます。 このオプシ ョ ンは、 すでに包含

対象と し て指定されているアイテムの下位に表示されているアイテムを除外する と きの
み使用し ます。
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例

• 次の例では、 Plug-in for FileSystem を使用し て、 セーブセ ッ ト ID 「320」 からデータ を リ ス ト アする リ ス

ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「restorebig」 を作成し ています。 データは、 ク ラ イアン ト 「isp9039」 から

バッ クア ッ プ されたものです。 このセ ッ ト には、 リ ス ト ア対象と し てデ ィ レ ク ト リ 「/a1」 を除 く ボ

リ ューム全体が含まれます。 また、 フ ァ イル 「document」 は 「/usr/var」 デ ィ レ ク ト リから 「usr/tmp」

デ ィ レ ク ト リ に移動されます。 最後に、 ［最新フ ァ イルを上書き］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを有効にし てい
ます。

nvsetcreate -setname restorebig -type RS -client isp9039 -plugin “File System” 
-saveset 320 -include “/” -exclude /a1 
-rename /usr/var/document=/usr/tmp/document 
-restoreoption NVFSOPT_OVERNEW=TRUE

• 次の例では、 -timestamp オプシ ョ ンを使用し て、 リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し ています。

nvsetcreate -setname fs_time -client Client-A -type RS -plugin "File System" 
-title fs_full -timestamp "19:25 21 Apr 2016" -include c:\testdata\small\data

-rename < パス > =<
新しい名前またはパ
ス >

リ ス ト ア ・ アイテムの名前変更または移動を実行し ます。

名前変更と移動を組み合わせる こ と もできますし、 一方だけを単独で使用する こ と もで
きます。 場所を変更せずにアイテム名を変更する場合は、 新しい名前のみを指定し ま
す。 アイテムを移動する場合は、 フル ・ パスを指定し ます。 
データ を別のパスに移動する場合は、 コマン ド を実行する前に、 ターゲ ッ ト ・ マシン上
に移動先のパスが存在し ている こ と を確認し ます。 
例 ：

• 名前変更のみ ：

-rename /usr/joe/diary=diary.old
• 移動のみ ：

-rename /usr/joe/diary=/home/joe/diary
• 名前変更と移動 ：

-rename /usr/joe/diary=/home/joe/diary.old
-restoreoption < オプ

シ ョ ン = 値 >
ジ ョ ブの リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを指定し ます。 
このオプシ ョ ンを使用するには、 設定するオプシ ョ ンの 「タグ ID」 が必要です。 タグ

ID には、 CLI が認識するバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン名か、 NetVault Backup によ ってオ

プシ ョ ンに割り当てられている数値のいずれかを指定できます。 これらの値はどち ら
も、 nvsetmodify.cfg フ ァ イルの ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンでグループ分

けされています。

このオプシ ョ ンの指定時の形式は、 以下のとお り です。

-restoreoption <Tag ID=value>
-restoretarget < ク ラ

イアン ト >
ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の名前を指定し ます。 
デフ ォル ト では、 アイテムはバッ クア ッ プ元と同じ ク ラ イアン ト に リ ス ト ア されます。
別のク ラ イアン ト へデータ を リ ス ト アする場合は、 選択し たプ ラグイ ンがそのク ラ イア
ン ト にイ ンス ト ールされている こ と を確認し ます。

-info < パス = 値 [: 値
[:…]]>

セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内のノ ー ド に結合されるプ ラグイ ン情報オブジ ェ ク ト を指定し ま
す。 値のタ イプ と順序は、 プ ラグイ ンによ って異な り ます。 詳細については、 テ クニカ
ル ・ サポー ト にお問い合わせ く だ さい。

表 68. リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明
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バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン

例

• Plug-in for FileSystem を使用し て増分バッ クア ッ プを実行するバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を作

成し ます。

nvsetcreate -setname FSOptions -type BO -client WinClient 
-plugin "File System" -backupoption NTFSOPT_TYPEINCR=true

• Plug-in for FileSystem を使用し てフル ・ バッ クア ッ プを実行するバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を

作成し ます。 バッ クア ッ プは再開可能と し て設定する必要があ り ます。

nvsetcreate -setname FSOptions2 -type BO -client WinClient 
-plugin "File System" -backupoption NTFSOPT_TYPEFULL=true -backupoption 
NTFSOPT_RESTARTABLE=true

表 69. バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明

-client < ク ラ イアン

ト >
バッ クア ッ プする NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前を指定し ます。

-plugin < プ ラグイ ン

名 >
バッ クア ッ プに使用するプ ラグイ ンの名前を指定し ます。 NetVault WebUI に表示され

るプ ラグイ ン名を指定する必要があ り ます。 
例 ： -plugin “File System”

-backupoption 
<option=value> 

ジ ョ ブのバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンを指定し ます。 
このオプシ ョ ンを使用するには、 設定するオプシ ョ ンの 「タグ ID」 が必要です。 タグ

ID には、 CLI が認識するバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン名か、 NetVault Backup によ ってオ

プシ ョ ンに割り当てられている数値のいずれかを指定できます。 これらの値はどち ら
も、 nvsetmodify.cfg フ ァ イルの ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンでグループ分

けされています。

このオプシ ョ ンの指定時の形式は、 以下のとお り です。

-backupoption <Tag ID>=<Value>
複数バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンを指定する方法 ：

-backupoption <Tag ID>=<Value> -backupoption <Tag ID>=<Value> ...
例 ：

-backupoption NTFSOPT_SHADOW_COPY=true -backupoption 
NTFSOPT_TYPEFULL=true  -backupoption NTFSOPT_RESTARTABLE=true 

-backupoptionspath 
< パス >

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ パスを指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 プ ラグイ ン内のセレ クシ ョ ン ・ パスに応じ て、 プ ラグイ ンで異なる
バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ ページを指定できる場合にのみ適用されます。 このオプ
シ ョ ンは、 セレ クシ ョ ン ・ パスから特定のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ ページを指定す
る場合に使用できます。
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スケジュール ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン

例

• 毎月、 最終火曜日の午後 11:30 にジ ョ ブを起動するスケジュール ・ セ ッ ト 「EveryLastTuesday」 を作成

し ます。

nvsetcreate -type S -setname EveryLastTuesday -schedule repeating -time 23:30 
-weekdays tue -weeks L

表 70. スケジュール ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明

-schedule < 値 > スケジュール ・ タ イプを指定し ます。 サポー ト されている値は次のとお り です。

• immediate
• once
• repeating
• triggered

-time <hh:mm> ジ ョ ブの開始時刻を指定し ます。

-date <DD-MMM-
YYYY>

スケジュールが有効になる日付を指定し ます。

-weekdays 
<ddd[,ddd[,…]]>

ジ ョ ブを実行する曜日を指定し ます。 
例 ： -weekdays Mon, Tue, Wed, Thu, Fri

-weeks <n[,n[,…]]> ジ ョ ブを実行する月の週を指定し ます。 月の最後の週を指定するには、 「L」 を使用し ま

す。 
例 ： –weeks 1, 3 L

 -monthdays 
<n[,n[,…]]>

ジ ョ ブを実行する月の日を指定し ます。 月の最後の日を指定するには、 「L」 を使用し ま

す。 
例 ： –monthdays 7, 14, 21, L

-every <n- 期間 > ジ ョ ブを実行する間隔を指定し ます。 時間数、 日数、 週数、 または月数で指定し ます。
数値と期間を区切るには、 ハイ フ ン （-） を使用し ます。 
例 ： -every 12-month

-trigger < ト リ ガ > ト リ ガ設定されたジ ョ ブを実行する ト リ ガの名前を指定し ます。

-priority < 数値 > ジ ョ ブの優先度レベルを指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 2 つ以上のジ ョ ブを同時に実

行するよ う スケジュールする と き、 リ ソース割り当ての優先度付けに使用し ます。 優先
度レベルは、 1 （最高優先度） ～ 100 （最低優先度） の任意の値に設定できます。 優先

度レベル 0 を指定する と、 ジ ョ ブをバッ クグラウン ド ・ タ スク と し て実行するよ う に設

定されます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 30 です。

-retry < ブール値 > ジ ョ ブの最初の実行に失敗し た後のジ ョ ブの再試行を有効または無効にし ます。 ジ ョ ブ
の再試行を有効にするには、 「TRUE」 に設定し ます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は

「FALSE」 に設定されています。

-retries < 数値 > ジ ョ ブの最大再試行回数を指定し ます。 1 ～ 10 の任意の値に設定できます。 このオプ

シ ョ ンは、 -retry が 「TRUE」 に設定されている場合のみ有効です。 このオプシ ョ ンのデ

フ ォル ト 値は 1 です。

-retrydelay <hh:mm> 再試行の間の遅延時間を指定し ます。 0:00 ～ 23:59 の任意の値に設定できます。 このオ

プシ ョ ンは、 -retry が 「TRUE」 に設定されている場合のみ有効です。 デフ ォル ト では、

-retry が 「TRUE」 に設定されてお り、 このオプシ ョ ンが設定されていなければ、 ジ ョ ブ

は即座に実行されるよ う スケジュールされます。
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バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン

例

• ラ イブ ラ リ 「MyDltLib」 のド ラ イブ 3 またはド ラ イブ 4 を使用するバッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト

を作成し ます。 このセ ッ ト は、 グループに関係な く 、 任意のメ デ ィ アに書き込み、 必要に応じ て、 自動
的に メ デ ィ アのラベル付けまたは再利用を実行し ます。

nvsetcreate -type BT -setname Drive4 -device MyDltLib -librarydrivenumber 3 
-librarydrivenumber 4 -anymedia -autolabel TRUE -reusemedia any

表 71. バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明

-device <device> ターゲッ ト ・ デバイスまたはラ イブ ラ リの名前を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 コマ
ン ド内で 2 回以上使用できます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「Any Device」 で

す。

-librarydrivenumber 
<n>

ターゲッ ト ・ ド ラ イブを指定し ます。 このオプシ ョ ンの前に -device オプシ ョ ンを指定

する必要があり ます。 -librarydrivenumber オプシ ョ ンを使用し て、 別々に使用できる

各ド ラ イブを指定し ます。

-anymedia メ デ ィ ア ・ グループの関連付けに関係な く 、 任意のメ デ ィ アを使用し ます。 このオプ
シ ョ ンを指定し ない場合は、 グループに属する メ デ ィ ア ・ アイテムのみが使用されま
す。

-mid <MID> 指定し た メ デ ィ ア ID を持つ メ デ ィ アを使用し ます。

-group <media 
group>

指定し た メ デ ィ ア ・ グループに関連付けられた メ デ ィ アを使用し ます。

-autolabel <value> ブ ラ ン クのメ デ ィ アにラベルを付けます。 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」

です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「TRUE」 に設定されています。

-reusemedia <value> メ デ ィ アの再利用について指定し ます。 このオプシ ョ ンに使用できる値は、 次のいずれ
かです。

• never ： メ デ ィ アを再利用し ません

• any ： 任意のメ デ ィ アを再利用し ます

• group ： グループに属する任意のメ デ ィ ア ・ アイテムを再利用し ます

-minimumspace 
<value>

バッ クア ッ プに使用するために、 メ デ ィ ア ・ アイテムで必要な最小限の空き領域を指定
し ます。 MB 単位で指定し ます。

-protectmedia 
<value>

メ デ ィ アを書き込み禁止にし ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 です。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。

-firstonmedia 
<value>

メ デ ィ ア上の最初のバッ クア ッ プかど うかを管理し ます。 使用できる値は、 「TRUE」 ま

たは 「FALSE」 です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されていま

す。

-localdrivesonly 
<value>

ローカルに接続されたデバイスのみ許可し ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または

「FALSE」 です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。

-mediarequesttime
out <value>

メ デ ィ ア要求タ イムアウ ト の設定を可能にし ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または

「FALSE」 です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。

-mediarequesttime
outvalue <hh:mm>

メ デ ィ ア要求のタ イムアウ ト 間隔を指定し ます。 0:05 ～ 23:59 の任意の値に設定できま

す。 このオプシ ョ ンは、 -mediarequesttimeout が 「TRUE」 に設定されている場合の

み有効です。

設定可能な最小タ イムアウ ト 間隔は 5 分です。 00:05 分未満の値を指定する と、 エラー

が表示されます。 指定し た値は、 5 分間隔で最も近い値に自動的に切り上げられます。

た と えば、 7 分は 10 分に、 22 分は 25 分に、 自動的に変更されます。
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バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

オプシ ョ ン

表 72. バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明

-backuptype <value> バッ クア ッ プ ・ タ イプ （バッ クア ッ プまたはアーカ イブ） を指定し ます。 
-discardtime 
<interval>

バッ クア ッ プを保持する期間を指定し ます。 指定期間が経過する と、 バッ クア ッ プは自
動的に破棄されます。 この期間は、 日数、 週数、 または年数で指定できます。 
例 ： -discardtime 26-weeks

-backuplife <value> ジ ョ ブ用に保持する フル ・ バッ クア ッ プの数を指定し ます。 古いバッ クア ッ プは自動的
に破棄されます。

-encryption <value> バッ クア ッ プの暗号化を有効にし ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 で

す。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。

-verify <value> バッ クア ッ プの検証を実行し ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 です。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。

-deduplicate <value> バッ クア ッ プ ・ データの重複を排除し ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または

「FALSE」 です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。 
-netcompress 
<value>

NetVault Backup ク ラ イアン ト と NetVault Backup サーバー間で転送されるデータの

ネ ッ ト ワーク圧縮を有効にし ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 です。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。 
-dontcatalog <value> 選択し たセーブセ ッ ト のバッ クア ッ プを カ タ ログ化から除外し ます。 使用できる値は、

「TRUE」 または 「FALSE」 です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定

されています。

-secondarycopy 
<value>

セカ ンダ リ ・ コ ピーを作成し ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 です。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。

-duplicate <value> 複製方式を使用し てセカ ンダ リ ・ コ ピーを作成し ます。 使用できる値は、 「TRUE」 また

は 「FALSE」 です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。

-datacopy <value> データ ・ コ ピー方式を使用し てセカ ンダ リ ・ コ ピーを作成し ます。 使用できる値は、
「TRUE」 または 「FALSE」 です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定

されています。

-encryptsecondary
copy <value>

セカ ンダ リ ・ コ ピーを暗号化し ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 で

す。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。

-migrate <value> セカ ンダ リ ・ コ ピーが作成された後、 元のバッ クア ッ プを削除し ます。 使用できる値
は、 「TRUE」 または 「FALSE」 です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に

設定されています。
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-usereplication 
<value>

データ ・ コ ピー操作または複製操作の際に、 同一タ イプのデバイス間で、 複製し たデー
タの転送を有効にし ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 です。 このオプ

シ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「TRUE」 に設定されています。

レプ リ ケーシ ョ ンによ り セカ ンダ リ ・ コ ピーを効率的に作成する こ とができます。 ま
た、 以下の利点があり ます。

• 重複排除形式でデータ を コ ピーし ます。 これによ り、 ネ ッ ト ワーク経由で転送さ
れるデータ量が大幅に軽減されます。

• NetVault Backup サーバー上のリ ソースを一切使用せずにソースから ターゲッ ト

に直接データ を コ ピーし ます。

以下のス ト レージ ・ デバイスが、 最適レプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ています。

• Quest NetVault SmartDisk デバイス ： レプ リ ケーシ ョ ンの最適化を実行するに

は、 NetVault SmartDisk 2.0 以降が必要です。 
レプ リ ケーシ ョ ン元およびレプ リ ケーシ ョ ン先の Quest NetVault SmartDisk サー

バーに設定されているログイ ン認証情報が一致し ないと、 レプ リ ケーシ ョ ンに失
敗し ます。 レプ リ ケーシ ョ ンを成功させるには、 次のいずれかを実行し ます。

－ 両方の Quest NetVault SmartDisk サーバーで WebDAV 認証を無効にし ます。

－ ソースのみ WebDAV 認証を有効にし ます。

－ 両方のサーバー上で同じ ログイ ン認証情報を設定し ます。

メ モ ： Quest NetVault SmartDisk から他のデバイス ・ タ イプ （例 ： VTL、 Quest DR 
Series システム、 または Data Domain システム） にバッ クア ッ プを コ ピーする際には、

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択解除する必要があ り ます。 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選
択解除し ないと、 データ ・ コ ピーまたは複製ジ ョ ブは、 失敗するか応答し な く な り ま
す。

• Quest DR Series システム ： 最適化し たレプ リ ケーシ ョ ンを実施するには、 ソー

スおよびターゲッ ト の Quest DR Series システムの両方で、 同じ リ リース ・ バー

ジ ョ ンの DR OS が稼働し ている必要があ り ます。 異なる リ リースの OS が稼働

し ているシステム間でのレプ リ ケーシ ョ ンはサポー ト されていません。 
た と えば、 DR OS 2.1.x が稼働し ている ソース ・ システムからデータ をレプ リ

ケー ト するには、 ターゲッ ト ・ システムでも同じ リ リースの OS が稼働し ている

必要があり ます。 ターゲッ ト ・ システムで DR OS リ リース 2.0.x または 3.0.x が

稼働し ている場合、 レプ リ ケーシ ョ ンは失敗し ます。

メ モ ： Quest DR Series システム上で最適化されたレプ リ ケーシ ョ ン とバッ クア ッ プを

同時に実行する と、 バッ クア ッ プのスループ ッ ト が低下し ます。

• Quest QoreStor
• DD Boost 対応の Data Domain システム ： 2 つの DD Boost 対応 Data Domain

システム間でのセカ ンダ リ ・ コ ピー ・ バッ クア ッ プで、 DD Boost が提供する管

理フ ァ イル ・ レベルの複製機能を使用し ます。

フ ァ イル ・ レベルのレプ リ ケーシ ョ ンには、 DD Boost Replicator ラ イセンスが

必要です。 このラ イセンスは、 レプ リ ケーシ ョ ン元およびレプ リ ケーシ ョ ン先の
両方の Data Domain システムにイ ンス ト ールする必要があ り ます。 

• ソース と ターゲッ ト の Data Domain システムで稼働し ている Data Domain OS
のバージ ョ ンが異なる場合にレプ リ ケーシ ョ ンを成功させるには、 ターゲッ ト ・
システム側で上位バージ ョ ンの OS を稼働する必要があ り ます。

-duplicateclient 
<value>

セカ ンダ リ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブを実行する NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前を指定し

ます。 Server、 Original、 または任意の NetVault Backup ク ラ イアン ト を指定できます。

-
duplicatescheduleset 
<set name>

セカ ンダ リ ・ コ ピーのスケジュール ・ セ ッ ト の名前を指定し ます。

表 72. バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

コ マン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使用
83



例

• バッ クア ッ プ寿命が 5 回のフル ・ バッ クア ッ プに設定された詳細設定セ ッ ト 「AdvOptBU」 を作成し ま

す。 以下のコマン ドは、 ネ ッ ト ワーク圧縮とバッ クア ッ プの検証を有効にし、 「jobdone」 とい う タ イ ト

ルの後処理スク リ プ ト を実行し ます。

nvsetcreate -type AB -setname AdvOptBU -backuplife 5 -netcompress TRUE 
-verify TRUE -postscript jobdone

-duplicatetargetset 
<set name>

セカ ンダ リ ・ コ ピーのターゲッ ト ・ セ ッ ト の名前を指定し ます。

 -duplicatesource 
<set name>

セカ ンダ リ ・ コ ピーのソース ・ セ ッ ト の名前を指定し ます。

-
allowstreamstoshare
media <value>

ス ト リームによる メ デ ィ アの共有を可能にし ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または

「FALSE」 です。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。 こ

のオプシ ョ ンは、 -secondarycopy が 「TRUE」 に設定されている場合のみ有効です。

-duplicatelife 
<interval>

セカ ンダ リ ・ コ ピーの保存期間を指定し ます。 このオプシ ョ ンを省略する と、 （-
discardtime オプシ ョ ンで指定し た） オ リ ジナルの保存期間が使用されます。

-offlineindexafter 
<interval>

オン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスの保存期間を指定し ます。 指定期間が経過する と、 バッ ク
ア ッ プ ・ イ ンデッ クスは自動的に NetVault データベースから削除されます。 この期間

は、 日数、 週数、 または年数で指定できます。 
例 ：

-offlineindexafter 2-days
-offlineindexafter 24-weeks

-prescript <script 
name>

ジ ョ ブを開始する前に実行するスク リ プ ト の名前を指定し ます。 このフ ァ イルは
NetVault Backup の scripts デ ィ レ ク ト リ に格納し てお く 必要があり ます。

-prescriptarg <arg> スク リ プ ト の実行時パラ メ ータ を指定し ます。 
-postscript <script 
name>

ジ ョ ブが完了する前に実行するスク リ プ ト の名前を指定し ます。 このフ ァ イルは
NetVault Backup の scripts デ ィ レ ク ト リ に格納し てお く 必要があり ます。

-postscriptarg <arg> スク リ プ ト の実行時パラ メ ータ を指定し ます。

-eventsuccess <arg> ジ ョ ブが正常に完了し た と きに発生させる イベン ト 。

-eventwarning <arg> ジ ョ ブが警告付きで終了し た と きに発生させる イベン ト 。

-eventfailure <arg> ジ ョ ブが失敗し た と きに発生させる イベン ト 。

-secmediatimeout 
<mins>

メ デ ィ ア要求のタ イムアウ ト 間隔を指定し ます。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は、 10 分です。

-maxstreams <n> 生成可能なパラ レル ・ ス ト リームの最大数。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 1 です。

表 72. バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

コ マン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使用
84



リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト

オプシ ョ ン

nvsetdelete

説明
セ ッ ト を削除し ます。

構文
nvsetdelete -setname <Set Name> [-type <Set Type>] [-version]

オプシ ョ ン

表 73. リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト

オプシ ョ ン 説明

-netcompress 
<value>

NetVault Backup ク ラ イアン ト と NetVault Backup サーバー間で転送されるデータの

ネ ッ ト ワーク圧縮を有効にし ます。 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 です。

このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 「FALSE」 に設定されています。

-prescript <script 
name>

ジ ョ ブを開始する前に実行するスク リ プ ト の名前を指定し ます。 このフ ァ イルは
NetVault Backup の scripts デ ィ レ ク ト リ に格納し てお く 必要があり ます。

-prescriptarg <arg> スク リ プ ト の実行時パラ メ ータ を指定し ます。 
-postscript <script 
name>

ジ ョ ブが完了する前に実行するスク リ プ ト の名前を指定し ます。 このフ ァ イルは
NetVault Backup の scripts デ ィ レ ク ト リ に格納し てお く 必要があり ます。

-postscriptarg <arg> スク リ プ ト の実行時パラ メ ータ を指定し ます。

-eventsuccess <arg> ジ ョ ブが正常に完了し た と きに発生させる イベン ト 。

-eventwarning <arg> ジ ョ ブが警告付きで終了し た と きに発生させる イベン ト 。

-eventfailure <arg> ジ ョ ブが失敗し た と きに発生させる イベン ト 。

表 74. nvsetdelete

オプシ ョ ン 説明

-setname 削除するセ ッ ト の名前を指定し ます。

-type セ ッ ト ・ タ イプを指定し ます。 以下のいずれかを指定できます。

• BS ： バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

• BO ： バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト

• S ： スケジュール ・ セ ッ ト

• BT ： バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト

• AB ： バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

• RS ： リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

• AR ： リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。
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nvsetexport

説明
セ ッ ト を出力フ ァ イルにエクスポー ト し ます。

構文
nvsetexport [-setname <Set Name>] -type <Set Type> -file <Output File> [-version]

オプシ ョ ン

例
• 以下のコマン ドは、 すべてのスケジュール ・ セ ッ ト を フ ァ イル 「schedules.nss」 にエクスポー ト し ます。

nvsetexport -type S -file schedules.nss
• 以下のコマン ドは、 バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「Blackbird」 と 「Robin」 を フ ァ イル

「bandr.nss」 にエクスポー ト し ます。

nvsetexport -type BS -setname Blackbird -setname Robin - file bandr.nss

nvsetimport

説明
指定し たセ ッ ト を入力フ ァ イルから NetVault Backup サーバーにイ ンポー ト し ます。

表 75. nvsetexport

オプシ ョ ン 説明

-setname エクスポー ト するセ ッ ト の名前を指定し ます。

-type セ ッ ト ・ タ イプを指定し ます。 以下のいずれかを指定できます。

• BS ： バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

• BO ： バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト

• S ： スケジュール ・ セ ッ ト

• BT ： バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト

• AB ： バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

• RS ： リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

• AR ： リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト

-file 出力フ ァ イルの名前を指定し ます。

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。
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構文
nvsetimport -file <Input Filename> [-setname <Set Name>[=<new name>]] 
[-assign <Assignment Character>] [-version]

オプシ ョ ン

例
• 以下のコマン ドは、 フ ァ イル 「schedules.nss」 からすべてのセ ッ ト を イ ンポー ト し ます。

nvsetimport -file schedules.nss
• 以下のコマン ドは、 フ ァ イル 「bandr.nss」 からセ ッ ト 「Robin」 を イ ンポー ト し、 イ ンポー ト されたセ ッ

ト の名前を 「Ptarmigan」 に変更し ます。

nvsetimport -file bandr.nss -setname Robin=Ptarmigan
• 以下のコマン ドは、 フ ァ イル 「bandr.nss」 からセ ッ ト 「Blackbird」 を イ ンポー ト し、 イ ンポー ト された

セ ッ ト の名前を 「b=k」 に変更し ます。

nvsetimport -file bandr.nss -assign @ -setname Blackbird@b=k

nvsetmodify

説明
セ ッ ト を修正し ます。

構文
nvsetmodify -setname <set name> -type <set type> -change <change description> 
[-parameters <parameter file>] [-assign <assignment character>] 
[-delimit <delimiter character>] [-version]

表 76. nvsetimport

オプシ ョ ン 説明

-file 入力フ ァ イルの名前を指定し ます。

-setname
[=<newname>] 

入力フ ァ イルから イ ンポー ト するセ ッ ト の名前を指定し ます。 複数のセ ッ ト を イ ンポー
ト する場合は、 -setname オプシ ョ ンを使用し て各セ ッ ト 名を個別に指定し ます。

NetVault Backup へのイ ンポー ト 時に、 各セ ッ ト の名前を変更できます。

このオプシ ョ ンを省略する と、 入力フ ァ イルに記述されているすべてのセ ッ ト がオ リ ジ
ナルのセ ッ ト 名のままイ ンポー ト されます。 
同名のセ ッ ト が存在する場合は、 上書き されます。

-assign 変更の説明で使用する代入演算子を指定し ます。 デフ ォル ト の代入演算子は 「=」 文字

です。 値に 「=」 文字が含まれる場合、 このオプシ ョ ンを指定する必要があ り ます。 
-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。
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オプシ ョ ン

表 77. nvsetmodify

オプシ ョ ン 説明

-setname 修正するセ ッ ト の名前を指定し ます。

-type セ ッ ト ・ タ イプを指定し ます。 以下のいずれかを指定できます。

• BS ： バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

• BO ： バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト

• RS ： リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

nvsetmodify ユーテ ィ リ テ ィ は、 以下のセ ッ ト ・ タ イプをサポー ト し ていません。

• S ： スケジュール ・ セ ッ ト

• BT ： バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト

• AB ： バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト

• AR ： リ ス ト ア詳細設定セ ッ ト

上記のセ ッ ト を修正するには、 以下の方法を使用し ます。

• nvsetcreate ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 同じ名前でセ ッ ト を作成し ます。 この

ユーテ ィ リ テ ィ によ り、 既存のセ ッ ト が上書き されます。 
• NetVault WebUI を使用し てセ ッ ト を修正し ます。

-change 変更内容を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 複数回使用できます。 <change 
description> 変数の書式は次のとお り です。

<item>[:<field>][:<old value>]=<new value>
<item> には、 次のいずれかの値を設定できます。

<field> には、 アイテム内の修正する フ ィ ールド を指定し ます。

<old value> には、 選択し たアイテムの古い設定を指定し ます。

<new value> には、 選択し たアイテムの新しい設定を指定し ます。

以下のアイテムを変更し ます。

• tree ： セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内のアイテムを変更し ます。 tree アイテムは、 バッ

クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト と リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト にのみ適用
されます。 tree アイテムの場合、 <field> 変数には次のいずれかの値を設定でき

ます。

– path ： 詳細は、 「path」 を参照し て く ださい。

– rename ： 詳細は、 「rename」 を参照し て く だ さい。

– info ： 詳細は、 「info」 を参照し て く だ さい。

– 含める < ノ ー ド名 > または <ID> ： 詳細は、 「<Node Name> または <ID>」 を参

照し て く だ さい。
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• オプシ ョ ン ： リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを追加または修正し ます （プ ラグイ ンで リ ス
ト ア ・ オプシ ョ ンが提供されている場合）。

このオプシ ョ ンを使用するには、 設定するオプシ ョ ンの 「タグ ID」 が必要です。

タグ ID には、 CLI が認識するバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン名か、 NetVault Backup
によ ってオプシ ョ ンに割り当てられている数値のいずれかを指定できます。 これ
らの値はどち ら も、 nvsetmodify.cfg フ ァ イルの ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ セ

クシ ョ ンでグループ分けされています。

このオプシ ョ ンの指定時の形式は、 以下のとお り です。

Options:<Tag ID>=True/False
• Target ： ターゲッ ト ・ ツ リー内のアイテムを変更し ます （リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ

ン ・ セ ッ ト のみ）。

<field> 変数を使用し て、 変更する タ イプを指定し ます。 指定可能な値は、 有効

な NetVault Backup ク ラ イアン ト 名のみです。 <new value> には、 新しいター

ゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を指定し ます。

メ モ ： <new value> 変数を指定し ないと、 <old value> で選択または省略されている値は

すべて、 コマン ドの実行時に選択解除されている ものと見な されます。

path 
ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 またはセレ クシ ョ ン ・ パス内の単一のノ ー ド を変更し
ます。 パスを変更するには、 <old value> 変数と <new value> 変数を次のよ う に設定す

る必要があり ます。

• ク ラ イアン ト ：

<old value> = 現在の NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前

<new value> = 新規の NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前ク ラ イアン ト が

NetVault Backup サーバーに追加されている こ と を確認し ます。

• プ ラグイ ン ：

<old value> = 現在の NetVault Backup プ ラグイ ンの名前

<new value> = 新規の NetVault Backup プラグイ ンの名前。 セ ッ ト が定義されて

いる NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト に新規のプラグイ ンがイ ンス

ト ールされている こ と を確認し ます。

• セレ クシ ョ ン ・ パス ：

<old value> = プ ラグイ ンのルー ト ・ ノ ー ドから変更する ノ ー ド までのフル ・ パ

ス。 パス区切り文字には、 ク ラ イアン ト OS によ って、 バッ クスラ ッ シュ （\）
文字 （Windows の場合） またはスラ ッ シュ （/） 文字 （Linux/UNIX の場合） を使

用し ます。

<new value> = 新規ノ ー ド の名前

表 77. nvsetmodify

オプシ ョ ン 説明
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例 ：

Plug-in for FileSystem のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト には、 Windows
の次のセレ クシ ョ ン ・ パスが含まれます。

Fixed Drives\C:\work\t1\dump\a
このパス内のデ ィ レ ク ト リ 「t1」 を 「t2」 に変更する場合は、 2 つの変数を次の

よ う に設定し ます。

<old value> = Fixed Drives\C:\work\t1
<new value> = t2

Linux ク ラ イアン ト では、 Plug-in for FileSystem には事前定義のレベル 3 ノ ー ド

（“Fixed Drives” や “Removable Drives” など） は含まれません。 し たがって、

Linux/UNIX ク ラ イアン ト 上の同様のセレ クシ ョ ンには、 次のノ ー ドが含まれま

す。

/work /t1/dump/a
このパス内のデ ィ レ ク ト リ 「t1」 を 「t2」 に変更する場合は、 2 つの変数を次の

よ う に設定し ます。

<old value> =/work/t1
<new value> =t2

rename 
リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト に対し て、 名前変更または移動コマン ドの追加または
変更を実行し ます。 

• 名前変更または移動コマン ド を追加するには、 2 つの変数を次のよ う に設定し ま

す。 
<old value> = 名前変更または移動ターゲッ ト の現在の名前またはパス 
<new value> = 名前変更または移動ターゲッ ト の新規の名前またはパス

• 既存の名前変更または移動コマン ド を変更するには、 2 つの変数を次のよ う に設

定し ます。

<old value> = 現在の名前変更 / 移動構文 
<new value> = 新規の名前変更 / 移動構文 

info 
セレ クシ ョ ン ・ ツ リーのノ ー ド に結合されるプ ラグイ ン情報オブジ ェ ク ト を変更し ま
す。 このオプシ ョ ンを使用するには、 2 つの変数を次のよ う に設定し ます。

<old value> = プ ラグイ ンの root ノ ー ドからアプ リ ケーシ ョ ン ・ アイテムまでの

フル ・ パス。

<new value> = コ ロン （:） で区切られた、 プ ラグイ ン情報オブジ ェ ク ト の新規の

値。 変更し ないフ ィ ールドがある場合は、 新規の値と し て二重コ ロン （::） を指

定し ます。

<Node Name> または <ID>
バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブにアイテムを含めます。 CLI によ って認識される

「ノ ー ド名」 または NetVault Backup によ って ノ ー ド に割り当てられた数値 「ID」 のど

ち らかを指定し ます。 どち らの値も nvsetmodify.cfg フ ァ イルの [Tree Nodes] セク

シ ョ ンの下にま とめて記述されています。

このオプシ ョ ンを使用するには、 2 つの変数を次のよ う に設定し ます。

<old value> = 現在のノ ー ドのノ ー ド名またはノ ー ド ID。 ターゲッ ト NetVault 
Backup ク ラ イアン ト のセレ クシ ョ ン ・ ツ リーに指定し た タ イプのノ ー ドが複数

含まれている場合は、 ノ ー ド ID の代わり に ノ ー ド名を指定し ます。

<new value> = 新規ルー ト ・ ノ ー ドのノ ー ド名またはノ ー ド ID。

表 77. nvsetmodify

オプシ ョ ン 説明
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例
• 以下のコマン ドは、 NetVault Backup ク ラ イアン ト を 「Client-A」 から 「Client-B」 に変更するよ う に、

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「BS-Set1」 を変更し ます。

nvsetmodify -setname BS-Set1 -type BS -change Tree:path:Client-A=Client-B
• 以下のコマン ドは、 プ ラグイ ンを 「File System」 から 「Data Copy」 に変更するよ う に、 バッ クア ッ プ ・

セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「BS-Set1」 を修正し ます。

nvsetmodify -setname BS-Set1 -type BS -change "Tree:path:File System=Data Copy"
• 以下のコマン ドは、 セレ クシ ョ ン ・ パス 「Fixed Drives\C:\work\t1\dump\a」 のデ ィ レ ク ト リ 「t1」 を

「t2」 に変更するよ う に、 バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「BS-Set1」 を修正し ます。

nvsetmodify -setname BS-Set1 -type BS 
-change "Tree@path@Fixed Drives\C:\work\t1=t2" -delimit @
この例では、 パスにデフ ォル ト の区切り文字である 「:」 が含まれているため、 -delimit オプシ ョ ンを使

用し て 「@」 を区切り文字と し て設定し ています。

• 以下のコマン ドは、 セレ クシ ョ ン ・ パス 「/work/t1/dump/a」 のデ ィ レ ク ト リ 「t1」 を 「t2」 に変更するよ

う に、 バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「BS-Set1」 を修正し ます。

nvsetmodify -setname BS-Set1 -type BS -change "Tree:path:/work/t1=t2"
• 以下のコマン ドは、 セレ クシ ョ ン ・ パス 「Fixed Drives\C:\work\t1\dump\a」 のド ラ イブ ・ ノ ー ド 「C:\」

を 「D:\」 に変更するよ う に、 バッ ク ア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「BS-Set1」 を修正し ます。

nvsetmodify -setname BackupSetName -type BS 
-change "Tree@path@Fixed Drives\C:\=D:\\"-delimit @
この例では、 新規の値 D:\ にバッ クスラ ッ シュ を余分に 1 つ追加し て、 最初のバッ クスラ ッ シュ文字をエ

スケープ し ています。 このバッ クスラ ッ シュ を追加し ないと、 D:\” とい う文字シーケンスは、 D:” と解釈

されます。 なぜなら、 最初のバッ クスラ ッ シュが引用符 （"） のエスケープに使用されるからです。

-parameters パラ メ ータ ・ フ ァ イルからオプシ ョ ンを読み取り ます。

パラ メ ータ ・ フ ァ イルは、 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使用し て作成できます。 1 行に

1 つのオプシ ョ ン と その値を指定し、 オプシ ョ ンの前の 「-」 は省略し ます。 オプシ ョ ン

と値を区切るには、 スペースまたはタ ブを使用し ます。 コ メ ン ト を含めるには、 その行
の先頭に 「#」 文字を付けます。 
例 ：

# nvsetmodify example file
setname BackSet1
type BS
このフ ァ イルは、 次のよ う に、 -parameters オプシ ョ ン と併用できます。

./nvsetmodify -parameters example.txt
-assign 変更の説明で使用する代入演算子を指定し ます。 デフ ォル ト の代入演算子は 「=」 文字

です。 古い値または新しい値に 「=」 文字が含まれている場合、 このオプシ ョ ンを指定

する必要があり ます。 
-delimit 変更の説明で区切り文字と し て使用する文字を指定し ます。 デフ ォル ト の区切り文字は

「:」 文字です。 古い値または新しい値に 「:」 文字が含まれている場合、 このオプシ ョ ン

を指定する必要があり ます。

-version マシンにイ ンス ト ールされている NetVault Backup デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンのビルド日

付を表示し ます。

表 77. nvsetmodify

オプシ ョ ン 説明
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• 以下のコマン ドは、 ネ ッ ト ワーク共有のパスを 「\\Server1\a」 から 「\\Server2\b」 に変更するよ う に、

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「BS-Set1」 を修正し ます。

nvsetmodify -setname BackupSetName -type BS 
-change "Tree@path@Network Shares\\\Server1\a\=\\Server2\b\\" -delimit @

• 以下のコマン ドは、 「Fixed Drives」 ノ ー ド を 「Removable Drives」 に変更するよ う に、 バッ クア ッ プ ・

セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 「BS-Set1」 を修正し ます。

nvsetmodify -setname BackupSetName -type BS 
-change "Tree:path:Fixed Drives=Removable Drives"

• 以下の変更を行う よ う に、 （Plug-in for FileSystem 用に作成された） リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト

「RestoreSet1」 を修正し ます。

▪ ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を 「WinClient1」 から 「WinClient2」 に変更

▪ デ ィ レ ク ト リ 「C:\Mail」 を 「C:\MyMail」 に移動

▪ ［最新フ ァ イルを上書き］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを設定

nvsetmodify -setname RestoreSet1 -type RS 
-change target:client:WinClient1=WinClient2 
-change options:nvfs_opt_overnew=true -change @tree@path@c:\mail=c:\MyMail

nvtrigger

説明
Triggered スケジュール ・ オプシ ョ ンを使用し て定義および保存されているジ ョ ブを ト リ ガ し ます。

このユーテ ィ リ テ ィ は bin デ ィ レ ク ト リ にあり ます。

構文
nvtrigger [-server <server name>] [-wait] [-verbose] [-killonexit] <trigger name>

オプシ ョ ン

メ モ ： Plug-in for FileSystem （Windows のみ）、 およびその他のい く つかのプ ラグイ ン （Plug-in for 
Consolidation、 Plug-in for Data Copy、 Plug-in for Databases、 および Plug-in for Raw Devices） に

は、 事前定義のレベル 3 ノ ー ドが含まれます。 これらのノ ー ドの正式名は、 NetVault WebUI で取

得できます。 ユーザー ・ エラーを防ぐため、 nvsetmodify ユーテ ィ リ テ ィ では、 レベル 3 ノ ー ド に

指定された新規の値が正しいかど うかをチ ェ ッ ク し ます。 これらのノ ー ド に間違った値を指定する
と、 エラー ・ メ ッ セージが表示されます。 レベル 3 よ り下位のノ ー ド については、 正しいかど う

か、 存在するかど うかのチ ェ ッ クは行われません。

表 78. nvjobstart

オプシ ョ ン 説明

-servername ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-wait タ スクが完了するまで待機し ます。
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注意
• nvtrigger ユーテ ィ リ テ ィ は、 関連付けられているジ ョ ブが完了する と、 次の終了コー ド と メ ッ セージを

返し ます。

▪ 0 ： バッ クア ッ プの完了

▪ 1 ： バッ クア ッ プが失敗し た

▪ 2 ： バッ クア ッ プが警告と共に完了

▪ 3 ： バッ クア ッ プの中止

• -wait オプシ ョ ンを指定し ない場合、 nvtrigger ユーテ ィ リ テ ィ は複数のジ ョ ブをサポー ト できます。 こ

のオプシ ョ ンを指定し た場合、 このユーテ ィ リ テ ィ を使用し て ト リ ガできるのは 1 つのジ ョ ブだけです。

この制限は、 -wait -killonexit オプシ ョ ンにも適用されます。 し たがって、 複数のジ ョ ブ定義を含むポリ

シー ・ ジ ョ ブにこのオプシ ョ ンを使用する こ とはできません。

• -wait オプシ ョ ンをスク リ プ ト で指定する と、 ト リ ガ されたジ ョ ブの完了後にのみ、 スク リ プ ト に制御が

戻り ます。 このオプシ ョ ンを指定し ないと、 ト リ ガ されたジ ョ ブが実行中であっても、 スク リ プ ト に即
座に制御が戻り ます。

ログ固有ユーテ ィ リ テ ィ

nvlogdump

説明
NetVault Backup ログをテキス ト ・ フ ァ イルまたはバイナ リ ・ フ ァ イルにダンプ し ます。

構文
nvlogdump [-jobid <Job ID>] [-filename <Dump File>] [-text] 
[-starttime <Start Time>] [-endtime <End Time>]

-verbose ジ ョ ブの開始および終了時に追加情報を表示し ます。

ジ ョ ブの開始時には、 ジ ョ ブ ID、 イ ンス タ ンス ID、 ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル、 開始時刻など

の詳細情報が表示されます。 ジ ョ ブの終了時には、 終了時刻が表示されます。

-killonexit ト リ ガ実行を終了し てジ ョ ブを中止し ます。 このオプシ ョ ンは、-wait オプシ ョ ン と共に

使用する必要があり ます。

<trigger name> ト リ ガ名を指定し ます。 次の例に示すとお り、 ツールを呼び出す際に、 このオプシ ョ ン
を最後に指定する必要があり ます。

nvtrigger -server <server name> -wait -verbose -killonexit 
<triggername>

• nvlogdump • nvlogpurge • nvreadlog

表 78. nvjobstart

オプシ ョ ン 説明
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オプシ ョ ン

注意
このユーテ ィ リ テ ィ を正し く 使用するには、 少な く と も、 jobid オプシ ョ ン、 または starttime オプシ ョ ン と

endtime オプシ ョ ンの組み合わせを指定する必要があ り ます。 jobid、 starttime、 endtime の各オプシ ョ ンを組

み合わせて指定する こ と で、 特定の期間内に生成された特定のジ ョ ブのログをダンプできます。

例
• 以下のコマン ドは、 ジ ョ ブ ID 50 の 2014 年 8 月 1 日 20 時 33 分 04 秒からのログをバイナ リ ・ フ ァ イル

「nvlogdmp.nlg」 にダンプ し ます。

nvlogdump -filename c:\temp\nvlogdmp -starttime 20140801203304 -jobid 50

nvlogpurge

説明
指定された時刻までのログ ・ エン ト リ をパージ し ます。

構文
nvlogpurge -purgetime <End Time>

表 79. nvlogdump

オプシ ョ ン 説明

-jobid ログのエクスポー ト の対象と なるジ ョ ブ ID を指定し ます。 
-filename ログのエクスポー ト 先のフ ァ イルの名前を指定し ます。

選択し たダンプ形式に応じ て、 <NetVault Backup home>\logs\dumps （Windows） また

は <NetVault Backup home>/logs/dumps （Linux） 下にある binary または text デ ィ レ ク

ト リ にダンプ ・ フ ァ イルが作成されます。 
-filename オプシ ョ ンを省略する と、 指定された形式で

CLI_DUMP_<YYYYMMDD>_<HHMMSS> とい う名前のフ ァ イルが作成されます。 バイ

ナリ ・ フ ァ イルには 「.nlg」 とい う拡張子が使用されます。 テキス ト ・ フ ァ イルには

「.txt」 拡張子が使用されます。

-text ログをテキス ト 形式でエクスポー ト し ます。 テキス ト ・ フ ァ イルの拡張子は 「.txt」 で

す。 このオプシ ョ ンを省略する と、 ログはバイナ リ形式で出力されます。

-starttime ログ ・ ダンプの開始点と し て使用される時刻を指定し ます。 開始時刻の書式は、
YYYYMMDDHHMMSS です。

-endtime ログ ・ ダンプの終了点と し て使用される時刻を指定し ます。 終了時刻の書式は、
YYYYMMDDHHMMSS です。 
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オプシ ョ ン

nvreadlog

説明
ログ ・ メ ッ セージを表示し ます。

構文
nvreadlog [-h] [-b <days>] [-m] [-d <delimiter string>] [-o <messages>]

オプシ ョ ン

注意
• -h はコ マン ド ・ オプシ ョ ンであるため、 このコマン ドのヘルプを表示するには、 フル ・ コマン ド の -help

を使用し ます。

nvreadlog -help

表 80. nvlogpurge

オプシ ョ ン 説明

-purgetime ログ ・ パージの終了点と し て使用される時刻を指定し ます。 パージ時刻の書式は、
YYYYMMDDHHMMSS です。

表 81. nvreadlog

オプシ ョ ン 説明

-h 履歴ログ ・ メ ッ セージを出力後、 終了し ます。

-b 開始日を指定し ます。 現在の日付までの日数で指定し ます。 
-m -b オプシ ョ ンで指定し た日数だけ前の午前 0 時からのログを出力し ます。 このオプシ ョ

ンは、-b オプシ ョ ン と組み合わせて使用する必要があり ます。

た と えば、 今日の午後 3 時に -b 1 と指定する と、 昨日の午後 3 時からのログが出力さ

れます。 -m オプシ ョ ンを指定する と、 昨日の午前 0 時からのログ ・ メ ッ セージが出力

されます。 
-m オプシ ョ ンを指定し て、 -b オプシ ョ ンを省略する、 または -b 0 と指定する と、 今日

の午前 0 時からのログ ・ メ ッ セージが出力されます。 このコマン ド を午後 3 時に発行し

た場合、 15 時間分のログが出力される こ とにな り ます。

-d 区切り文字と し て使用する 1 文字または複数の文字を指定し ます。 たと えば、 -d の後に

2 つのスペースを指定する と、 表示される各アイテムが 2 文字分のスペースで区切られ

ます。

-o 特定のメ ッ セージを表示し ます。 た と えば、 -o failed と指定する と、 failed が含まれた

メ ッ セージのみが表示されます。

カ ンマを区切り文字と し て、 複数の文字列を指定する こ と もできます。
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その他のユーテ ィ リ テ ィ

bonedate

説明
現在のマシンで使用されている NetVault 日時を表示し ます。 この情報は、 NetVault Time サーバーと し て設定さ

れているマシンから取得されます。 NetVault Time についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト

レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

構文
bonedate

getmachineid

説明
このユーテ ィ リ テ ィ が現在実行されている NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト のマシン ID を取得し

ます。 マシン ID は、 NetVault Backup 製品の永久ラ イセンス ・ キーを取得する際に必要です。

構文
getmachineid

installplugin

説明
サーバーまたはク ラ イアン ト ・ マシンに、 NetVault Backup プ ラグイ ンを イ ンス ト ールし ます。 このユーテ ィ リ

テ ィ は bin デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

構文
installplugin <Full path to the .npk installation file>

• bonedate • nvmeddbcheck • nvreport

• getmachineid • nvpassword • nvscheddbcheck

• installplugin • nvpluginpreconfig • nvsendmail

• licenseinstall • nvpluginaccess • nvsendopmsg

• nvlicenseinfo • nvpgdbpasswd • nvtrace
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注意
• 必ず、 “.npk” イ ンス ト ール ・ フ ァ イルのフル ・ フ ァ イル ・ パスを指定し ます。 パスにスペースが含まれ

ている場合は、 パス全体を引用符 （""） で囲みます。

licenseinstall

説明
製品のラ イセンス ・ キーを イ ンス ト ールし ます。 このユーテ ィ リ テ ィ は bin デ ィ レ ク ト リ にあり ます。

構文
licenseinstall <key string> | <.npk file that contains the key>

nvlicenseinfo

説明
NetVault Backup サーバーのラ イセンス情報を表示し ます。

構文
nvlicenseinfo

nvmeddbcheck

説明
メ デ ィ ア ・ データベースの構造、 エンテ ィ テ ィ 、 および参照の整合性を検証し ます。 以下の内容がチ ェ ッ ク され
ます。

• RAW フ ァ イルの構造

• データベース ・ テーブルの整合性

• テーブル間の参照と依存性

構文
nvmeddbcheck List
nvmeddbcheck Check [-v <warning level>]
nvmeddbcheck Compact [-v <warning level>] [-f]
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オプシ ョ ン

注意
• このユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 廃止されたセ ッ シ ョ ン記録を確認し削除する こ と もできます。 

nvpassword

説明
このユーテ ィ リ テ ィ が現在実行されているサーバー / ク ラ イアン ト の NetVault Backup パスワー ド を変更し ま

す。 このユーテ ィ リ テ ィ は <NetVault Backup home>\bin デ ィ レ ク ト リ に格納されています。 

表 82. nvmeddbcheck

オプシ ョ ン 説明

List Media データベースに保存されている さ まざまなレ コー ド を一覧表示し ます。 出力に

は、 以下のアイテムが含まれています。

• 新しいス ト リーム

• セ ッ シ ョ ン

• 古いス ト リーム

• メ デ ィ ア ・ アイテム

• Segments
• バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クス

• リ タ イア し た RAS セグ メ ン ト

• リ タ イア し た RAS イ ンデ ッ クス

このオプシ ョ ンは、 削除するレ コー ド を判断する と きに使用できます。 
Check データベースのチ ェ ッ ク を実行し、 ステータ スを表示し ます。 このオプシ ョ ン と と もに

-v を使用し て、 表示される メ ッ セージの最低重要度レベルを指定する こ とができます。 
-v 表示される メ ッ セージの最低重要度レベルを指定し ます。 -v には以下の値を指定する こ

とができます。

• all ： すべてのメ ッ セージ

• back ： バッ クグラウン ド ・ メ ッ セージ

• inf ： 情報メ ッ セージ

• job ： ジ ョ ブ ・ メ ッ セージ

• warn ： 警告

• error ： エラー

• severe ： 重大なエラー

重要度レベルを設定する と、 そのレベル以上のメ ッ セージのみが表示されます。

Compact データベース ・ チ ェ ッ ク を実行し、 チ ェ ッ ク ・ フ ェーズ中に特定された不整合エン ト リ
と無効エン ト リ を削除し ます。 このオプシ ョ ン と と もに -v オプシ ョ ン と -f オプシ ョ ン

を使用できます。 -v では、 表示される メ ッ セージの最低重要度レベルを指定できます。

-f では、 リ タ イア し た RAS セグ メ ン ト と RAS イ ンデ ッ クスをパージできます。 
-f リ タ イア し た RAS セグ メ ン ト と RAS イ ンデ ッ クスを Media データベースからパージ し

ます。 このオプシ ョ ンは、 Compact オプシ ョ ンを選択し た場合にのみ利用できます。
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構文
nvpassword <new password>

注意
• NetVault Backup パスワー ド に以下の文字を含めないで く だ さい。 

\ およびスペース

CLI が必要なパスワー ド を適切に受信するよ う に、 特殊文字をエスケープ し ます。 た と えば、 パスワー ド

が <>&#|/"':*.-`()[]{}$@? の場合は、 次のよ う に入力し ます。

Linux シ ェルの場合 ： \<\>\&#\|/\"\':\*.-\`\(\)[]{}\$@?
Windows コマン ド ・ プロンプ ト の場合 ： "<>&#|/""':*.-`()[]{}$@?".

nvpluginpreconfig

説明
nvpluginpreconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 NetVault Backup Plug-in for MySQL および NetVault Backup 
Plug-in for SQL Server の設定を コマン ド ラ イ ン ・ イ ン ターフ ェ イスから作成または変更できます。 このユー

テ ィ リ テ ィ は、 NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト 上で実行する こ とができます。 特定のプ ラグイ ン

の設定についての詳細は、 該当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

構文
NetVault Backup Plug-in for SQL Server

nvpluginpreconfig --client <Client Name> --plugin <Plugin Name> --mssqlloginmode 
<Mode of Login> --mssqlusername <Username> --mssqlpassword <Password> --
mssqlwindomain <Domain>
NetVault Backup Plug-in for MySQL

nvpluginpreconfig --client <Client Name> --plugin <Plugin Name> --mysqlinstancename 
<MySQL Instance Name> --mysqledition <MySQL Edition> --mysqlusername <Username> --
mysqlpassword <Password> --mysqlbasedir <MySQL Base Directory> --mysqlbindir <MySQL 
Bin Directory>  --mysqldumppath <Mysqldump Path> --mysqlport <TCP Port> --
mysqlcharset <Default Character Set> --mysqlbackupmethod <MyISAM Backup Method> --
mysqlreplication <Enable or Disable replication> --mysqlreplicationslave <True or 
False> --mysqlreplicationmaster <True or False> --mysqlbinlogindexpath <Binary Log 
Index Path> --mysqlrelaybinlogindexpath <Relay Log Index Path> --mysqlbackuppath 
<MySQL Backup Path> --mysqlsocket <Socket>

オプシ ョ ン

表 83. nvpluginpreconfig

オプシ ョ ン 説明

--plugin 設定するプ ラグイ ンを指定し ます。

• mssql ： 設定する Plug-in for SQL Server を指定し ます。

• mysql: 設定する Plug-in for MySQL を指定し ます。

Plug-in for SQL Server の設定用オプシ ョ ン
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例
• Plug-in for SQL Server

nvpluginpreconfig --client ClientA --plugin mssql --mssqlloginmode windows --
mssqlusername administrator --mssqlpassword mypassword --mssqlwindomain 
prod.com

• Plug-in for MySQL

nvpluginpreconfig --client ClientA --plugin mysql --mysqlinstancename 
INSTANCE1 --mysqledition \ standard --mysqlusername root --mysqlpassword 
mypassword \
--mysqlbasedir "C:\Program Files\MySQL\MySQL Server 4.1" \
--mysqlbindir "C:\Program Files\MySQL\MySQL Server 4.1\bin" \
--mysqldumppath "C:\Program Files\MySQL\MySQL Server 4.1\bin\mysqldump.exe" \
--mysqlport 3306 --mysqlcharset latin1 --mysqlbackupmethod lock --
mysqlreplication false \
--mysqlreplicationslave true --mysqlreplicationmaster false \
--mysqlbinlogindexpath "C:\Program Files\MySQL\MySQL Server 4.1\index" \
--mysqlrelaybinlogindexpath "C:\Program Files\MySQL\MySQL Server 4.1\relay" \
--mysqlbackuppath "C:\Program Files\MySQL\MySQL Server 4.1\backup"

--mssqlloginmode ログイ ン ・ モー ド を指定し ます。

• windows ： Windows ログイ ン ・ モー ド。

• sqlserver ： SQL Server ログイ ン ・ モー ド。

Plug-in for MySQL の設定用オプシ ョ ン

--mysqledition エデ ィ シ ョ ンを指定し ます。

• standard ： Standard エデ ィ シ ョ ン

• enterprise ： Enterprise エデ ィ シ ョ ン

--mysqlcharset 次のいずれかのデフ ォル ト の文字セ ッ ト を指定し ます。

latin1、 big5、 dec8、 cp850、 koi8r、 hp8、 latin2、 swe7、 ascii、 ujis、 sjis、

hebrew、 tis620、 euckr、 koi8u、 gb2312、 greek、 cp1250、 gbk、 latin5、 armscii8、

utf8、 ucs2、 cp866、 keybcs2、 macce、 macromn、 cp852、 latin7、 cp1251、

cp1256、 cp1257、 binary、 geostd8、 cp932
--backupmethod 次のいずれかのバッ クア ッ プ方法を指定し ます。

• lock
• dump

--mysqlreplication レプ リ ケーシ ョ ンの 「有効化」 または 「無効化」 を指定し ます。 使用できる値は、
「TRUE」 または 「FALSE」 です。

--mysqlreplicationslave 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 です。

--mysqlreplicationmaster 使用できる値は、 「TRUE」 または 「FALSE」 です。

表 83. nvpluginpreconfig

オプシ ョ ン 説明
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nvpluginaccess

説明
データベース関連のユーテ ィ リ テ ィ （た と えば、 Informix の 「onbar」、 Oracle の 「rman」 など） を使用する必

要があるプ ラグイ ン向けに、 CLI バッ クア ッ プおよび CLI ベースのレポー ト の生成を有効にし ます。 詳細は、 該

当するプ ラグイ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

構文
nvpluginaccess [-remove -client <client names>] | [-client <client name> 
[-account <account name> -password <account password>]]

オプシ ョ ン

nvpgdbpasswd

説明
このユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 PostgreSQL データベース ・ スーパーユーザーのパスワー ド を変更できます。

（パスワー ドは、 NetVault Backup サーバー ・ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド する際に初期

設定されます。） 

構文
nvpgdbpasswd store <password>
nvpgdbpasswd change <current password> <new password>

表 84. nvpluginaccess

オプシ ョ ン 説明

-client NetVault Backup ク ラ イアン ト の名前を指定し ます。

-account このコマン ド で使用する NetVault Backup ユーザー ・ アカウン ト の名前を指定し ます。

指定し たユーザー ・ アカウン ト には、 NetVault Backup でのすべての権限が与えられて

いる必要があり ます。

-password ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。
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オプシ ョ ン

注意
• PostgreSQL データベース ・ スーパーユーザーのパスワー ド に以下の文字を含める こ とはできません。 

\ およびスペース

CLI が必要なパスワー ド を適切に受信するよ う に、 特殊文字をエスケープ し ます。 た と えば、 パスワー ド

が <>&#|/"':*.-`()[]{}$@? の場合は、 次のよ う に入力し ます。

Linux シ ェルの場合 ： \<\>\&#\|/\"\':\*.-\`\(\)[]{}\$@?
Windows コマン ド ・ プロンプ ト の場合 ： "<>&#|/""':*.-`()[]{}$@?".

• スーパーユーザー ・ パスワー ド を更新する前に、 NetVault Backup サービスを停止する必要があ り ます。

nvreport
コマン ド ラ イ ン ・ イ ン ターフ ェ イスから通常レポー ト を作成および表示できます。 レポー ト 機能の使用方法につ
いての詳細は、 「nvreport ユーテ ィ リ テ ィ の使用」 を参照し て く だ さい。

nvscheddbcheck

説明
スケジューラ ・ データベースの構造、 エンテ ィ テ ィ 、 および参照の整合性を検証し ます。 以下の内容がチ ェ ッ ク
されます。

• RAW フ ァ イルの構造

• データベース ・ テーブルの整合性

• テーブル間の参照と依存性

表 85. nvpgdbpasswd

オプシ ョ ン 説明

store < パスワー ド > pgdb.cfg フ ァ イル （NetVault Backup 設定フ ァ イル） に指定されている PostgreSQL
データベース ・ スーパーユーザーのパスワー ド を更新し ます。 PostgreSQL データベー

ス自体のスーパーユーザー ・ パスワー ドは変更されません。 更新されるのは、 pgdb.cfg
フ ァ イルだけです。 
PostgreSQL ネイテ ィ ブのツール （psql ユーテ ィ リ テ ィ など） を使用し てデータベース

内のパスワー ド を変更し た後、 このオプシ ョ ンを使用し て設定フ ァ イル内のパスワー ド
を更新できます。

change < 現在のパス

ワー ド > < 新しいパ

スワー ド >

PostgreSQL DB および pgdb.cfg フ ァ イルの両方のデータベース ・ スーパーユーザー ・

パスワー ド を変更し ます。 
このオプシ ョ ンでは、 現在のパスワー ド と新しいパスワー ド の両方を指定する必要があ
り ます。
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構文
nvscheddbcheck List 
nvscheddbcheck Check [-v <warning level>

オプシ ョ ン

nvsendmail

説明
指定し たア ド レスに電子メ ールを送信し ます。

構文
nvsendmail [-d <dest_address>] [-r <real_name] [-s <subject>] [-f <message_file>] 
[-a <attach_file>] [-m] [-n]

表 86. nvscheddbcheck

オプシ ョ ン 説明

List Scheduler データベースに保存されている さ まざまなレ コー ド を一覧表示し ます。 出力

には、 以下のアイテムが含まれています。

• 定期ジ ョ ブ

• ポリ シー ・ ジ ョ ブ

• スケジュール済みフ ェーズ

• ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンス ・ データ ・ レ コー ド

• ジ ョ ブ ・ チ ェ ンジ ・ レ コー ド

このオプシ ョ ンは、 削除するレ コー ド を判断する と きに使用できます。

Check データベースのチ ェ ッ ク を実行し、 ステータ スを表示し ます。

-v 表示される メ ッ セージの最低重要度レベルを指定し ます。 -v には以下の値を指定する こ

とができます。

• all ： すべてのメ ッ セージ

• back ： バッ クグラウン ド ・ メ ッ セージ

• inf ： 情報メ ッ セージ

• job ： ジ ョ ブ ・ メ ッ セージ

• warn ： 警告

• error ： エラー

• severe ： 重大なエラー

重要度レベルを設定する と、 そのレベル以上のメ ッ セージのみが表示されます。
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オプシ ョ ン

nvsendopmsg

説明
オペレータ ・ メ ッ セージを送信し ます。

構文
nvsendopmsg [-n] [-test]

オプシ ョ ン

nvtrace

説明
このユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 以下のタ スク を実行できます。

• 指定し たマシンの ト レースが有効か無効かを表示

• 指定し たク ラ イアン ト の ト レースの有効化

• 指定し た期間の ト レースの開始と停止

• すべての現在のプロセスおよび新規プロセスの ト レース ・ フ ァ イルの生成

• 指定し たプロセスの ト レース ・ フ ァ イルの生成

• 指定し たク ラ イアン ト の ト レースの無効化

表 87. nvsendmail

オプシ ョ ン 説明

-d 特定の受信者の電子メ ール ・ ア ド レスを指定し ます。

-r 特定の受信者の実名を指定し ます。

-s 電子メ ールの件名を指定し ます。

-f 送信する電子メ ール ・ メ ッ セージ ・ フ ァ イルを指定し ます。

-a 送信する添付フ ァ イルを指定し ます。 添付フ ァ イルのフル ・ パスを指定し ます。

-m MIME フ ォーマ ッ ト を強制的に使用し ます。

-n 必要なパラ メ ータ をホス ト 環境から取得する通知モー ド を指定し ます。

表 88. nvsendopmsg

オプシ ョ ン 説明

-n 環境変数から通知を送信し ます。

-test テス ト ・ メ ッ セージを送信し ます。
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構文
nvtrace --status [--client <client_name>]
nvtrace --enable [--client <client_name>] [--startat <YYYYMMDDHHMMSS> [--stopat 
<YYYYMMDDHHMMSS>]] [--process <procid>[,<procid>,...]]
nvtrace --disable [--client <client_name>]

オプシ ョ ン

表 89. nvtrace

オプシ ョ ン 説明

--status 指定し たマシンの ト レースが有効か無効かを表示し ます。 --status オプシ ョ ンは、 以下

のオプシ ョ ン と組み合わせて使用できます。

• --client ： NetVault Backup ク ラ イアン ト を指定し ます。 ク ラ イアン ト 名を指定し

ない場合、 サーバーの ト レースのステータ スが表示されます。 
--enable 指定し たマシンの ト レースを有効にし ます。- - enable オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン

と組み合わせて使用できます。

• --client ： NetVault Backup ク ラ イアン ト を指定し ます。 ク ラ イアン ト 名を指定し

ない場合、 NetVault Backup サーバーの ト レースが有効にな り ます。

• --startat ： ト レースをマシンで開始する日時を指定し ます。 このオプシ ョ ンの指

定時の形式は YYYYMMDDHHMMSS です。

• --stopat ： ト レースをマシンで停止する日時を指定し ます。 このオプシ ョ ンの指

定時の形式は YYYYMMDDHHMMSS です。

即座に ト レースを開始する場合、 --startat オプシ ョ ン と --stopat オプシ ョ ンを省

略できます。

• --process ： ト レース ・ フ ァ イルが必要なプロセスを指定し ます。 指定し たプロ

セスの ト レース ・ フ ァ イルを生成するために、 カ ンマ区切りのプロセス ID 番号

のリ ス ト を指定できます。 
すべての現在のプロセスおよび新規プロセスの ト レース ・ フ ァ イルを生成する場
合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。

--disable 指定し たマシンの ト レースを無効にし ます。- - disable オプシ ョ ンは、 以下のオプシ ョ ン

と組み合わせて使用できます。

• --client ： NetVault Backup ク ラ イアン ト を指定し ます。 ク ラ イアン ト 名を指定し

ない場合、 サーバーの ト レースが無効にな り ます。 
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

コ マン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使用
105



4

nvreport ユーテ ィ リ テ ィ の使用

• nvreport ユーテ ィ リ テ ィ について

• レポー ト ・ ク ラス

• プレーン ・ テキス ト のテンプレー ト ・ フ ァ イル

• レポー ト の書式設定

• 外部レポー ト ・ フ ァ イルの作成

• HTML テンプレー ト ・ フ ァ イル

nvreport ユーテ ィ リ テ ィ について
nvreport ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 コマン ド ラ イ ン ・ イ ン ターフ ェ イスから通常レポー ト を作成および表

示できます。 これらのレポー ト では、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ、 ス ト レージ ・ デバイス、
ク ラ イアン ト 、 メ デ ィ アの使用率、 および NetVault Backup のその他の要素に関する情報を提供し ます。 

nvreport のヘルプにアクセスするには、 次のよ う に入力し ます。

nvreport -help
nvreport ユーテ ィ リ テ ィ では、 「テンプレー ト 」 フ ァ イルを使用し てレポー ト ・ データ を出力し ます。 テンプ

レー ト ・ フ ァ イルでは、 レポー ト のコ ンテンツ、 レ イアウ ト 、 およびフ ォーマ ッ ト を決定し ます。 レポー ト ・ テ
ンプレー ト は、 <NetVault Backup home>\reports\templates デ ィ レ ク ト リ にあり ます。

レポー ト を作成するテンプレー ト ・ フ ァ イルを指定するには、 次の 2 とお りの方法があ り ます。

• 実際のフ ァ イル名を使用する ： 「-templatefile」 オプシ ョ ンを使用し て、 使用する実際のテンプレー ト ・

フ ァ イルを指定できます。 このオプシ ョ ンでは、 テンプレー ト ・ フ ァ イルの完全なフ ァ イル ・ パスを指
定する必要があり ます。

• 「ナイス ・ ネーム」 を使用する ： 各テンプレー ト ・ フ ァ イルには 「ナイス ・ ネーム」 と し て知られる代替
名の値があり ます。 NetVault WebUI で、 テンプレー ト ・ フ ァ イルにこの名前を使用し ます。

「- templatename」 オプシ ョ ンを使用し て 「ナイス ・ ネーム」 を指定し ます。

テンプレー ト ・ フ ァ イルのヘルプにアクセスするには、 次のよ う に入力し ます。 

nvreport -help templatename

構文
nvreport -server <server name> -class <class name> -templatename <template name> 
nvreport -server <server name> -class <class name> -templatefile <full file path>
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オプシ ョ ン

レポー ト ・ ク ラス
次の表では、 NetVault Backup で使用可能なレポー ト ・ ク ラスについて簡単に説明し ます。

表 90. nvreport

オプシ ョ ン 説明

-server ジ ョ ブを管理する NetVault Backup サーバー名を指定し ます。

このオプシ ョ ンは、 リ モー ト ・ サーバーがジ ョ ブを管理する場合に必要にな り ます。
ジ ョ ブを管理するのがローカル ・ サーバーの場合は、 このオプシ ョ ンを省略できます。
サーバー名では、 大文字と小文字を区別し ます。

-class レポー ト ・ ク ラスを指定し ます。 ク ラス名では、 大文字と小文字は区別されません。

ク ラスの主な目的は、 個別のレポー ト ・ コ ンポーネン ト またはテンプレー ト ・ フ ァ イル
をグループに分類する こ と です。 これらのテンプレー ト ・ フ ァ イルを使用し て、 レポー
ト を作成し ます。

-class オプシ ョ ンを使用し てク ラス名が指定されている場合に、 レポー ト を実行するに

は、 ク ラスに関連付けられているデフ ォル ト のテンプレー ト ・ フ ァ イルを使用し ます。

例 ：

nvreport -class Clients
使用可能なレポー ト ・ ク ラスの詳細については、 「レポー ト ・ ク ラス」 を参照し て く だ
さい。

-templatename テンプレー ト ・ フ ァ イルの 「ナイス ・ ネーム」 を指定し ます。 
例 ：

nvreport -templatename “Client Machines - cli default template”
以下の点に注意し ます。

• 「ナイス ・ ネーム」 にスペースが含まれている場合は、 引用符 （“ ”） で囲みます。

• テンプレー ト ・ フ ァ イルの 「ナイス ・ ネーム」 を検索するには、 テキス ト ・ エ
デ ィ タ でフ ァ イルを開き、 「%NICENAME」 とい う行の文字列を メ モ し ます。

詳細は、 「プレーン ・ テキス ト のテンプレー ト ・ フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

-templatefile テンプレー ト ・ フ ァ イルの名前を指定し ます。 このオプシ ョ ンでは、 完全なフ ァ イル ・
パスを指定する必要があり ます。

例 ：

nvreport -templatefile 
C:\NetVaulBackup\reports\templates\logsclidefault
以下の点に注意し ます。

• レポー ト ・ テンプレー ト は、 <NetVault Backup home>\reports\templates デ ィ

レ ク ト リ にあり ます。

• フ ァ イル ・ パスにスペースが含まれている場合は、 引用符で囲みます。

詳細は、 「プレーン ・ テキス ト のテンプレー ト ・ フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

表 91. レポー ト ・ ク ラス

レポー ト ・ ク ラス 出力

詳細設定 すべての詳細設定セ ッ ト と その詳細を表示し ます。

Audits 特定のユーザー ・ アカウン ト によ って試行されたすべての操作、 その結果 （許可さ
れた場合は 「Yes」、 拒否された場合は 「No」）、 および操作を試行し た日時を表示し

ます。
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Backup Targets すべてのバッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト と その詳細を表示し ます。

Client Groups すべてのク ラ イアン ト ・ グループを一覧表示し ます。 このレポー ト では、 以下が表
示されます。

• グループ名

• グループの説明

• すべての現在のク ラ イアン ト がこのグループのメ ンバであるかど うか
（「Yes」 または 「No」）

• ク ラ イアン ト ・ グループのメ ンバ

Clients 追加し たク ラ イアン ト のステータ スを表示し ます。 このレポー ト では、 以下が表示
されます。

• ク ラ イアン ト 名

• NetVault Backup のバージ ョ ン

• アクセシビ リ テ ィ のステータ ス （「Yes」 または 「No」）

• ク ラ イアン ト のステータ ス （「Up」 または 「Down」）

Defined Jobs すべてのジ ョ ブ定義を表示し ます。 このレポー ト では、 以下が表示されます。

• ジ ョ ブ ID
• ジ ョ ブ名

• NetVault Backup ク ラ イアン ト 名

• ポリ シー名 （該当する場合）

• プ ラグイ ン名

• ジ ョ ブ ・ タ イプ （「Backup」、 「Restore」 または 「Report」）

• スケジュール ・ セ ッ ト 名

• セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 名

• バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト 名

• 詳細設定セ ッ ト 名

Drive Events サーバーの管理対象のド ラ イブに関連する イベン ト を一覧表示し ます。 このレポー
ト では、 以下が表示されます。

• 時刻

• 日付

• ド ラ イブ名

• 書き込み開始、 書き込み終了などのイベン ト ・ タ イプ

Drive Performance 
Statistics

サーバーの管理対象のすべてのド ラ イブのパフ ォーマンス統計情報を表示し ます。
このレポー ト では、 以下が表示されます。

• ド ラ イブへのアクセス時刻

• ド ラ イブへのアクセス日

• ド ラ イブ名

• ジ ョ ブ ID
• イ ンス タ ンス ID
• 平均データ転送速度 （kb/ 秒）

表 91. レポー ト ・ ク ラス

レポー ト ・ ク ラス 出力
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Drives NetVault Backup にアクセス可能なすべてのド ラ イブを一覧表示し ます。 このレ

ポー ト では、 以下が表示されます。

• ド ラ イブ名

• 製品名

• ベンダー名

• ド ラ イブのステータ ス （オン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ン）

• ド ラ イブまたはラ イブ ラ リがローカルに接続し ているマシン

• このド ラ イブによ って書き込まれたデータ

• このド ラ イブによ って読み取られたデータ

入口 / 出口ポー ト サーバーの管理対象のすべてのラ イブ ラ リ内にあるすべての入口 / 出口ポー ト

（EEPort） を一覧表示し ます。 このレポー ト には、 入力 / 出力ポー ト 内にある メ デ ィ

ア ・ アイテムの詳細も含まれます。

イ ンデ ッ クス ・ メ デ ィ ア バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのイ ンデ ッ クス ・ メ デ ィ アのサマ リ を示し ます。 このレポー
ト では、 以下が表示されます。

• ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル 
• ジ ョ ブ ID
• ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンス 
• ジ ョ ブ ・ フ ェーズ ID
• ク ラ イアン ト 名

• バッ クア ッ プ時刻

• バッ クア ッ プ日

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• オフサイ ト

• オン ラ イ ン （［はい］ または ［いいえ］） 

ジ ョ ブ履歴 指定期間に実行されたジ ョ ブの概要を表示し ます。 このレポー ト では、 以下が表示
されます。

• 開始日 
• 開始時刻

• ジ ョ ブ ID
• イ ンス タ ンス ID
• フ ェーズ ID
• ジ ョ ブ名 
• ジ ョ ブ ・ タ イプ （「Backup」、 「Restore」 または 「Report」）

• ジ ョ ブの終了ステータ ス （「Completed」、 「Completed with errors」 または

「Failed」）

• ラ ン ・ レングス

Libraries サーバーの管理対象のすべてのラ イブ ラ リ を一覧表示し ます。 このレポー ト では、
以下が表示されます。

• ラ イブ ラ リ ID
• ラ イブ ラ リ名

• ラ イブ ラ リのステータ ス （オン ラ イ ンまたはオフ ラ イ ン）

• 管理側の NetVault Backup サーバー

Library Drives サーバーの管理対象のすべてのド ラ イブを一覧表示し ます。 このレポー ト には、 ド
ラ イブ内にある メ デ ィ ア ・ アイテムの詳細も含まれます。

表 91. レポー ト ・ ク ラス

レポー ト ・ ク ラス 出力
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Library Slots サーバーの管理対象のラ イブ ラ リ にあるすべてのスロ ッ ト を一覧表示し ます。 この
レポー ト には、 スロ ッ ト 内にある メ デ ィ ア ・ アイテムの詳細も含まれています。

License Capabilities NetVault Backup の使用可能なラ イセンス と使用ラ イセンスの概要を表示し ます。

メ デ ィ ア サーバーの管理対象のデバイスが使用し ている メ デ ィ ア ・ アイテムを一覧表示し ま
す。 このレポー ト では、 以下が表示されます。

• グループ ・ ラベル

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• 使用可能な領域の容量

• 使用し ている領域の容量

• メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト （MTF=Windows または UTF8=Linux/ UNIX）

• イ ンポー ト が必要かど うか （「Yes」 はメ デ ィ ア ・ アイテムが 「Foreign」 と

マーク されており、 オンテープ ・ イ ンデッ クスを NetVault Database に読み

取るためにそのメ デ ィ ア ・ アイテムをスキャ ンする必要がある こ と を示す）

• リ カバリが必要かど うか （「Yes」 はテープ上のコ ンテンツに問題がある可能

性がある と見な されてお り、 NetVault データベースに記録されていないイ ン

デッ クスをバッ クア ッ プするため、 そのコ ンテンツをスキャ ンする必要があ
る こ と を示す）

• メ デ ィ ア ・ アイテムが 「使用不可」 と マーク されているかど うか （「使用不
可」 と マーク されている場合は 「Yes」、 「使用不可」 と マーク されていない

場合は 「No」）

Media Capacities サーバーの管理対象のラ イブ ラ リ および ド ラ イブで使用可能な メ デ ィ ア ・ アイテム
のメ デ ィ ア容量の詳細を表示し ます。

Media Job Contents 使用可能な メ デ ィ アに保存されているすべてのバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト を一覧
表示し ます。 このレポー ト では、 以下が表示されます。

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• グループ ・ ラベル

• メ デ ィ ア ・ バーコー ド

• ジ ョ ブ名

• NetVault Backup ク ラ イアン ト 名

• ジ ョ ブの開始日

• ジ ョ ブの開始時刻

• ジ ョ ブのメ デ ィ アに転送されたデータ量

• セーブセ ッ ト の有効期限日

• セーブセ ッ ト の有効期限時刻

Media Requests メ デ ィ ア要求の詳細を表示し ます。 このレポー ト では、 以下が表示されます。

• メ デ ィ ア要求日

• メ デ ィ ア要求時刻

• ジ ョ ブ ID
• 要求のステータ ス

表 91. レポー ト ・ ク ラス

レポー ト ・ ク ラス 出力
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Media Segment Contents メ デ ィ ア ・ セグ メ ン ト の概要を表示し ます。 このレポー ト では、 以下が表示されま
す。

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• メ デ ィ ア ・ バーコー ド

• ジ ョ ブ名

• NetVault Backup ク ラ イアン ト 名

• バッ クア ッ プ日 
• バッ クア ッ プ時刻 
• セグ メ ン ト 長

Media Transfer Requests すべての転送要求を表示し ます。 詳細には、 次が含まれます。

• ジ ョ ブ ID
• イ ンス タ ンス ID
• 転送要求のタ イプ （「Read」 または 「Write」）

• 要求 ID
• 転送されたデータ量

NetVault Event Types すべてのイベン ト ・ タ イプを表示し ます。

NetVault Events 指定期間に発生し たすべてのイベン ト を表示し ます。 このレポー ト では、 以下が表
示されます。

• 日時

• イベン ト 名

• イベン ト ・ ク ラス

• イベン ト の説明

• イベン ト ・ メ ッ セージ

NetVault Logs すべてのログ ・ メ ッ セージを表示し ます。 NetVault データベースに存在するログ ・

エン ト リの数によ っては、 このコマン ド で結果が表示されるまでに数分かかる場合
があり ます。

Notifications 通知方法を設定するすべてのイベン ト を一覧表示し ます。 このレポー ト では、 以下
が表示されます。

• イベン ト ・ ク ラス

• イベン ト

• 通知プロ フ ァ イルが属すユーザー ・ アカウン ト （該当する場合）

• 通知方法

Operator Messages 未解決のすべてのオペレータ ・ メ ッ セージを表示し ます。 このレポー ト では、 以下
が表示されます。

• メ ッ セージ ID
• 日時

• 未解決 （未解決の場合は 「Yes」、 確認済みの場合は 「No」） 
すべてのオペレータ ・ メ ッ セージが確認または削除された場合、 このレポー ト に情
報は表示されません。

表 91. レポー ト ・ ク ラス

レポー ト ・ ク ラス 出力
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Policies バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの概要を表示し ます。 このレポー ト では、 以下が表示され
ます。

• ポリ シー名

• ポリ シー内で作成されたジ ョ ブの合計数

• ポリ シーに追加されたク ラ イアン ト の合計数

• ポリ シーの現在のステータ ス ： 
- OK ： ポリ シーのすべてのジ ョ ブが正常に実行された場合

- 警告 ： 1 つまたは複数のジ ョ ブの完了時に警告が表示された場合

- エラー ： エラーが発生し た場合

• ポリ シーに追加されたク ラ イアン ト のリ ス ト

• 失敗し たジ ョ ブに定義されている イベン ト

• 警告を表示し て終了し たジ ョ ブに定義されている イベン ト

Policy Clients ポリ シーに含まれるすべてのク ラ イアン ト を一覧表示し ます。 このレポー ト では、
以下が表示されます。

• ポリ シー名

• ク ラ イアン ト 名

• ポリ シーのステータ ス

- OK ： ポリ シーのすべてのク ラ イアン ト にアクセスできる場合 
- エラー ： エラーが発生し た場合

Policy Jobs ポリ シーに含まれるすべてのジ ョ ブを一覧表示し ます。 このレポー ト では、 以下が
表示されます。

• ポリ シー名

• ジ ョ ブ名

• バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 名

• ジ ョ ブがアク テ ィ ブであるかど う か

Privileges 各ユーザーに現在付与されている権限を一覧表示し ます。

Report Templates templates サブ ・ デ ィ レ ク ト リ （Windows では、 <NetVault Backup 
home>\reports\templates、 Linux では、 <NetVault Backup home>/reports/templates）

に保存されているすべてのレポー ト ・ テンプレー ト ・ フ ァ イルを表示し ます。 この
レポー ト では、 以下が表示されます。

• テンプレー ト のフ ァ イル名

• ク ラス名

• 出力タ イプ （「Plain text」、 「HTML」、 または 「CSV」）

Schedule Sets すべてのスケジュール ・ セ ッ ト と その詳細を表示し ます。

Segments バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのすべてのセグ メ ン ト を一覧表示し ます。 このレポー ト では、
以下が表示されます。

• ジ ョ ブ ID
• イ ンス タ ンス ID
• バイ ト 単位のオフセ ッ ト （ジ ョ ブが終了するセグ メ ン ト のメ デ ィ アの開始

点）

• バイ ト 単位のセグ メ ン ト 全体のサイズ

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• メ デ ィ ア ・ バーコー ド

Selection Options Sets すべてのバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト と その詳細を表示し ます。

表 91. レポー ト ・ ク ラス

レポー ト ・ ク ラス 出力
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プレーン ・ テキス ト のテンプレー ト ・
フ ァ イル
次の表では、 プレーン ・ テキス ト のテンプレー ト ・ フ ァ イルの 「ナイス ・ ネーム」 と フ ァ イル名を示し ます。

Selection Sets すべてのセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト と その詳細を表示し ます。

Users すべての NetVault Backup ユーザーを一覧表示し ます。 このレポー ト では、 以下が

表示されます。

• ユーザー名

• 実際の名前

• ユーザー ID 番号 （デフ ォル ト ・ ユーザーの ID 番号 ： 「Default = 0」 および

「Administrator = 1」）

• ワークステーシ ョ ン

• ユーザーが前回 NetVault Backup にアクセス し た日

• ユーザーが前回 NetVault Backup にアクセス し た時刻

表 92. プレーン ・ テキス ト のテンプレー ト ・ フ ァ イル

ク ラス名 テンプレー ト ・ フ ァ イルの 「ナイス ・ ネーム」 テンプレー ト のフ ァ イル名

Advanced Options Advanced Options - cli default template advancedoptionsclidefault
Audits Audits - cli default template auditclidefault
Backup Targets Backup Targets - cli default template backuptargetsclidefault
Client Groups Client Groups - cli default template groupsclidefault
Clients Client Machines - cli default template clientsclidefault
Defined Jobs Defined Jobs - cli default template jobdefinitionsclidefault
Drive Events Drive Events - cli default template driveeventsclidefault
Drive Performance 
Statistics

Drive Performance Statistics - cli default 
template

driveperformanceclidefault

Drives Drives - cli default template drivesclidefault
Entry/Exit Ports Entry/Exit Ports - cli default template entryexitportsclidefault
Index Media Index Media -cli default template indexmediaclidefault
Job History Executed Job History - cli default template jobhistoryclidefault
Libraries Libraries - cli default template librariesclidefault
Library Drives Library Drives - cli default template librarydrivesclidefault
Library Slots Library Slots - cli default template libraryslotsclidefault
License Capabilities This Server's License Capabilities - cli default 

template 
licensecapsclidefault

Media Media - cli default template mediaclidefault
Media Capacities Media Capacities - cli default template mediacapacitiesclidefault
Media Job Contents Media Contents Query - Textual mediajobcontentsclidefault
Media Requests Media Requests - cli default template mediarequestsclidefault
Media Segment Contents Media Segment Contents Query - Textual mediasegmentcontentsclidefault
Media Transfer Requests Media Transfer Requests - cli default template mediatransfersclidefault

表 91. レポー ト ・ ク ラス

レポー ト ・ ク ラス 出力
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レポー ト の書式設定
nvreport ユーテ ィ リ テ ィ には、 レポー ト のレ イアウ ト およびコ ンテンツの書式設定を行う複数のオプシ ョ ンが

あり ます。 以降のセクシ ョ ンでは、 これらのオプシ ョ ンの使用方法の概要を説明し ます。

実際の名前の取得
CLI から レポー ト を実行し て表示する と、 出力に複数の列があ り ます。 「フ ィ ールド名」 と呼ばれる列ヘ ッ ダは、

レポー ト の実行に使用されるテンプレー ト ・ フ ァ イルで設定されている列の 「実際の名前」 と同じ でない場合が
あり ます。 このセクシ ョ ンで説明されている書式設定オプシ ョ ンでは、 実際の名前を使用する必要があ り ます。

以下のいずれかの方法を使用する と、 実際の名前を見つける こ とができます。 

• help オプシ ョ ンの使用

• テンプレー ト ・ フ ァ イルの使用

help オプシ ョ ンの使用

以下のコマン ド を入力し、 定義済みレポー ト のク ラスの有効なフ ィ ールド 名のリ ス ト を取得し ます。

nvreport -help fields [class name]
この出力には、 実際の名前、 フ ィ ールド名、 データ型、 および説明の 4 つの列があ り ます。

NetVault Event Types NVBU Event Types - cli default template eventtypesclidefault
NetVault Events NVBU Events - cli default template eventsclidefault
NetVault Logs NVBU Logs - cli default template logsclidefault
Notifications User's Selected Notifications - cli default 

template
notificationsclidefault

Operator Messages Operator Messages - cli default template operatormessagesclidefault
Policies Policies - cli default template policiesclidefault
Policy Clients Policy Clients - cli default template policyclientsclidefault
Policy Jobs Policy Jobs - cli default template policyjobsclidefault
Privileges Granted Privileges - cli default template privilegesclidefault
Report Templates Report Templates Installed on System reporttemplatesclidefault
Schedule Sets Schedule Sets - cli default template schedulesclidefault
Segments Segments - cli default template segmentsclidefault
Selection Option Sets Selection Option Sets - cli default template seloptionsclidefault
Selection Sets Selection Sets - cli default template selectionsclidefault
Users Users - cli default template usersclidefault

メ モ ： 他に記載のない限り、 このセクシ ョ ンに記載されているオプシ ョ ンの説明は、 「プレーン ・ テキス
ト 」 出力タ イプを使用するレポー ト ・ テンプレー ト でオプシ ョ ンを使用する こ とが前提と な り ます。 これ
らのテンプレー ト には、 フ ァ イル名に 「clidefault」 または 「- cli default template」 が含まれています。 こ

れらのレポー ト は、 ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ン ・ ウ ィ ン ド ウから表示できます。

表 92. プレーン ・ テキス ト のテンプレー ト ・ フ ァ イル

ク ラス名 テンプレー ト ・ フ ァ イルの 「ナイス ・ ネーム」 テンプレー ト のフ ァ イル名
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このコマン ド では、 指定し た定義済みレポー ト で使用できるすべてのフ ィ ールド が表示されます。 レポー ト を実
行し た と きに表示されないフ ィ ールド も含まれます。 format オプシ ョ ンを使用し て、 これらの追加フ ィ ールド

を含める こ とができます。 詳細は、 「列の追加または削除」 を参照し て く だ さい。 

以下の手順を使用し て、 テンプレー ト ・ フ ァ イルのデフ ォル ト ・ フ ィ ールド を特定し ます。

1 レポー ト を実行し て、 各列のデフ ォル ト のフ ィ ールド名を メ モ し ます。

2 nvreport -help fields [Class Name] コマン ド を実行し ます。

3 リ ス ト で該当する フ ィ ールド名を見つけ、 実際の名前を相互参照させます。

テンプレー ト ・ フ ァ イルの使用
テンプレー ト ・ フ ァ イルをテキス ト ・ エデ ィ タ で開きます。 このフ ァ イルでは、 %FORMAT 行にフ ィ ールドの

実際の名前が記載されています。 テンプレー ト ・ フ ァ イルは、 Windows では <NetVault Backup 
home>\reports\templates、 Linux では、 <NetVault Backup home>/reports/templates にあ り ます。

テンプレー ト ・ フ ァ イルの %FORMAT 行には、 レポー ト の実行時に表示される フ ィ ールドの実際の名前のみが

含まれます。

テンプレー ト ・ フ ァ イルのサンプル ：

%CLASS "Media"
%NICENAME "Media - cli default template"
%FORMAT "%MEDIAGROUP %LABEL %SPACELEFT %SPACEUSED
%MEDIAFORMAT %NEEDSIMPORT %NEEDSRECOVERY %UNUSABLE"
%SORT %MEDIAGROUP+ %LABEL+
%OUTPUTTYPE 0
%HEADERNAME "Default"
%FOOTERNAME "Default"

format オプシ ョ ンの使用
ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウでレポー ト が実行される場合、 デフ ォル ト では、 レポー ト は定義済みレ イアウ ト で表示
されます。- format オプシ ョ ンを使用する と、 列に表示されている文字数の指定、 改行の挿入、 列の追加または

削除を実行できます。 以降のセクシ ョ ンでは、 フ ォーマ ッ ト ・ オプシ ョ ンについて説明し ます。

• 列の最大文字数の指定

• 改行の挿入

• 列の追加または削除

-format オプシ ョ ンを使用する場合は、 フ ィ ールドの実際の名前を使用する必要があ り ます。 各名前の先頭には

「%」 記号を付ける必要があ り ます。 実際の名前に 「%」 記号が含まれている場合は、 その名前を指定する と き

にエスケープ ・ シーケンス 「%%」 を使用し ます。 また、 すべての必須フ ィ ールド を構文に指定する必要があ り

ます。 いずれかフ ィ ールド を構文に指定し ない場合、 そのフ ィ ールド は出力で表示されません。

列の最大文字数の指定
列の最大文字数を指定するには、 2 つのコ ロン と その数を実際の名前に追加し ます。 

-format “%<Real Name>::<Max characters>
例 ：

nvreport -class “Media Requests” -format “%Date %JOBID %TRANSITION::3”
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改行の挿入
レポー ト 出力の各エン ト リ間に改行を含めるには、 -format オプシ ョ ンで指定し たフ ィ ールドのリ ス ト の末尾に

「%\n」 を追加し ます。

-format “%<Real Name> %<Real Name> %\n
例 ：

nvreport -class “Media Requests” -format “%Date %Time %JOBID %TRANSITION %\n”

列の追加または削除
一部のテンプレー ト ・ フ ァ イルには、 -format オプシ ョ ンを使用し て出力に含める こ とのできる追加フ ィ ールド

があり ます。 列を追加するには、 nvreport -help field <class name> コマン ド を使用し てテンプレー

ト ・ フ ァ イルで使用できる フ ィ ールドの完全な リ ス ト を取得し ます。 各フ ィ ールド の説明列で提供されている情
報を確認し、 適用可能なフ ィ ールド を含めて く だ さい。 必ず、 フ ィ ールド の実際の名前を使用し ます。

以下の例では、 「ド ラ イブ」 定義済みレポー ト を使用し ています。 このレポー ト には、 デフ ォル ト ・ フ ィ ールド
がすべて含まれてお り、 さ らに、 ド ラ イブの書き込みエラー数が表示されます。

例 ：

nvreport -class drives -format “%DriveName %Product %Vendor %Status %DriveMachine 
%DriveDataWritten %DriveDataRead %DriveWriteErrors”

sort オプシ ョ ンの使用
-sort オプシ ョ ンを使用し て選択し たフ ィ ールドのエン ト リ を ソー ト できます。 ソー ト 式は、 以下の形式で指定

し ます。

-sort “%[field name][+/-]
• [field name] ： レポー ト を ソー ト する フ ィ ールド。

• [+/-] ： 出力を指定フ ィ ールドの昇順でソー ト する場合は 「+」 を、 降順で出力を ソー ト する場合は 「-」 を

使用し ます。

レポー ト は、 ク ラスが提供するどのフ ィ ールド でも ソー ト できます。 出力には表示されないフ ィ ールドの実際の
名前も出力のソー ト に使用できます。

-sort オプシ ョ ンを使用する場合は、 フ ィ ールドの実際の名前を使用する必要があ り ます。 各名前の先頭には

「%」 記号を付ける必要があ り ます。 実際の名前に 「%」 記号が含まれている場合は、 その名前を指定する と き

にエスケープ ・ シーケンス 「%%」 を使用し ます。

例 ：

nvreport -class “Job History” -sort “%TITLE+”
「-sort」 オプシ ョ ンでは、 複数のフ ィ ールド を指定できます。 出力されたレポー ト では、 構文のフ ィ ールド名の

順に基づいてソー ト の優先順位が決定されます。 複数のソー ト ・ フ ィ ールド を使用する場合は、 すべてのフ ィ ー
ルド を引用符 （“ ”） で囲みます。

例 ：

nvreport -class “Job History” -sort “%TITLE+ %EXITSTATUS
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include オプシ ョ ンの使用
-include オプシ ョ ンを使用する と、 レポー ト のデータ を フ ィ ルタ リ ングできます。 フ ィ ルタ式は、 以下の形式で

指定し ます。

-include %[field name][operator][constant]
• [field name] ： フ ィ ールドの実際の名前。

• [operator] ： これには、 次のいずれかを使用できます。

▪ > （よ り大きい）

▪ >= （よ り大きいか等しい）

▪ < （未満）

▪ <= （よ り小さいか等しい）

▪ = （等しい）

▪ != （等し く ない）

• [constant] ： ［field name］ の値と比較する値です。 た と えば、 「42」 とい う ジ ョ ブ ID に割り当てられて

いるジ ョ ブに適用されるエン ト リのみを含めるには、 「[constant]」 と し て 「42」 を指定し ます。

複数のフ ィ ルタ式を指定するには、 「AND」 および 「OR」 を使用し ます。 また、 引数の優先度を示すには、 括弧

を使用し ます。 

例 ：

• nvreport -class “Job History” -include “%JOBDEFINITIONID = 42
• nvreport -class “Job History” -include “(%JOBDEFINITIONID > 50 AND %INSTANCEID 

< 5) OR %TYPE = restore

定数型

表 93. 定数型

定数型 説明

Timepassed 期間の値を含むフ ィ ールド を比較し ます。 例と し て、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ
ブの実行にかかる期間が挙げられます。 この値は、 以下の形式で指定でき
ます。

• HH:MM:SS 
• HHMMSS

Boolean Boolean 値を含むフ ィ ールド を比較し ます。 以下は、 Boolean 値の例です。

• Yes または No
• True または False
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日付 日付値を含むフ ィ ールド を比較し ます。 
例 ：

nvreport -class “job history” -include “%STARTDATE >= 
[Date]”
この値は、 以下の形式で指定できます。

• YYYY/MM/DD
• YYYYMMDD
• now-[number value][time variable (YE = Year, MO = Month, WE = 

Week, DA = Date, HO = Hour, MI = Minute, SE = Second)]
た と えば、 「now-1YE」 は 1 年前を示し ます。

Daysinweek 曜日を含むフ ィ ールド を比較し ます。 
この値は、 以下の形式で指定できます。 

• Sunday = “SU”
• Monday = “MO”
• Tuesday = “TU”
• Wednesday = “WE”
• Thursday = “TH”
• Friday = “FR”
• Saturday = “SA”

Daysinmonth 月の特定の日を含むフ ィ ールド を比較し ます。 複数の値を指定する場合は、
区切り文字と し てカ ンマを使用し、 すべての値を引用符で囲みます。

hdwmycount 時間、 日、 週、 月、 および年の数 （合計数） を含むフ ィ ールド を比較し ま
す。 
この値は、 以下の形式で指定できます。

[#H] [#D] [#W] [#M] [#Y] 
た と えば、 「12H 2W 10M 18Y」 では、 18 年 10 か月 2 週間 12 時間を示し

ます。

必要に応じ て、 各時間変数を追加し た り、 省略し た り できます。

Integer （大きな値） 大きな整数値 （764874497498723497 など） を含むフ ィ ールド を比較し ま

す。

Number 数値を含むフ ィ ールド を比較し ます。

例 ：

nvreport -class “job history” -include %INSTANCEID = 2
pluginscreen  N/A
selectiontree  N/A
String 文字列値を含むフ ィ ールド を比較し ます。

例 ：

nvreport -class “job history” -include “%EXITSTATUS 
!=Failed”
スペースを含むテキス ト 文字列は、 引用符で囲む必要があ り ます。

表 93. 定数型

定数型 説明
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title オプシ ョ ンの使用
レポー ト がコマン ド ラ イ ンから実行、 表示された場合、 出力のタ イ ト ルは、 デフ ォル ト の 「CLI Report」 にな り

ます。 -title オプシ ョ ンを使用する と レポー ト ・ タ イ ト ルを変更できます。 -title オプシ ョ ンは、 以下の形式で指

定し ます。

-title <NewReport Title>
タ イ ト ルにスペースを含めるには、 値全体を引用符で囲む必要があ り ます。 「-title」 オプシ ョ ンを使用する と、

CLI 出力のレポー ト にラベルを付ける こ とができますが、 フ ァ イルに出力され、 CLI で表示されるレポー ト にラ

ベルを付けるのによ り適し ています。

外部レポー ト ・ フ ァ イルの作成
nvreport ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て生成し たレポー ト ・ フ ァ イルは、 reports デ ィ レ ク ト リの output サブ ・

デ ィ レ ク ト リ （Windows では、 <NetVault Backup home>\reports\outputs、 Linux では、 <NetVault Backup 
home>/reports/output） に保存し、 必要に応じ て、 使用できます。 た と えば、 このよ う なレポー ト ・ フ ァ イルを

ブ ラウザで開いて参照し た り、 電子メ ールの添付フ ァ イルと し て送信し た り できます。 外部レポー ト ・ フ ァ イル
を作成するには、 以下のセクシ ョ ンで説明する手順を実行し ます。

• テンプレー ト ・ フ ァ イルの選択

Systime システム時間を含むフ ィ ールド を比較し ます。

この値は、 以下の形式で指定できます。

• HH:MM:SS
• HHMMSS (221011) 
• Past Time: now-[number value][time variable (YE = Year, MO = 

Month, WE = Week, DA = Date, HO = Hour, MI = Minute, SE = 
Second)]

た と えば、 「now-30mi」 は 30 時間前を示し ます。

時刻 いずれかの時間の値を含むフ ィ ールド を比較し ます。

例

nvreport -class "job history" -include "%STARTTIME >= [Time]"
この値は、 以下の形式で指定できます。

• HH:MM:SS
• HHMMSS (221011) 
• Past Time: now-[number value][time variable (YE = Year, MO = 

Month, WE = Week, DA = Date, HO = Hour, MI = Minute, SE = 
Second)]

た と えば、 「now-12ho」 は 12 時間前を示し ます。

Unique  N/A
weeksinmonth 月の特定の週を含むフ ィ ールド を比較し ます。 

この値は、 以下の形式で指定できます。 
[Week Number] ： 必要な週の番号

L はその月の先週を意味し ます。 た と えば、 134L では、 その月の第 1、 第

3、 第 4 週と先週が指定されます。

表 93. 定数型

定数型 説明
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• outputdir の指定

• appendoutput オプシ ョ ンの指定

• title オプシ ョ ンの使用

テンプレー ト ・ フ ァ イルの選択
レポー ト ・ テンプレー ト ・ フ ァ イルには、 2 つのタ イプがあり ます。

• HTML テンプレー ト ・ フ ァ イル ： これらのテンプレー ト は、 NetVault WebUI で使用されます。-outputdir
オプシ ョ ンを指定し て、 これらのテンプレー ト を使用する と、 HTML ベースの外部フ ァ イルを作成でき

ます。 これらのテンプレー ト の詳細については、 「HTML テンプレー ト ・ フ ァ イル」 を参照し て く ださ

い。

• プレーン ・ テキス ト のテンプレー ト ・ フ ァ イル ： これらのテンプレー ト は、 ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウで
出力を表示するために、 CLI ユーテ ィ リ テ ィ で使用されます。- outputdir オプシ ョ ンを指定し て、 これらの

テンプレー ト を使用する と、 プレーン ・ テキス ト の外部フ ァ イルを作成できます。 プレーン ・ テキス ト
のテンプレー ト ・ フ ァ イルには、 フ ァ イル名に 「clidefault」 とい う テキス ト や、 「ナイス ・ ネーム」 に

「cli default file」 または 「textual」 とい う テキス ト が含まれます。 これらのテンプレー ト の詳細について

は、 「プレーン ・ テキス ト のテンプレー ト ・ フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

レポー ト ・ フ ァ イルを作成するには、 以下のオプシ ョ ンを使用し ます。

• -templatename ： テンプレー ト ・ フ ァ イルの 「ナイス ・ ネーム」 を指定し ます。

• -templatefile ： テンプレー ト ・ フ ァ イルの名前を指定し ます。 このオプシ ョ ンでは、 完全なフ ァ イル ・ パ

スを指定する必要があり ます。 レポー ト ・ テンプレー ト は、 <NetVault Backup 
home>\reports\templates デ ィ レ ク ト リ にあり ます。

outputdir の指定
出力デ ィ レ ク ト リは、 Windows では <NetVault Backup home>\reports\output、 Linux では、 <NetVault Backup 
home>/reports/output にあ り ます。 

このオプシ ョ ンの構文は次のとおり です。

-outputdir < サブ ・ デ ィ レ ク ト リの名前 >
例 ：

nvreport -templatename “Executed Job History” -outputdir “Test01”
以下の点に注意し ます。

• 「-outputdir」 オプシ ョ ンで既存のサブ ・ デ ィ レ ク ト リ を指定する と、 そのサブ ・ デ ィ レ ク ト リは上書き さ

れます。 

以下のコマン ド では、 「report」 とい う名前のサブ ・ デ ィ レ ク ト リ を作成し、 「output.html」 とい う レポー

ト ・ フ ァ イルを このデ ィ レ ク ト リ に保存し ます。

nvreport -templatename “Client Groups” -outputdir report
別のレポー ト を生成する と、 既存の 「report」 サブ ・ デ ィ レ ク ト リ と 「output.html」 フ ァ イルは新しい

フ ァ イルで上書き されます。

メ モ ： 「-class」 オプシ ョ ンを使用し てレポー ト ・ フ ァ イルを作成し、 ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ン ・ ウ ィ ン

ド ウ以外で表示する こ とは可能ですが、 「-class」 オプシ ョ ンの使用はお勧めし ません。 「-class」 オプシ ョ

ンは、 デフ ォル ト のテンプレー ト ・ フ ァ イルで使用し、 ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ン ・ ウ ィ ン ド ウで表示する
レポー ト を作成するよ う に設計されています。 「-class」 オプシ ョ ンを使用する と、 外部レポー ト で目的の

結果を得る こ とができない場合があり ます。
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nvreport -templatename “Defined Jobs” -outputdir report
既存のレポー ト ・ フ ァ イルを上書き し ない場合は、 新しいデ ィ レ ク ト リ を指定するか、- appendoutput オ

プシ ョ ンを使用し ます。 

• HTML レポー ト ・ テンプレー ト にはレ イアウ ト にさ まざまなアー ト ワークが含まれます。 HTML テンプ

レー ト を使用する と、 アー ト ワーク ・ フ ァ イルは自動的に新しいサブ ・ デ ィ レ ク ト リ にコ ピーされます。

appendoutput オプシ ョ ンの指定
-outputdir オプシ ョ ンで既存のサブ ・ デ ィ レ ク ト リが指定される と、 新しいレポー ト が作成された場合に、 上書

き されます。 既存のレポー ト ・ フ ァ イルのコ ンテンツを保持するには、 -appendoutput オプシ ョ ンを使用し ま

す。 このオプシ ョ ンでは、 新しいレポー ト ・ データ を既存のレポー ト ・ フ ァ イルに追加できます。

例 ：

nvreport -templatename "Restore Summary" -outputdir "Test01" -appendoutput
以下の点に注意し ます。

• -appendoutput オプシ ョ ンは、 -outputdir オプシ ョ ン と併用する必要があ り ます。

• このオプシ ョ ンを使用する と、 2 つの異なる タ イプのテンプレー ト を組み合わせる こ とができます。

• このオプシ ョ ンを使用する と、 HTML 出力タ イプ と プレーン ・ テキス ト 出力タ イプを組み合わせる こ と

ができます。

title オプシ ョ ンの使用
-title オプシ ョ ンを -outputdir オプシ ョ ン と組み合わせて使用する と、 保存し たレポー ト ・ フ ァ イルにユーザー

定義のタ イ ト ルを付ける こ とができます。 このオプシ ョ ンの構文は次のとお り です。

-title <NewReport Title>
タ イ ト ルにスペースを含めるには、 値全体を引用符で囲む必要があ り ます。

例 ：

nvreport -templatename "Historic Jobs - By Date" -outputdir "Test01" 
-title “Job History - By Date”
以下の点に注意し ます。

• このオプシ ョ ンを -outputdir オプシ ョ ン と組み合わせて使用する と、 任意のフ ォーマ ッ ト のテンプレー

ト （HTML またはプレーン ・ テキス ト ） にタ イ ト ルを追加できます。

• -title オプシ ョ ンは、 -appendoutput オプシ ョ ン と組み合わせて使用する と、 既存の 「output.html」 フ ァ

イルの末尾に追加されるレポー ト のタ イ ト ルと し て使用されます。 既存のレポー ト の既存のタ イ ト ルは
保持されます。

HTML テンプレー ト ・ フ ァ イル
次の表では、 HTM Ｌ テンプレー ト ・ フ ァ イルの 「ナイス ・ ネーム」 と フ ァ イル名を示し ます。
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表 94. HTML テンプレー ト ・ フ ァ イル

テンプレートのフ ァ イル名 ナイス ・ ネーム 説明

activejobs Currently Active Jobs すべてのアク テ ィ ブ ・ ジ ョ ブの一覧。 このレポー ト では、
以下が表示されます。

• ジ ョ ブ ID
• ジ ョ ブ名

• ク ラ イアン ト 名

• ポ リ シー名

• 実行ステータ ス （たと えば、 メ デ ィ アに書き込み
中）

alldrives All Drives NetVault Backup サーバーによ って管理されているすべて

のド ラ イブの一覧。 このレポー ト では、 以下が表示され
ます。

• ド ラ イブが接続されているマシンの名前

• ド ラ イブ名

• ド ラ イブのステータ ス （オン ラ イ ンまたはオフ ラ
イ ン）

• 読み取りデータ量 （アク テ ィ ブなジ ョ ブが存在し
ない場合はゼロ）

• 書き込みデータ量

• 読み取り エラー数 
• 書き込みエラー数

• 最終書き込み日付

• 最終読み取り日付

• 最終ク リーニング日付

• 前回のク リーニング以降に書き込まれたデータ量

• 前回のク リーニング以降に ド ラ イブが使用された
回数

allfailedpolicyjobs Failed Policy Jobs 指定し た期間中に失敗し たポ リ シー ・ ジ ョ ブのサマ リ。
このレポー ト では、 以下が表示されます。

• ポ リ シー名

• ク ラ イアン ト 名

• ジ ョ ブ名

• プラグイ ン名

• 開始日

• 開始時刻

• ラ ン ・ レングス 
• ジ ョ ブ ・ ステータ ス

clientgroups Client Groups すべてのク ラ イアン ト ・ グループを一覧表示し ます。 こ
のレポー ト では、 以下が表示されます。

• グループ名

• グループの説明

• すべての現在のク ラ イアン ト がこのグループのメ
ンバであるかど うか （「Yes」 または 「No」）

• ク ラ イアン ト ・ グループのメ ンバ
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clientstatuses Client Statuses 追加し たク ラ イアン ト のステータ スを表示し ます。 この
レポー ト では、 以下が表示されます。

• ク ラ イアン ト 名

• NetVault Backup のバージ ョ ン

• ク ラ イアン ト のアクセシビ リ テ ィ のステータ ス
（「Yes」 または 「No」）

• ク ラ イアン ト のステータ ス （「Up」 または

「Down」）

errorlogs Recent Error Logs 指定し た期間中に生成されたエラー ・ ログの一覧。 この
レポー ト では、 以下が表示されます。

• 日時

• ク ラ イアン ト 名

• ジ ョ ブ ID
• イ ンス タ ンス ID
• エラー ・ メ ッ セージ

• 警告レベル

events NetVault Events 指定し た期間中に発生し たイベン ト の一覧。 このレポー
ト では、 以下が表示されます。

• 日時

• イベン ト 名

• イベン ト ・ ク ラス

• イベン ト の説明

• イベン ト ・ メ ッ セージ

expiredofflinemedia Expired Offline Media 期限切れオフ ラ イ ン ・ メ デ ィ アの一覧。 このレポー ト で
は、 以下が表示されます。

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル

• バーコー ド

• 最終読み取り / 書き込み日付

• オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン

failedrequests Failed ULA Requests 指定し た期間中に失敗し たユーザー要求のサマ リ。

fullonlinemedia Full Online Media フル ・ オン ラ イ ン ・ ス ト レージ ・ デバイスの一覧。 この
レポー ト では、 以下が表示されます。

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル

• バーコー ド

• 最終読み取り / 書き込み日付

• メ デ ィ ア有効期限 
• ラ イブラ リ名

• スロ ッ ト 番号

• オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン

• イ ンポー ト が必要かど うか （「Yes」 はメ デ ィ ア ・

アイテムが 「Foreign」 と マーク されてお り、 オン

テープ ・ イ ンデッ クスを NetVault Database に読

み取るためにそのメ デ ィ ア ・ アイテムをスキャ ン
する必要がある こ と を示す）

表 94. HTML テンプレー ト ・ フ ァ イル

テンプレートのフ ァ イル名 ナイス ・ ネーム 説明
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globalnotifications Global Notifications グローバル通知プロ フ ァ イルに含まれる イベン ト の一覧。
このレポー ト では、 以下が表示されます。

• イベン ト ・ ク ラス

• 設定済み通知環境

• イベン ト

• 通知方法

historicjobs Historic Jobs - By Date 指定し た期間中に実行されたジ ョ ブの日付別サマ リ。 こ
のレポー ト では、 以下が表示されます。

• 開始日時

• ラ ン ・ レングス

historicjobsbysize Historic Jobs - By Size 指定し た期間中に実行されたジ ョ ブのサイズ別サマ リ。
このレポー ト では、 以下が表示されます。

• ジ ョ ブ ID
• ジ ョ ブ名

• イ ンス タ ンス ID
• NetVault Backup ク ラ イアン ト 名

• セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 名

• バッ クア ッ プ ・ サイズ

• ジ ョ ブ ・ ステータ ス

• 開始日時

• ラ ン ・ レングス

jobdefinitions  Defined Jobs すべてのジ ョ ブ定義を表示し ます。 このレポー ト では、
以下が表示されます。

• ジ ョ ブ ID
• ジ ョ ブ名

• NetVault Backup ク ラ イアン ト 名

• ポ リ シー名 （該当する場合）

• プラグイ ン名

• ジ ョ ブ ・ タ イプ （「Backup」、 「Restore」 または

「Report」）

• スケジュール ・ セ ッ ト 名

• セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 名

• バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト 名

• 詳細設定セ ッ ト 名

表 94. HTML テンプレー ト ・ フ ァ イル
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jobhistory Executed Job History 指定期間に実行されたジ ョ ブの概要を表示し ます。 この
レポー ト では、 以下が表示されます。

• 開始日時

• 終了時刻

• ジ ョ ブ ID
• イ ンス タ ンス ID
• フ ェーズ ID
• ジ ョ ブ名 
• ジ ョ ブ ・ タ イプ （「Backup」、 「Restore」 または

「Report」）

• ジ ョ ブの終了ステータ ス （「Completed」、

「Completed with errors」 または 「Failed」）

• ラ ン ・ レングス

libraryblankcounts Blank Media Items In 
Libraries

NetVault Backup サーバーによ って管理されている ラ イブ

ラ リ に存在するブラ ン クのメ デ ィ ア ・ アイテムの数。 こ
のレポー ト では、 以下が表示されます。

• ラ イブラ リ名

• 空メ デ ィ アの数

librarycontents Libraries' Media Contents 現在オン ラ イ ンのメ デ ィ ア ・ アイテムのサマ リ。 このレ
ポー ト では、 以下が表示されます。

• ラ イブラ リ名

• ド ラ イブ名

• スロ ッ ト 番号

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• バーコー ド

• メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル

• 使用済み領域と空き領域

logs NetVault Logs 指定し た期間中に生成されたシステム ・ ログ。 このレ
ポー ト では、 以下が表示されます。

• ジ ョ ブ ID
• ログ ・ ク ラス

• 警告レベル

• 日時

• ログを生成し たク ラ イアン ト

• ログ ・ メ ッ セージ
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mediacontentsquery Media Contents Query 個々のメ デ ィ ア ・ アイテムに格納されているデータのサ
マ リ。 このレポー ト では、 以下が表示されます。

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル

• バーコー ド

• ジ ョ ブ名

• ク ラ イアン ト 名

• プラグイ ン名

• 開始日時

• バッ クア ッ プ ・ タ イプ

• バッ クア ッ プ ・ サイズ

• メ デ ィ アの期限切れ日時

mediageneral Media – General 使用済みメ デ ィ ア ・ アイテムのサマ リ。 このレポー ト で
は、 以下が表示されます。

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• バーコー ド

• メ デ ィ ア ・ タ イプ （テープまたはデ ィ スク ・ フ ァ
イル）

• メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト （MTF=Windows または

UTF8=Linux/ UNIX）

• ド ラ イブが接続されているマシンの名前

• 使用可能な領域の容量

• 使用し ている領域の容量

• メ デ ィ ア ・ アイテムが 「使用不可」 と マーク され
ているかど うか （「使用不可」 と マーク されている
場合は 「Yes」、 「使用不可」 と マーク されていな

い場合は 「No」）

• メ デ ィ ア ・ アイテムが読み取り専用と し てマーク
されているかど うか （読み取り専用と し てマーク
されている場合は Yes、 読み取り専用と し てマー

ク されていない場合は No）

mediasegmentcontents
query

Media Segment Contents 
Query

各セグ メ ン ト に格納されているデータのサマ リ。 このレ
ポー ト では、 以下が表示されます。

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• バーコー ド

• ジ ョ ブ名

• ク ラ イアン ト 名

• プラグイ ン名

• バッ クア ッ プ日

• バッ クア ッ プ時刻

• セグ メ ン ト 長 （バイ ト 単位）
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mediautilization Media Utilization NetVault Backup サーバーによ って管理されているデバイ

スのス ト レージ利用率統計情報。 このレポー ト では、 以
下が表示されます。

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• バーコー ド  
• メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル

• 使用可能な領域の容量

• 使用し ている領域の容量

notifications Users' Selected 
Notifications

ユーザー通知プロ フ ァ イルに含まれているすべてのイベ
ン ト の一覧。 このレポー ト では、 以下が表示されます。

• イベン ト 名

• イベン ト の説明

offlinedevices Offline Devices 現在オフ ラ イ ンのデバイスの一覧。

outstandingopmsgs Outstanding Operator 
Messages

未確認のオペレータ ・ メ ッ セージの一覧。 このレポー ト
では、 以下が表示されます。

• 日時 
• オペレータ ・ メ ッ セージのテキス ト

すべてのメ ッ セージが確認または削除された場合、 この
レポー ト は何も返し ません。

overnight_jobs_failed Failed Overnight Backup 
Jobs

失敗し た夜間バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブのサマ リ。 このレ
ポー ト では、 以下が表示されます。

• ジ ョ ブ ID
• ジ ョ ブ名

• ク ラ イアン ト 名

• ポ リ シー名 
• ジ ョ ブ ・ ステータ ス

overnight_jobs_failed_
count

Count Of Failed Overnight 
Backup Jobs

失敗し た夜間バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブの総数 （例 ： 「0 個

のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗し ま し た」）

overnight_jobs_
successful_count

Count Of Successful
Overnight Backup Jobs

成功し た夜間バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブの総数 （例 ： 「12 個

のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが正常に終了し ま し た」）

overnight_jobs_total_
data_stored

Count of Data Stored
In Overnight Jobs

夜間ジ ョ ブで格納されたデータ量の合計 （例 ： 「約

348 GB のデータが格納されま し た」）

overnight_jobs_
warnings_count

Count Of Overnight
Backup Jobs Finished
With Warnings

警告が出力された夜間バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブの総数 （例 ： 
「1 個のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブで警告が出力されま し た」）

表 94. HTML テンプレー ト ・ フ ァ イル

テンプレートのフ ァ イル名 ナイス ・ ネーム 説明
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

nvreport ユーテ ィ リ テ ィ の使用
127



policiessummary Policy Basics バッ クア ッ プ ・ ポ リ シーの概要を表示し ます。 このレ
ポー ト では、 以下が表示されます。

• ポ リ シー名

• ポ リ シー内で作成されたジ ョ ブの合計数

• ポ リ シーに追加されたク ラ イアン ト の合計数

• ポ リ シーのステータ ス ： 
- OK ： ポ リ シーのすべてのジ ョ ブが正常に実行さ

れた場合

- 警告 ： 1 つまたは複数のポリ シー ・ ジ ョ ブが警告

付きで完了し た場合

- エラー ： 1 つまたは複数のポリ シー ・ ジ ョ ブが失

敗し た場合

• ポ リ シーに追加されたク ラ イアン ト のリ ス ト

• 失敗し たジ ョ ブに定義されている イベン ト

• 警告を表示し て終了し たジ ョ ブに定義されている
イベン ト

restoresummary Restore Summary すべてのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのサマ リ。 このレポー ト では、
以下が表示されます。

• 開始日時

• ク ラ イアン ト 名 
• ジ ョ ブ名

• ジ ョ ブ ID
• イ ンス タ ンス ID
• ラ ン ・ レングス

• ジ ョ ブ ・ ステータ ス

serverlicensecapabilities Server License 
Capabilities And Usage

NetVault Backup の使用可能および使用済みラ イセンス。

このレポー ト では、 以下が表示されます。

• ラ イセンスの説明 （ク ラ イアン ト 数、 ラ イブラ リ
装置数、 その他）

• 使用可能なラ イセンス 
• 使用済みラ イセンス

serverlicenseflags Server License Flags 現在のサーバー ・ ラ イセンス ・ タ イプで提供される機能
の一覧。

single_job_drives_events Single Job's Drive Events 特定のジ ョ ブで使用された ド ラ イブの転送速度。

single_job_logs Single Job's Logs 特定のジ ョ ブのログ ・ エン ト リ。 このレポー ト では、 以
下が表示されます。

• ログ ・ エン ト リの日時

• ログ ・ ク ラス

• 警告レベル

• ログを生成し たク ラ イアン ト

• ログ ・ メ ッ セージ
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single_job_media Media Used by Single 
Backup

特定のジ ョ ブのメ デ ィ ア使用量の詳細。 このレポー ト で
は、 以下が表示されます。

• バーコー ド

• メ デ ィ ア ・ ラベル

• メ デ ィ ア ・ タ イプ （テープまたはデ ィ スク ・ フ ァ
イル） 

• オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン

single_job_media_
transfers

Single Job's Media 
Transfers

特定のジ ョ ブのデータ転送の詳細。 このレポー ト では、
以下が表示されます。

• メ デ ィ ア転送要求が受信された日時

• 要求された メ デ ィ ア転送が開始された日時

• 要求された メ デ ィ ア転送が完了し た日時

• メ デ ィ ア転送のタ イプ （読み取り または書き込み）

• 転送されたデータ量

single_job_summary Single Job Main 
Summary

特定のジ ョ ブのサマ リ。 このレポー ト では、 以下が表示
されます。

• ジ ョ ブ ID
• ジ ョ ブ名

• ジ ョ ブ ・ タ イプ （「Backup」、 「Restore」 または

「Report」）

• プラグイ ン名

• イ ンス タ ンス ID
• 開始日時

• 終了日時

• ジ ョ ブ ・ ステータ ス 
• 転送されたデータのサイズ

• 転送速度 （バッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブのみ）

single_job_xfer_rates Single Job's Data 
Transfer Rate

特定のジ ョ ブのデータ転送速度。 このレポー ト では、 以
下が表示されます。

• イベン ト の日時

• ド ラ イブ名

• ド ラ イブ ・ イベン ト

singlepolicybytecounts Policy Totals バッ クア ッ プ ・ ポ リ シーのバッ ク ア ッ プ ・ サイズと転送
速度。 このレポー ト では、 以下が表示されます。

• 合計バッ クア ッ プ ・ サイズ

• 平均バッ クア ッ プ ・ サイズ

• 合計転送速度

• 平均転送速度
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singlepolicyclients Policy Clients ポ リ シーに含まれるすべてのク ラ イアン ト を一覧表示し
ます。 このレポー ト では、 以下が表示されます。

• ポ リ シー名

• ク ラ イアン ト 名

• ポ リ シーのステータ ス ： 
- OK ： ポ リ シーのすべてのジ ョ ブが正常に実行さ

れた場合

- 警告 ： 1 つまたは複数のポリ シー ・ ジ ョ ブが警告

付きで完了し た場合

- エラー ： 1 つまたは複数のポリ シー ・ ジ ョ ブが失

敗し た場合

singlepolicyfailedjobs Failed Jobs Within Single 
Policy

バッ クア ッ プ ・ ポ リ シーのすべての失敗し たジ ョ ブの一
覧。 このレポー ト では、 以下が表示されます。

• ポ リ シー名

• ク ラ イアン ト 名

• ジ ョ ブ名

• プラグイ ン名

• 開始日

• 開始時刻

• ラ ン ・ レングス

• ジ ョ ブ ・ ステータ ス

singlepolicyjobs Defined Policy Jobs ポ リ シーに追加されたジ ョ ブのサマ リ。 このレポー ト で
は、 以下が表示されます。

• ジ ョ ブ名

• ポ リ シー名

• ジ ョ ブが現在アク テ ィ ブであるかど うか

• バッ クア ッ プ ・ セレ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト 名

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト 名

• スケジュール ・ セ ッ ト 名

• ターゲッ ト ・ セ ッ ト 名

• 詳細設定セ ッ ト 名

singlepolicystatus Policy Status Information 特定のポ リ シーのステータ ス。 このレポー ト では、 以下
が表示されます。

• ポ リ シー名

• ポ リ シーに追加されたク ラ イアン ト の数

• ポ リ シーに追加されたジ ョ ブの数

• 失敗し たジ ョ ブ

• 警告が出力されたジ ョ ブ

• ポ リ シーのステータ ス

singleusersaudittrail Single User's Audit Trail 指定し たユーザー ・ アカウン ト の監査ログ。

userdefinedeventtypes User-Defined Event 
Types

すべてのユーザー定義イベン ト の一覧。 このレポー ト で
は、 以下が表示されます。

• イベン ト ・ ク ラス

• イベン ト

• 通知方法

• 設定済み通知環境 （該当する場合）

表 94. HTML テンプレー ト ・ フ ァ イル

テンプレートのフ ァ イル名 ナイス ・ ネーム 説明
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

nvreport ユーテ ィ リ テ ィ の使用
130



userdetails User Details NetVault Backup ユーザーの詳細。 このレポー ト では、 以

下が表示されます。

• アカウン ト 名

• 実際の名前

• 説明

• 場所

• 連絡先情報

• 最終ログイ ン日時

userprivileges ユーザー権限 個々のユーザーに与えられた権限の一覧。

usersmediausage Quotas And Media Usage 各ユーザー ・ アカウン ト の使用済みおよび割り当て済み
メ デ ィ ア割当量のサマ リ。 このレポー ト では、 以下が表
示されます。

• アカウン ト 名

• メ デ ィ ア割当量 
• 使用済みメ デ ィ ア 
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弊社について
Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 データの急増、 ク ラ

ウ ドの拡張、 ハイブ リ ッ ド ・ データ セン ター、 セキュ リ テ ィ の脅威、 規制要件によ って生じ る課題を簡素化する
こ とができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社に対するグローバル ・ プロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ保護、 ID およ

びアクセス管理、 Microsoft のプ ラ ッ ト フ ォーム管理、 統合エン ド ポイ ン ト 管理などのソ リ ューシ ョ ンのポー ト

フ ォ リ オを構築し てきま し た。 Quest によ り、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネスの革新に費やす

時間を増やすこ とができます。 詳し く は、 以下を参照し て く だ さい。 https://www.quest.com/jp-ja/

テ クニカル ・ サポー ト 用リ ソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
Quest NetVault Backup 12.2 CLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド    

弊社について
132

https://www.quest.com/jp-ja/company/contact-us.aspx
https://support.quest.com/ja-jp/

	前書き
	Quest® NetVault® Backupについて
	主な利点
	機能概要

	本ガイドについて
	対象ユーザー
	参考資料

	はじめに
	NetVault Backupコマンドライン・イン ターフェイスについて
	コマンドライン・ユーティリティの操作
	前提条件
	コマンド構文
	CLIヘルプ
	コマンド終了ステータス
	環境変数

	NetVault Backupサービスの開始または 停止

	コマンドライン・ユーティリティの使 用
	クライアント固有ユーティリティ
	nvclient
	nvclientaccess
	nvclientadd
	nvclientlist
	nvclientname
	nvclientremove

	デバイス固有ユーティリティ
	asf_load_media
	asf_release_drive
	nvacslsmedia
	nvaddfiler
	nvcheckdrive
	nvcleandrive
	nvclosedoor
	nvcloseeeport
	nvcloseeeportcleaning
	nvdav
	nvrda
	nvddboost
	nvdevice
	nvdeviceeject
	nvlibrarymodify
	nvopendoor
	nvopeneeport
	nvremovefiler
	nvresetdrivestats
	nvscandrives
	nvsetcleaninglives
	nvsetdrivecleaning
	nvsmartdisk
	nvsvtlgrow

	メディア固有ユーティリティ
	nvblankmedia
	nvsetmedia
	nvbulkblankmedia
	nvexportmedia
	nvlabelmedia
	nvlistblankmedia
	nvlistmedia
	nvloadmedia
	nvmakemedia
	nvmediadetails
	nvremovemedia
	nvreusemedia
	nvscanmedia
	nvsyncronizesilomedia
	nvupdateserialnumber

	ジョブ固有ユーティリティ
	nvexpiresaveset
	nvjobabort
	nvjobcreate
	nvjobdelete
	nvjobhold
	nvjoblist
	nvjobmodify
	nvjobresume
	nvjobstart
	nvpolicy
	nvrestore
	nvsetcreate
	nvsetdelete
	nvsetexport
	nvsetimport
	nvsetmodify
	nvtrigger

	ログ固有ユーティリティ
	nvlogdump
	nvlogpurge
	nvreadlog

	その他のユーティリティ
	bonedate
	getmachineid
	installplugin
	licenseinstall
	nvlicenseinfo
	nvmeddbcheck
	nvpassword
	nvpluginpreconfig
	nvpluginaccess
	nvpgdbpasswd
	nvreport
	nvscheddbcheck
	nvsendmail
	nvsendopmsg
	nvtrace


	nvreportユーティリティの使用
	nvreportユーティリティについて
	構文
	オプション

	レポート・クラス
	プレーン・テキストのテンプレート・ ファイル
	レポートの書式設定
	実際の名前の取得
	formatオプションの使用
	sortオプションの使用
	includeオプションの使用
	titleオプションの使用

	外部レポート・ファイルの作成
	テンプレート・ファイルの選択
	outputdirの指定
	appendoutputオプションの指定
	titleオプションの使用

	HTMLテンプレート・ファイル

	弊社について
	テクニカル・サポート用リソース




